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明石誠一さんに教わる 監修＝明石誠一

監修＝竹内孝功、三浦伸章、田村吾郎

監修＝木嶋利男

8

38 おいしい野菜づくり自然の力を
活かす！ 

監修＝道法正徳第❻回

64 ネギ、ジャガイモの縛り方
新野菜の垂直仕立て栽培

明石農園の作付け計画

野菜がよく育つための戦略40

寒波・霜よけの工夫14“日よけ・木漏れ日”栽培10 “土のせ”栽培12

草マルチ追加で“ひんやり”栽培16

明石農園の作付け計画

野菜がよく育つための戦術42

明石農園の品種選び 春夏野菜44 冬の畑しごと 12月48 冬の畑しごと １月50

踏み込み温床で苗づくりスタート52 冬の畑しごと ２月54

｜道｜法｜流｜

感動！ 

高温・干ばつに対応

草を仕込んでジャガイモづくり18

進化する
ジャガイモづくり

保存も効く！

コクのあるうまさ

食感なめらか

月
2 0 2 5
新春号 1

プレゼント！
名様

24

タネの性格を知って栽培に活かす

野菜がおいしく育つタネのまき方

季節の野菜づくり

第❻回

82“タネをつなぐ人”大募集 固定種野菜のタネ譲ります！

56 おいしすぎる夏野菜のタネ41品種
暑さに強く病気にも強い品種や、新品種など
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https://www.boutique-sha.co.jp ☎ 03-3234-2081（販売部直通）

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
の
家
庭
菜
園
応
援
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ

有機栽培で大事な土づく
りの基本の考え方や、堆
肥や有機質肥料の種類と
使い方など、畑での実践
に活かせる応用テクニッ
クを紹介します。
定価：本体 1500円＋税
ISBN978-4-8347-7674-4

本誌で人気のベテラン菜
園家たちに教わる、有機
無農薬の野菜づくりを紹
介します。省力・低コス
トで楽しみながら続けら
れる工夫が満載です。
定価：本体 1400円＋税
ISBN978-4-8347-7749-9

農家さん、タネ屋さん、
名人たちに教わる、とっ
ておきの栽培テクニック
を大きなイラストで図
解。家庭菜園での野菜づ
くりをていねいに解説し
ます。
定価：本体 1500円＋税
ISBN978-4-8347-7839-7

農薬に頼らない、病害虫
対策の基本から対処法ま
でを解説。病害虫が激減
する栽培テクニック、実
践アイデアを野菜別に紹
介します。
定価：本体 1400円＋税
ISBN978-4-8347-7712-3

耕さず農薬や化学肥料を
使わない、自然農による
野菜の育て方のポイント
を解説した『川口由一の
自然農』のすべてをまと
めた 1冊です。
定価：本体 1500円＋税
ISBN978-4-8347-7756-7

監修、竹内孝功。全 30
種類の野菜づくりとリレ
ープラン 11例を紹介。
土を捨てることなく、無
農薬・無化学肥料で連続
栽培が行えます。スマホ
で見る動画レッスンつき。
定価：本体 1500円＋税
ISBN978-4-8347-7886-1

本誌連載、竹内孝功さん
の「植え合わせベストプ
ラン」を中心に、植え合
わせによる病虫害予防や
連作障害を出さない栽培
方法を紹介します。
定価：本体 1300円＋税
ISBN978-4-8347-7691-1

全
国
書
店
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
求
め
く
だ
さ
い

ブティックムック№1591

ブティックムック№1612

ブティックムック№1656

ブティックムックNo.1786

ブティックムック№1574

ブティックムック№1649

ブティックムックNo.1739

害虫を捕食する益虫を畑
に増やし、農薬に頼らず
自然の力で野菜を育てる
方法を紹介。すぐに役立
つコンパニオンプランツ
例を追加した改訂版です。
定価：本体 1500 円＋税
ISBN978-4-8347-7767-3ブティックムック№1667

野菜がよく育つ
コンパニオン
プランツの極意

有機の土づくり
超基本と応用

ベテラン菜園家たちに
教わる
新発想の野菜づくり

もっとおいしくなる！
図解　有機家庭菜園の
野菜づくり

家庭菜園の
“新”病害虫対策

自然農ではじめる
野菜づくり

プランターで育てる
ぐるぐる自然菜園

畑の益虫と
その増やし方

改訂版
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菜園カレンダー

菜園カレンダ
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第 回  野菜談議が止まらない！

70 ネギと春の花芽野菜
竹内孝功さん×毛呂陽子さん

第 回 プランターで楽しむぐるぐる自然菜園

88
掘りたてゴボウの香りと味わいを
プランター栽培で楽しめる!
監修＝竹内孝功

76

監修＝竹内孝功
アズキ
第 回 家庭菜園のための野菜のタネ採り教室

Q&A

回答者＝澤登早苗、田村吾郎、田中寿恭
32 行列のできる野菜だより相談所

98

第 回 監修＝竹内孝功新・自然ごよみ

自然が教えてくれる“のら仕事”
12月～１月：越冬野菜のメンテナンス

撮
影
協
力
●
横
井
慰
子
さ
ん

　
埼
玉
県
／
菜
園
歴
９
年

表
紙
写
真
●
鈴
木
忍

6 編集部おすすめ品種 アップルスイカ（松永種苗）

112 次号予告／編集後記

86 編集部の実験畑 
トウモロコシの早まき栽培

96 みどりのゆびの案内板 
自然農法センターのタネから育てた “有機苗セット”

100

第➍回 拝見！ 農家さんの台所
野菜たっぷり 極うま保存術

刻みハクサイの即席キムチ
監修＝竹内裕子

1月
2 0 2 5
新春号

連載

季節の畑しごと

家庭菜園はじめの一歩

マルチフィルムを使い回すには？
第❾回

22

監修＝山川 理

110 読者プレゼント

最新情報

102 みんなの野菜だより
読者のページ

編集部から

2025年 菜園カレンダー
別冊付録
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猛
暑
の
夏
で
も
元
気
に
育
っ
て

次
々
と
ス
イ
カ
の
収
穫
が
続
く

　
こ
の
夏
、
編
集
部
の
屋
上
菜
園
で
〝
ア

ッ
プ
ル
ス
イ
カ
〞（
松
永
種
苗
）
の
プ
ラ
ン

タ
ー
栽
培
を
試
し
ま
し
た
。

　
ア
ッ
プ
ル
ス
イ
カ
は
、
小
玉
ス
イ
カ
の

中
で
も
さ
ら
に
小
さ
め
の
玉
に
な
る
タ
イ

プ
。
果
重
約
１
・
５
㎏
と
、
手
に
乗
る
く

ら
い
の
サ
イ
ズ
で
、
ネ
ッ
ト
に
ツ
ル
を
誘

引
し
て
、
ス
イ
カ
の
立
体
栽
培
を
手
軽
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
て
、
大
型
プ
ラ
ン
タ
ー
に
苗
を
植
え

た
あ
と
は
、ほ
ぼ
放
任
で
栽
培
。
す
る
と
、

元
気
な
ツ
ル
が
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
、
１
〜

１
・
５
㎏
く
ら
い
の
ス
イ
カ
が
次
々
と
実

り
ま
し
た
。
真
夏
の
暑
さ
の
中
で
も
樹
が

疲
れ
る
様
子
も
な
く
、
収
穫
は
長
期
間
に

わ
た
り
、
糖
度
も
高
く
て
大
満
足
。
ア
ッ

プ
ル
ス
イ
カ
は
育
て
や
す
く
、
つ
く
っ
て

楽
し
い
ス
イ
カ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
超
小
玉
ス
イ
カ
が
空
中
に
ず
ら
り
！

ア
ッ
プ
ル
ス
イ
カ

（
松
永
種
苗
）

編
集
部
お
す
す
め
品
種

　
３
月
下
旬
、
育
苗
ポ
ッ
ト
に
タ
ネ
を
１

粒
ず
つ
ま
き
ま
し
た
。

　
透
明
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
衣
装
ケ
ー
ス
を

手ごろなサイズの果実がたく
さんぶら下がります。リンゴ
狩りをする感覚で“スイカ狩
り”を楽しめるのがアップル
スイカの名前の由来。ソフト
ボール大のミニスイカも採
れ、半分に切ってスプーン
ですくって食べました。

約１～1.5㎏の果実が
次 と々実った！

ほ
ぼ
放
任
栽
培
で
手
軽
に
育
て
ら
れ
る

糖
度
が
高
い
ス
イ
カ
が
た
く
さ
ん
採
れ
る

❶ 

タ
ネ
ま
き
と
育
苗

構成●編集部　撮影●編集部、鈴木 忍
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樹
勢
が
強
く
、
ツ
ル
が
ど
ん
ど
ん
伸
び

る
の
で
、
急
き
ょ
ス
ク
リ
ー
ン
型
の
ネ
ッ

ト
を
追
加
し
、
誘
引
を
続
け
ま
し
た
。

　
ツ
ル
が
よ
く
茂
り
、
花
も
多
く
咲
き
ま

す
。
屋
上
菜
園
に
は
ア
ブ
や
ハ
チ
が
多
く

集
ま
る
の
で
、
受
粉
は
虫
に
お
ま
か
せ
。

６
月
中
旬
頃
か
ら
実
が
膨
ら
み
始
め
、
ツ

ル
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
タ
マ
ネ

ギ
の
保
存
用
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
玉
を
吊

る
し
、
収
穫
を
待
ち
ま
し
た
。

　
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
開
花
・
受
粉
か

ら
30
〜
35
日
が
目
安
。
最
終
的
に
３
株
か

ら
12
個
を
収
穫
で
き
ま
し
た
。
次
回
は
露

地
で
立
体
栽
培
を
試
そ
う
と
思
い
ま
す
。

1衣装ケースの“日だまり育苗”なら発芽がスムーズで、生育適温も容
易に確保できます。苗が育ってケース内が窮屈になったら、育苗棚（簡
易温室）に移して育苗を続けます。 2定植後、ツルが力強くどんどん伸
び出します。 3実が大きくなったらネットで吊るか、写真のようにハン
モックで支えます（写真提供、松永種苗）。 4花が咲いてから35日、糖
度が高くておいしいスイカが採れました。今回はついた実をすべて収穫
したので大小いろいろ採れましたが、小さな実や果柄の細い実などを摘
果して玉の数を絞るのもおすすめ。約1.5㎏サイズの玉がそろいます。

■問い合わせ先　松永種苗株式会社　☎ 0587-54-5151　https://msk-net.co.jp/

簡
易
温
室
と
し
て
利
用
し
、
ポ
ッ
ト
を
並

べ
て
入
れ
、
日
中
は
日
の
当
た
る
ベ
ラ
ン

ダ
に
置
き
、
夜
間
は
室
内
に
。
25
〜
30
度

を
確
保
し
て
発
芽
を
待
ち
ま
し
た
。

　
５
〜
６
日
で
発
芽
し
、
そ
の
後
は
苗
の

徒
長
を
防
ぐ
た
め
、
ケ
ー
ス
の
フ
タ
を
ず

ら
し
て
風
を
通
し
て
20
〜
25
度
の
生
育
適

温
を
で
き
る
だ
け
キ
ー
プ
。
水
や
り
は
ほ

ぼ
１
日
に
１
回
。
朝
、
ポ
ッ
ト
の
土
の
表

面
が
乾
い
て
い
た
ら
た
っ
ぷ
り
水
を
与
え
、

育
苗
を
約
１
か
月
続
け
ま
し
た
。

　
竹
内
孝
功
さ
ん
が
推
奨
す
る
底
面
給
水

タ
イ
プ
の
大
型
プ
ラ
ン
タ
ー
（
88
ペ
ー
ジ

参
照
）を
利
用
。
３
月
中
旬
に
土
を
入
れ
、

ネ
ギ
を
植
え
て
お
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に

土
は〝
金
の
土
〞（
カ
ネ
ア
）で
す
。

　
５
月
上
旬
、
本
葉
３
〜
４
枚
に
育
っ
た

苗
を
１
株
ず
つ
定
植
。
な
お
、
植
え
穴
の

真
下
に
１
つ
か
み
の〝
パ
ワ
フ
ル
シ
リ
カ
〞

（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）を
埋
め
て
お
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
根
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
土

壌
改
良
材
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
堆
肥
や

肥
料
は
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。
定
植
後
、
ア

ー
チ
状
の
棚
を
つ
く
っ
て
麻
ヒ
モ
を
張
り
、

ツ
ル
を
誘
引
し
ま
し
た
。

アップルスイカの棚づくり

衣装ケースで育苗開始、収穫は受粉から30～35日

❷ 

植
え
つ
け
と
メ
ン
テ

❸ 

収
穫
ま
で

13

24
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感動！ 
進化する

ジャガイモ

づくり 　
食感なめらか
コクのあるうまさ
保存も効く！

高温・干ばつに対応

構成●編集部
写真●編集部、鈴木 忍
イラスト●山村ヒデト

監修＝竹内孝功、三浦伸章、田村吾郎



9

栽
培
期
間
を
少
し
で
も
延
ば
し
て

お
い
し
い
イ
モ
を
収
穫
し
ま
し
ょ
う

ス
タ
ー
ト
を
早
め
る
＆
延
長
の
工
夫
も
す
る
！

す
ぐ
に
マ
ネ
で
き
る
栽
培
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
し
ま
す
。

５月の高温と乾燥、
その後の雨で二次生長した

ジャガイモです。
ガリガリしておいしくありません。
水イモ、中心空洞果なども

増えています。
高温、乾燥などのストレスに

打ち勝つ処方箋を
手に入れましょう。
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強
い
西
日
を
や
わ
ら
げ
て

地
温
が
下
が
る
の
を
手
伝
う

　
近
年
、
５
月
、
６
月
に
日
中
30
度
を
超
す

の
が
当
た
り
前
に
な
り
、
雨
が
ま
っ
た
く
降

ら
ず
に
い
る
か
と
思
う
と
、
突
然
の
豪
雨
。

高
山
性
の
植
物
で
涼
し
く
て
カ
ラ
ッ
と
し
た

気
候
を
好
む
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
は
過
酷
な
環
境

で
す
。
年
々
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
育
て
る
の
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
平
均
気
温
15
〜
20
度
が
生

育
適
温
。
こ
の
期
間
が
長
く
続
く
ほ
ど
イ
モ

は
肥
大
し
て
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
ち
な
み

に
平
均
気
温
28
度
を
超
え
る
と
枯
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
暑
さ
を
し
の
ぐ
秘
策
が
〝
日
よ
け
・
木
漏

れ
日
〞
栽
培
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畝
の
西
側
に
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
や
キ
ュ
ウ
リ
を
作
付
け
、
強
い

西
日
を
遮
っ
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
畝
に
日
陰

を
提
供
。
地
温
の
低
下
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
ネ
ギ
と
の
混
植
も
お
す
す
め
。
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
株
間
に
ネ
ギ
を
植
え
て
日
陰
を
つ
く
り

ま
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
ネ
ギ
の
混
植
例
は
73

ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

30
度
超
え
を
乗
り
切
っ
て
お
い
し
い
イ
モ
づ
く
り

〝
日
よ
け
・
木
漏
れ
日
〞栽
培

ジャガイモが快適に過ごせるよう、畝の西隣
りにトウモロコシやキュウリなど、草丈が高
くなる作物を育てて日よけに利用。地温の上
昇も抑えられ、イモの肥大を助けてくれる。

西隣りに日よけをつくる

高
温
対
策

生
育
促
進

イ
モ
の
品
質
向
上
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ジャガイモの株間にネギを混植。
ジャガイモの株間は40～45㎝と
広めにとって風通しをよくする。

土寄せは、通路部分の土を鍬で削っ
て畝に寄せて盛る作業。畝に生えた
雑草の除草も兼ねて行う。水はけの
向上、イモの緑化防止、肥料効果、
イモの肥大スペースの確保など、ジ
ャガイモの生育を促進する。

イモの肥大に適した地温は平均温度15～18度。
地温が上がると肥大が劣り、生理障害や病気も
出る。地温を安定させるには、昔からの技術で
ある土寄せが、あらためて見直される。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
相
性
が
い
い

ネ
ギ
、
バ
ジ
ル
、
エ
ダ
マ
メ

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
ネ
ギ
の
混
植
に
は
、
日
よ

け
効
果
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
土
壌
病
害

を
抑
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
連
作
障
害
が
で
や
す
い
野

菜
で
す
が
、
ネ
ギ
の
根
に
共
生
す
る
拮
抗
菌

が
土
壌
を
き
れ
い
に
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
連

作
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ネ
ギ
は
土

壌
中
の
有
機
物
を
よ
く
分
解
し
て
、
養
分
を

ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
提
供
し
ま
す
。

　
ネ
ギ
の
ほ
か
に
、
エ
ダ
マ
メ
や
バ
ジ
ル
も

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
相
性
が
い
い
野
菜
で
す
。

　
エ
ダ
マ
メ
は
土
を
肥
や
し
、
バ
ジ
ル
に
は

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
葉
を
食
害
す
る
テ
ン
ト
ウ
ム

シ
ダ
マ
シ（
ニ
ジ
ュ
ウ
ヤ
ホ
シ
テ
ン
ト
ウ
）を

忌
避
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
バ
ジ
ル
、
エ
ダ
マ
メ
は
苗
を
育
て
て
お
い

て
、
５
月
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
土
寄
せ
が
終
了

し
た
ら
混
植
し
ま
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畝
の
通

路
脇
に
苗
を
植
え
ま
す
。

進化するジャガイモづくり

P O I N T

ネ
ギ
の
混
植
は
日
よ
け
効
果
に
加
え
て

連
作
障
害
予
防
効
果
も
期
待
で
き
る

ジャガイモとネギを同時に植える。ジャガイモ
の株間は通常は25～30㎝だが、ネギを挟む場
合は40～45㎝に広げる。ネギは１本ネギか、
もしくは九条ネギなら３本まとめて植えるとい
い。このように混植すると、ジャガイモとネギ
の土寄せが同時に行える。写真提供、竹内孝功。

株間にネギを植える

土寄せをして地温を安定させる
ネ
ギ
混
植
で
日
よ
け
と
土
壌
病
害
も
予
防

生
育
後
半
の
高
温
期
を
木
漏
れ
日
で
し
の
ぐ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
日
よ
け
を
つ
く
る
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土
寄
せ
な
ら
ぬ〝
土
の
せ
〞で

イ
モ
を
お
い
し
く
肥
大
さ
せ
る

　
狭
い
畑
で
は
、
十
分
に
土
寄
せ
で
き
る
ほ

ど
の
畝
間
を
と
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
無

理
に
土
を
寄
せ
る
と
、
畝
の
土
の
中
に
伸
び

て
い
る
ス
ト
ロ
ン
や
根
を
傷
つ
け
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。

　
マ
ル
チ
栽
培
を
選
択
す
れ
ば
土
寄
せ
不
要

で
問
題
な
い
で
の
す
が
、
も
し
、
マ
ル
チ
を

使
わ
ず
に
育
て
た
い
な
ら
、
土
寄
せ
な
ら
ぬ

〝
土
の
せ
〞栽
培
を
試
し
て
み
て
は
。

　
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
茎

を
寝
か
せ
て
株
の
中
心
に
土
を
徐
々
に
盛
っ

て
い
く
方
法
で
す
。

　
盛
る
土
は
、
畝
の
近
く
の
土
を
シ
ョ
ベ
ル

で
掘
っ
て
利
用
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
ジ

植え穴を掘り、種イモを入れ、覆土が約
５㎝になるように埋めて鎮圧する。

植えつけから１か月ほどで芽が出て
くる。マルチなし栽培なので、防寒
対策を忘れずに（14ページ参照）。

草丈10㎝くらいで芽かきをして３
～４本にする。土を盛る前に、土に
埋まる部分の葉を切り取っておく。
埋めると腐ることがあるためだ。

ャ
ガ
イ
モ
の
株
数
が
少
な
け
れ
ば
、
そ
ん
な

に
苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
１
回
目
の〝
土
の
せ
〞は
、草
丈
10
㎝
の
頃
、

芽
か
き
を
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
い
ま
す
。

事
前
に
、
土
に
埋
ま
る
部
分
の
葉
を
切
り
取

っ
て
お
き
ま
す
。
午
前
中
に
葉
を
切
っ
て
、

午
後
、
家
に
戻
る
前
に
土
を
盛
る
、
そ
ん
な

タ
イ
ミ
ン
グ
が
お
す
す
め
で
す
。

　
朝
は
茎
が
ピ
ン
と
立
っ
て
い
て
折
れ
や
す

い
で
す
が
、
午
後
に
は
茎
が
や
わ
ら
か
く
な

っ
て
い
て
寝
か
せ
や
す
く
、
ま
た
、
葉
を
切

っ
た
傷
口
も
乾
き
、
埋
め
て
も
腐
る
心
配
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
２
〜
３
回
に
分
け
て
土
を
盛
り
、
最
終
的

に
高
さ
約
20
〜
25
㎝
の
大
き
な
山
に
し
ま

す
。
イ
モ
の
肥
大
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
確
保

さ
れ
、
イ
モ
の
緑
化
も
防
げ
ま
す
。

狭
い
畑
に
お
す
す
め
、
茎
を
寝
か
し
て
土
を
の
せ
る

〝
土
の
せ
〞栽
培

イ
モ
の
肥
大
促
進

イ
モ
の
緑
化
防
止

地
上
部
は
日
当
た
り
、
風
通
し
が
よ
く
な
る

土
寄
せ
効
果
で
イ
モ
の
肥
大
が
促
さ
れ
る

狭
い
畑
で
土
寄
せ
栽
培
が
無
理
な
く
で
き
る
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茎を広げて株の中心に土を盛る。茎はやがて立ち上がってくる。通常
の土寄せ作業と同様に、一度にたくさんの土を盛らずに、２～３回に
分けるとよい。

２～３回に分けて土を盛
る。イモの上に５㎝くら
いの厚さで土を盛ってお
くといい。

寝かせても茎は立ってく
る。茎の間隔が広がり、
日もよく当たり風通しも
良好。

株周りに土を高さ20～25㎝ほど盛り上
げて、イモの肥大スペースを十分に確保
する。イモはのびのびと太れる。

茎を四方に広げて寝かせた状態で上から
土をかぶせる。

地
上
部
は
日
当
た
り
が
よ
く
な
り

光
合
成
量
も
増
え
る

　ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
花
が
咲
く
頃
か
ら
土
の
中

で
イ
モ
が
太
り
始
め
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
土

を
盛
る
作
業
を
終
わ
ら
せ
ま
す
。

　イ
モ
の
肥
大
ス
ペ
ー
ス
が
増
し
て
、
イ
モ

同
士
の
競
合
が
抑
え
ら
れ
、
一
つ
ひ
と
つ
の

イ
モ
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　株
が
広
が
っ
て
、
ど
の
葉
に
も
光
が
ま
ん

べ
ん
な
く
当
た
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
。
光
合
成

量
が
増
え
、
味
の
よ
い
イ
モ
が
採
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
風
通
し
も
よ
く
な
り
ま
す
。

進化するジャガイモづくり



14

強
い
寒
波
の
予
報
が
出
た
ら

不
織
布
を
１
枚
掛
け
て
お
く

　
早
め
に
黒
マ
ル
チ
を
張
っ
て
地
温
を
上
げ

て
お
い
た
畝
に
、
浴
光
催
芽
を
し
た
種
イ

モ
を
植
え
る
と
、
出
芽
が
早
ま
り
、
し
か

も
い
っ
せ
い
に
出
そ
ろ
い
ま
す
。

　
早
く
芽
が
出
た
分
だ
け
、
生
育
期
間
を

延
ば
す
こ
と
に
な
り
、
い
い
イ
モ
が
た
く

さ
ん
採
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
芽
が
出
た
頃
は
寒
い
日
が

多
く
、
霜
が
降
り
る
と
せ
っ
か
く
出
た
ば
か

り
の
小
さ
な
芽
が
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
寒
さ
対
策
を
万
全
に
し
て
、
芽
を
守
り
、

初
期
生
育
を
促
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
簡
単
な
対
策
は
、
畝
に

不
織
布
を
べ
た
掛
け
し
て

お
く
こ
と
で
す
。

　
天
気
予
報
で
強
い
寒
波
や

霜
の
予
報
が
あ
っ
た
ら
、
不
織
布
を

べ
た
掛
け
し
て
苗
を
守
り
、
翌
日
不
織

布
を
外
し
ま
す
。

ワラ（麦ワラが望ましい）を土中に埋め
て土づくり。溝を掘り、ワラを厚く敷い
て米ぬかをまぶし、埋め戻して畝を立て
る。ワラと土を混ぜないで、層状に埋

風で不織布が飛ばされ
ないようにピンで留め
ておく。

出
た
ば
か
り
の
芽
を
寒
さ
か
ら
守
る

寒
波
・
霜
よ
け
の
工
夫

初
期
生
育
促
進

栽
培
期
間
を
延
ば
す

不織布の用意がない場合は、土
を軽くかぶせて霜よけにする。
土はそのままでよく、すぐに芽
が顔を出す。落ち葉や枯れ草を
かぶせる方法もおすすめ。

芽に土をかけて
霜よけにする

不織布には高い防霜効果がある。とて
も軽い被覆資材で、畝にフワッとかぶ
せておく。寒冷紗を使ってもいい。

寒波や霜の予報が出たら
不織布をべた掛け
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明
る
い
場
所
に
種
イ
モ
を
並
べ

小
さ
く
て
か
た
い
芽
を
育
て
る

　
種
イ
モ
を
植
え
る
前
に
や
っ
て
お
き
た
い

の
が
、
浴
光
催
芽
で
す
。
植
え
つ
け
の
１
か

月
前
く
ら
い
に
種
イ
モ
を
購
入
し
た
ら
、
縁

側
や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
日
当
た
り
が
い
い
場

所
に
種
イ
モ
を
並
べ
て
お
き
ま
す
。

　
暗
所
で
は
ヒ
ョ
ロ
リ
と
し
た
芽
が
伸
び
ま

す
が
、
光
に
当
て
て
10
〜
20
度
く
ら
い
の
温

度
に
置
い
て
お
く
と
、
約
５
㎜
の
か
た
い
芽

が
育
ち
ま
す
。
と
き
ど
き
裏
返
し
て
光
を
当

て
ま
す
。

　
浴
光
催
芽
を
す
る
と
、
芽
が
出
な
い
不
良

の
種
イ
モ
も
わ
か
り
、
欠
株
が
出
る
の
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

浴光催芽をして、かたい芽が出てきた種イモ。この状態で畑に
植えると出芽がそろって早まるため、栽培期間が延びる。

カゴなどに並べて縁側
などに置いて日に当て
る。夜間に冷え込む場合
は室内に置く。

P O I N T

浴よ

っ

光こ

う

催さ

い

芽が

で
出
芽
を
早
め
、栽
培
期
間
を
延
ば
す

早めに畝に黒マルチを張り、地温を上げてお
く。マルチは畝にぴったり張ることが大事。
隙間があると土が温まらない。

黒マルチをぴったり張って
地温を上げておく
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黒マルチの上にワラや枯れ草を厚めに敷
いておく。日光がマルチに直接当たらず、
地温が抑えられ、高温障害を防げる。

最近は暑い日が多く、地
温が上がって、収量が落
ちたりイモの品質が下が
ったり、トラブルが増え
ている。

黒マルチを使うと土が温まり初期
生育がいい。土寄せ不要で、緑化
イモができにくいのもメリット。

黒マルチの上にワラや枯れ草をたっぷり敷いておくことで、地温の上昇を抑え
る。イモが太るために最適な地温15～18度を維持することで、おいしいイモ
を育てることが可能になる。

黒マルチを使うとジャガイモの初期生育がよく、いいスタートダッシュが切れる。
以前なら黒マルチを張ったままで問題なくジャガイモが採れたが、最近の暑さ
は異常で、栽培後半はジャガイモの生育を邪魔するようになってきた。

イモが肥大するのに理想
的な地温は15～18度。
地温をコントロールして
いいイモを育てよう。

イ
モ
の
肥
大
期
に
地
温
を
安
定
さ
せ
る
ワ
ザ

草
マ
ル
チ
追
加
で〝
ひ
ん
や
り
〞栽
培

イ
モ
の
品
質
向
上

地
温
が
安
定
し
イ
モ
の
肥
大
を
促
進

黒
マ
ル
チ
に
草
マ
ル
チ
を
重
ね
る

高
温
対
策

生
育
促
進

黒マルチの上にワラや枯れ草を厚めに敷く

地温が上がりすぎて生育が衰える
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最近は早い時期から気温が高くなる。温暖な
地域なら白黒マルチを利用したジャガイモ栽
培も選択肢のひとつ。初期生育は劣るものの、
栽培中盤からは地温が安定し、ジャガイモの
生長を助ける。

粘土質の重い土は土寄せ
が大変だが、高畝に黒マ
ルチを張っているので土
寄せは不要。雑草も抑え
られる。

初
期
は
黒
マ
ル
チ
の
恩
恵
を
受
け

後
半
は
草
マ
ル
チ
で
高
温
を
避
け
る

　
黒
マ
ル
チ
を
利
用
す
る
と
、
初
期
生
育
は

圧
倒
的
に
よ
い
の
で
す
が
、
収
穫
期
に
向
か

っ
て
気
温
が
30
度
を
超
え
る
日
が
続
く
よ
う

だ
と
問
題
で
す
。
黒
マ
ル
チ
の
下
で
イ
モ
が

焼
け
る
被
害
も
出
て
き
ま
す
。

　
黒
マ
ル
チ
を
は
が
し
て
し
ま
い
、
土
寄
せ

　
水
は
け
の
悪
い
畑
、
地
下
水
位
が
高
い
畑

で
は
、
過
湿
で
種
イ
モ
が
腐
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
粘
土
質
の
畑
は
土
が
重
く
て

か
た
く
、
土
寄
せ
が
困
難
で
す
。

　
そ
う
し
た
畑
で
は
、
水
は
け
が
い
い
高
畝

を
つ
く
り
、
マ
ル
チ
を
張
っ
て
種
イ
モ
を
深

い
位
置
に
埋
め
て
育
て
ま
す
。
種
イ
モ
は
通

路
の
高
さ
よ
り
も
上
に
埋
め
て
く
だ
さ
い
。

　
白
黒
マ
ル
チ
を
使
っ
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培

を
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
白
黒
マ
ル
チ
は
表
が
白
色
、
裏
側
は
黒
色

で
、
地
温
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
、

雑
草
防
除
効
果
も
あ
り
ま
す
。
裏
が
黒
の
２

層
式
シ
ル
バ
ー
マ
ル
チ
に
も
同
様
の
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　
注
意
点
は
、
白
黒
マ
ル
チ
で
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
栽
培
は
、
温
暖
な
地
域
向
き
だ
と
い
う
こ

と
。
寒
い
地
域
で
は
初
期
生
育
時
に
畝
の
地

温
が
上
が
ら
ず
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
生
長
が
滞

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

を
し
て
栽
培
を
続
け
る
方
法
も
あ
り
ま
す

（
21
ペ
ー
ジ
参
照
）。
た
だ
し
、
除
草
の
手
間

が
加
わ
り
ま
す
。

　
黒
マ
ル
チ
を
生
か
す
な
ら
、
右
ペ
ー
ジ
の

イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
ワ
ラ
や
刈
り
草
を
厚
め

に
敷
い
て
お
く
と
、
10
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た

日
よ
け
と
同
様
、
地
温
の
急
激
な
上
昇
が
抑

え
ら
れ
ま
す
。
土
の
中
の
イ
モ
は
快
適
に
過

ご
せ
て
、
順
調
に
肥
大
し
ま
す
。

イモの肥大スペース
をあらかじめ用意し
てある。

高畝をつくり、種イモを深く
埋める。湿害を避けるため種
イモの位置は通路よりも高く
なるようにする。

種イモを深く埋める 粘
土
質
の
畑
、
水
は
け
が
悪
い
畑
で
は

高
畝
を
用
意
し
て
土
寄
せ
不
要
の
マ
ル
チ
栽
培

温
暖
地
な
ら
白
黒
マ
ル
チ
や

シ
ル
バ
ー
マ
ル
チ
で
高
温
対
策

進化するジャガイモづくり
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畝の下に溝を掘り、草の束をねじりながら埋めるの
がガッテン農法流。足で草を踏んだあと、土を埋め
戻してから畝を立て、種イモを植える。通気性がよ
くなり、土の湿度もほどよくキープできる。

株間は30㎝。種イモのヘソと頂
芽を確認して、向きをそろえて埋
める。頂芽側から芽が多く出るの
で、向きをそろえておけば、地上
部の株間にバラツキが出ず、生長
が均一になり、収量も安定する。

草と種イモが直接触れ
ないよう、間に土を入
れて離しておく。

堆
肥
や
肥
料
を
使
わ
ず

畑
の
草
を
使
っ
て
畝
を
用
意

　
ガ
ッ
テ
ン
農
法
の
三
浦
伸
章
さ
ん
は
、
畝

の
下
に
草
を
仕
込
ん
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
栽
培
。

利
用
す
る
の
は
畑
の
草
で
す
。

 

「
草
を
仕
込
む
と
、
土
の
中
の
空
気
と
水
の

通
り
が
よ
く
な
り
、
微
生
物
が
活
性
化
し
ま

す
。
草
の
分
解
熱
で
土
が
少
し
温
ま
り
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
萌ほ
う

芽が

が
促
さ
れ
て
、
初
期
生
育

も
良
好
で
す
」と
三
浦
さ
ん
。
　

　
収
穫
は
地
上
部
が
す
っ
か
り
枯
れ
て
か
ら
、

天
気
の
い
い
日
に
掘
り
上
げ
ま
す
。

 
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
低
栄
養
の
土
壌
で
生
ま
れ

育
っ
た
野
菜
。
多
肥
で
育
て
る
と
食
味
が
落

ち
、
保
存
性
が
悪
く
な
り
ま
す
。
草
と
土
の

力
で
育
っ
た
完
熟
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
味
が
濃
く

て
保
存
性
も
い
い
」と
、
三
浦
さ
ん
。

ガ
ッ
テ
ン
農
法
・
三
浦
伸
章
さ
ん
が
お
す
す
め
！

草
を
仕
込
ん
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
づ
く
り

イ
モ
の
品
質
向
上

生
育
促
進

畝の下の溝に埋める草は、ス
スキ、メヒシバなどイネ科の
草がおすすめ。ねじって踏ん
でから埋め戻す。

枯れ草を埋める向きをそろえて植える
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土の中に空気と水の通り道ができて、土
壌微生物が活性化。溝に埋めた草は、畝
の中央あたりでねじり方を逆回転させて
あり、これもガッテン農法流だ。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
水
は
け
の
い
い
場
所
を
好

み
ま
す
。
水
は
け
が
悪
い
畑
な
ら
、
高
め
の

畝
を
用
意
し
ま
す
。

　
堆
肥
や
肥
料
は
入
れ
ず
、
畝
の
中
央
に
掘

っ
た
溝
に
草
を
ね
じ
り
な
が
ら
入
れ
て
埋
め

戻
し
て
畝
を
つ
く
り
ま
す
。

 

「
土
の
中
の
通
気
性
が
よ
く
な
り
、
微
生
物

と
野
菜
の
根
が
コ
ラ
ボ
す
る
環
境
が
整
い
ま

す
」と
、
三
浦
さ
ん
。

　
微
生
物
が
草
を
分
解
す
る
と
き
に
出
る
熱

で
畝
の
地
温
が
少
し
上
が
る
の
も
メ
リ
ッ
ト

で
す
。

　
畝
を
用
意
し
た
ら
す
ぐ
に
種
イ
モ
を
埋
め

ら
れ
ま
す
。

　
種
イ
モ
は
小
さ
め
の
も
の
を
切
ら
ず
に
使

い
、
ヘ
ソ
の
向
き
を
一
方
向
に
そ
ろ
え
て
株

間
30
㎝
で
１
列
に
埋
め
ま
す
。
３
〜
５
㎝
覆

土
し
て
鎮
圧
し
て
お
き
ま
す
。

 

「
草
と
種
イ
モ
の
間
に
５
㎝
く
ら
い
土
が
あ

る
と
よ
く
、
種
イ
モ
が
草
に
直
接
触
れ
て
い

る
と
、
種
イ
モ
が
腐
っ
た
り
、
肌
が
き
た
な

い
イ
モ
が
多
く
な
っ
た
り
し
ま
す
」
と
、
三

浦
さ
ん
。

芽
か
き
と
土
寄
せ
を
し
て

３
か
月
後
の
収
穫
を
待
つ

　
草
丈
10
〜
15
㎝
の
頃
、
芽
が
多
く
出
て
い

た
ら
細
く
弱
々
し
い
芽
を
間
引
き
、
勢
い
の

あ
る
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
の
芽
を
３
本
残

し
ま
す
。
種
イ
モ
が
動
か
な
い
よ
う
に
株
元

を
手
で
押
さ
え
て
、
間
引
く
芽
を
ね
じ
り
な

が
ら
引
き
抜
き
ま
す
。
そ
の
後
、
何
度
か
土

寄
せ
を
行
っ
て
収
穫
を
待
ち
ま
す
。

　
植
え
つ
け
か
ら
３
か
月
後
、
地
上
部
が
す

っ
か
り
枯
れ
て
か
ら
イ
モ
を
収
穫
し
ま
す
。

　
イ
モ
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
、
株
元
か
ら
少

し
離
れ
た
場
所
に
シ
ョ
ベ
ル
を
挿
し
て
土
を

起
こ
す
と
、
イ
モ
を
掘
り
上
げ
や
す
く
な
り

ま
す
。
掘
っ
た
イ
モ
は
洗
わ
ず
に
よ
く
乾
か

し
、
紙
袋
や
段
ボ
ー
ル
の
箱
に
入
れ
て
保
存

し
ま
す
。

 

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
も
と
も
と
低
栄
養
の
土
壌

で
生
ま
れ
育
っ
た
野
菜
。
肥
料
栽
培
よ
り
も
、

土
の
力
で
育
て
る
栽
培
法
で
よ
り
お
い
し
く

な
り
ま
す
。
保
存
中
に
腐
る
こ
と
も
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
」と
、
三
浦
さ
ん
。

3

お
世
話
か
ら
収
穫
ま
で

1

畝
の
準
備

2

種
イ
モ
を
植
え
る

1「１株ごとに植え穴を掘って、草を仕込んでもいいです」と三浦
さん。深さ20㎝くらいの穴を掘り、束ねて丸めた草を置いて踏み、
土を５㎝くらいかぶせる。 2土の上に種イモを置き、土をかぶせて
埋め、鎮圧したら植えつけ完了だ。編集部の実験畑で。

１株ごとに草を仕込んでもいい

進化するジャガイモづくり

2

1
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ジ
ャ
ガ
イ
モ
づ
く
り
に

新
し
い
試
み
を
加
え
た
い

　
佐
賀
県
の
読
者
、成
富
利
英
さ
ん
か
ら「
黒

マ
ル
チ
畝
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
逆
さ
植
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。
例
年
う
ま
く
い
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
昨
年
、
収
穫
し
た
イ
モ
の
中
に
、

マ
ル
チ
に
触
れ
て
い
る
部
分
が
高
温
で
煮
え

た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
」
と
お
便
り
が
あ
り

ま
し
た
。
成
富
さ
ん
は
、
白
黒
マ
ル
チ
で
同

様
の
逆
さ
植
え
も
試
し
、
こ
ち
ら
は
好
結
果

だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
収
穫
が
近
づ
く
６
月
は
異
常
な
暑
さ
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
づ
く
り

で
は
、
従
来
の
や
り
方
に
、
プ
ラ
ス
α
の
方

策
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
マ
ル
チ
の
上
に
草
マ
ル
チ
を
追
加
す
る
ワ

ザ
は
簡
単
に
行
え
ま
す
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

ネ
ギ
の
日
よ
け
栽
培
は
、
毎
年
育
て
て
い
る

野
菜
の
配
置
を
工
夫
す
れ
ば
す
ぐ
に
試
せ
ま

す
。
こ
れ
ら
は
栽
培
期
間
を
後
半
、
で
き
る

だ
け
延
ば
そ
う
と
す
る
ア
イ
デ
ア
で
す
。

　
加
え
て
、
ス
タ
ー
ト
を
早
め
る
こ
と
で
栽

培
期
間
を
延
ば
す
、
浴
光
催
芽
、
霜
よ
け
対

策
も
取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ジャガイモの垂直栽培では
毎年、好結果が出ている。
写真は、ジャガイモ畝の通
路に、風よけ、益虫を集め
るバンカープランツとして、
エンバクを植えた例。垂直
仕立て効果と思われるが、
虫も病気も無縁で、おいし
いイモを収穫できた。

　
左
の
写
真
は
編
集
部
の
畑
で
行
っ
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
垂
直
仕
立
て
栽
培
の
様
子
で
す
。

こ
ち
ら
も
、
暑
さ
や
乾
燥
な
ど
の
環
境
ス
ト

レ
ス
に
強
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
左
ペ
ー
ジ
の
写
真
も
編
集
部
の
畑
。
栽
培

の
前
半
は
黒
マ
ル
チ
栽
培
で
温
か
く
、
後
半

は
黒
マ
ル
チ
を
は
い
で
土
寄
せ
栽
培
で
涼
し

く
、
と
い
う
〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
〞
な
栽
培
を

試
し
た
も
の
で
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
ち
ゃ
ん

と
応
え
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

　
今
年
の
み
な
さ
ん
の
実
践
を
、
ど
う
ぞ
編

集
部
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
部
の
ま
と
め

デ
ン
プ
ン
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
採
る

浴
光
催
芽
、マ
ル
チ
畝
で
ス
タ
ー
ト
を
早
め

中
盤
か
ら
は
土
寄
せ
で
イ
モ
の
肥
大
適
温
を
キ
ー
プ
し
た
い
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その後、数回土寄せをして収穫を待つ。６月上旬に
畝を試し掘りしたところ充実したイモが出た。収穫
したイモはおいしく、前半は黒マルチ、後半から土
寄せという“ハイブリッド”栽培は狙い通りの結果。

マルチをはいだらすかさず土寄せをする。マルチ栽
培では、野菜の根が畝の表面近くに張るため、時間
をおくと野菜にダメージを与えてしまう。通路の土
を鍬で削って畝に寄せて盛り上げた。

その１週間後に、黒マルチをはがして、土寄せ栽培
にスイッチする。マルチをはがす前に、マルチの植
え穴を広げて、茎を傷めないようにていねいにはが
す。畝の表面に無数の白い根が見えた。

４月中旬、わき芽かきを行った。細い芽を抜き、太
い芽を３本残した。

浴光催芽をした種イモを３月上旬に定植した。畝に
は事前に黒マルチを張っておいたので、土は温まっ
ている。湿度もほどほど。深さ10㎝の植え穴を掘
りイモを埋めた。覆土は４～５㎝。

5

4

3

2

1

進化するジャガイモづくり
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編
集
部
（
以
下
、
○
）
菜
園
歴
２
年
目
の
方

か
ら
の
質
問
で
す
。
山
川
先
生
の
畑
で
は
古

マ
ル
チ
を
上
手
に
使
い
回
し
て
い
ま
す
ね
。

山
川
理
さ
ん
（
以
下
、
山
川
）　
マ
ル
チ
は

結
構
な
値
段
が
す
る
の
で
１
回
き
り
の
使
用

で
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
。

　
黒
マ
ル
チ
や
透
明
マ
ル
チ
は
丈
夫
で
再
利

用
し
や
す
く
、
５
〜
６
回
く
ら
い
使
っ
て
か

ら
捨
て
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
マ

ル
チ
も
、
裏
が
黒
色
の
２
層
式
な
ら
結
構
丈

夫
で
、私
は
10
回
く
ら
い
は
使
っ
て
い
ま
す
。

２
層
式
は
と
く
に
値
段
が
高
い
の
で
、
使
い

倒
さ
な
い
こ
と
に
は
気
が
済
み
ま
せ
ん
。

○
　
山
川
さ
ん
の
畑
で
、
イ
チ
ゴ
畝
で
使
っ

た
シ
ル
バ
ー
マ
ル
チ
の
お
古
を
、
ス
イ
カ
の

畝
で
利
用
し
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。

山
川
　
あ
れ
は
、
イ
チ
ゴ
畝
で
３
回
使
っ
た

も
の
を
ス
イ
カ
畝
に
転
用
し
た
も
の
で
す
。

○
　
イ
チ
ゴ
で
３
回
も
使
う
に
は
何
か
コ
ツ

が
あ
り
ま
す
か
。

山
川
　
私
は
イ
チ
ゴ
を
定
植
し
た
ら
約
１
か

月
後
に
マ
ル
チ
掛
け
を
し
ま
す
。

　
畝
に
マ
ル
チ
を
か
ぶ
せ
て
、
植
わ
っ
て
い

る
苗
に
合
わ
せ
て
穴
を
あ
け
、
苗
を
地
上
に

出
す
や
り
方
で
す
。
こ
の
マ
ル
チ
を
再
利
用

す
る
場
合
、あ
い
て
い
る
穴
の
位
置
通
り
に
、

株
間
を
き
ち
ん
と
測
っ
て
苗
を
植
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
で
も
ず
れ
る
と
穴

を
広
げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

○
　
穴
が
広
が
る
と
、
３
回
目
か
ら
は
使
い

に
く
く
な
り
ま
す
ね
。

山
川

　
は
い
。
正
確
に
苗
を
植
え
た
つ
も
り

で
も
、ど
う
し
て
も
穴
は
広
が
る
も
の
で
す
。

そ
れ
で
、
ス
イ
カ
の
畝
に
転
用
し
ま
し
た
。

○
　
穴
が
あ
い
た
古
い
黒
マ
ル
チ
を
２
枚
重

ね
て
、
畝
や
通
路
の
防
草
や
畝
の
養
生
に
利

用
し
て
い
る
菜
園
家
も
多
い
で
す
。

山
川
　
２
枚
を
う
ま
く
ず
ら
し
て
穴
が
見
え

な
い
よ
う
に
重
ね
て
使
う
と
い
い
で
す
ね
。

タ
ネ
ま
き
の
日
ま
で
、
畝
の
保
湿
や
保
温
に

利
用
で
き
ま
す
。
い
よ
い
よ
使
え
な
く
な
っ

た
ら
可
燃
ご
み
の
日
に
処
分
し
ま
す
。
処
分

法
は
自
治
体
ご
と
に
違
う
の
で
問
い
合
わ
せ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
　
根
菜
類
や
果
菜
類
な
ど
大
き
な
野
菜
を

抜
い
て
片
付
け
る
と
、
マ
ル
チ
の
穴
が
大
き

く
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

山
川
　
そ
れ
は
、
片
付
け
る
順
番
が
間
違
っ

て
い
ま
す
ね
。
ま
ず
、
野
菜
の
株
元
を
切
っ

て
地
上
部
を
片
付
け
、
マ
ル
チ
を
は
い
で
か

ら
野
菜
の
根
を
抜
き
ま
す
。
こ
う
す
れ
ば
、

マ
ル
チ
を
使
い
回
し
で
き
ま
す
。

○
　
マ
ル
チ
を
は
ぐ
際
に
、
土
に
埋
ま
っ
て

い
る
裾
の
部
分
が
よ
く
ち
ぎ
れ
ま
す
。
マ
ル

チ
の
破
片
が
土
に
残
ら
な
い
よ
う
に
と
、
拾

い
集
め
る
手
間
も
か
か
り
ま
す
。

山
川
　
シ
ョ
ベ
ル
で
裾
部
分
の
土
を
ほ
ぐ
し

て
か
ら
は
ぐ
の
が
基
本
で
す
。
ス
ル
ッ
と
は

げ
て
マ
ル
チ
は
ち
ぎ
れ
ま
せ
ん
よ
。

○
　
病
気
が
出
た
畝
の
マ
ル
チ
は
？
　

山
川
　
野
菜
に
土
壌
病
害
が
出
た
畝
の
マ
ル

チ
を
そ
の
ま
ま
再
利
用
す
る
の
は
心
配
。
マ

ル
チ
に
つ
い
た
土
や
葉
な
ど
を
水
で
洗
い
流

し
、
乾
か
し
て
か
ら
使
え
ば
安
心
で
す
。

私
は
、
ほ
と
ん
ど
の
畝
に
黒
マ
ル
チ
を
張
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
を

片
付
け
る
た
び
に
黒
マ
ル
チ
を
捨
て
る
の
が
も
っ
た
い
な
く
感
じ

ま
す
。
古
マ
ル
チ
を
上
手
に
使
い
回
す
ベ
テ
ラ
ン
利
用
者
さ
ん
も

い
ま
す
。
何
度
く
ら
い
使
え
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

構
成
・
写
真
●
編
集
部

山
川
理
さ
ん
に
教
わ
る 

家
庭
菜
園
は
じ
め
の
一
歩

穴
や
裾
が
傷
ま
な
い
よ
う
、
て
い
ね
い
に
片
付
け
れ
ば

マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
は
何
度
も
再
利
用
可
能
で
す
。

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
ら
可
燃
ご
み
と
し
て
処
分
し
ま
す
。

マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
を
使
い
回
す
に
は
？

9第 回
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古マルチでスイカの畝をカバー
写真は、山川さんの畑のスイカ畝。畝とツルが
伸びるスペースに張られているのは、イチゴづ
くりに３回利用したシルバーマルチです。てい
ねいに扱うのが長持ちの秘訣で、「まだ数年は
使うつもりです」と山川さん。シルバーマルチ
は、保湿、地温安定、アブラムシなどの害虫忌
避効果などが期待できます。

再利用！

やまかわおさむ●京都大学農学部卒、
農学博士。農林省九州農業試験場、農
林水産省農林水産技術会議事務局、野
菜・茶業試験場久留米支場、農林水産
先端技術研究所などに勤務、イチゴや
サツマイモの品種改良に従事。べにはる
かを開発。現在、山川アグリコンサルツ
代表。無農薬の家庭菜園でさまざまな
野菜の新品種を育成している。

山川 理さん監修＝
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野
菜
が
お
い
し
く
育
つ

タ
ネ
の
ま
き
方

ネ
ギ
類

ゴ
ボ
ウ

レ
タ
ス

ダ
イ
コ
ン

ニ
ン
ジ
ン

コ
マ
ツ
ナ

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

監
修
＝
木
嶋
利
男

　
　構
成
●
編
集
部

　写
真
●
編
集
部
、
鈴
木 

忍

タ
ネ
の
性
格
を
知
っ
て
栽
培
に
活
か
す
！

水やりすると
発芽率が
下がるって
本当？

本当です。

タネが腐ることもあります。

しっかり鎮圧をすれば

水やりは不要です。
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肥
料
も
水
や
り
も
控
え

発
芽
も
根
張
り
も
よ
く
す
る

　
有
機
物
の
少
な
い
土
だ
と
形
の
い
い
ダ
イ

コ
ン
が
採
れ
、
発
芽
力
も
よ
く
な
る
の
で
、

元
肥
は
不
要
で
す
。
前
作
の
肥
料
が
残
る
場

所
な
ら
、
細
か
く
耕
し
て
畝
を
立
て
た
ら
、

２
〜
４
週
間
ぐ
ら
い
経
っ
て
か
ら
タ
ネ
を
ま

き
ま
す
。

　
ダ
イ
コ
ン
は
土
壌
の
適
応
範
囲
が
広
く
、

タ
ネ
ま
き
後
に
水
を
ま
い
て
も
発
芽
し
ま
す
。

た
だ
、
根
を
深
く
伸
ば
さ
せ
た
い
の
で
水
や

り
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
し
っ
か
り
鎮
圧
す
れ

ば
表
層
に
水
分
が
上
が
り
、
う
ま
く
発
芽
し

ま
す
。
土
が
ほ
ど
よ
く
湿
っ
て
い
る
と
き
は

手
の
鎮
圧
で
十
分
で
す
。
土
が
乾
き
気
味
の

と
き
は
足
で
鎮
圧
し
ま
す
。

　
発
芽
適
温
は
15
〜
30
度
で
す
が
、
発
芽
後

は
涼
し
い
気
候
を
好
む
の
で
、
春
と
秋
に
タ

ネ
を
ま
い
て
育
て
ま
す
。
春
は
ト
ウ
立
ち
し

に
く
い
品
種
を
選
び
ま
す
。

一粒まきでも育ちますが、１か
所に５粒まいて、間引きを３回
に分けるとストレスが少なく、
ダイコンの甘味が増します。

春は３月の彼岸頃から
まけますが、ダイコ
ンはソメイヨシノが
葉桜の頃にまくと
害虫がつきにくく
なります。害虫の産
卵時期とずれるため、
育てやすくなります。

発芽温度：８～33度
土壌環境：握ると団子になる
ほどよく湿った土を好む。

■タネまき　■収穫

ダ
イ
コ
ン

春まきは“葉桜”の頃が
ベストタイミング

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

春まき

秋まき

ダイコン

難
し
い
技
術
な
不
要

ラ
ク
に
発
芽
す
る
菜
っ
葉

　
コ
マ
ツ
ナ
は
古
ダ
ネ
で
な
け
れ
ば
、
ど
こ

に
ま
い
て
も
、
誰
が
ま
い
て
も
育
つ
と
い
え

る
ぐ
ら
い
、
栽
培
が
容
易
で
す
。
夏
の
暑
さ

に
も
強
く
、ほ
ぼ
一
年
中
タ
ネ
が
ま
け
ま
す
。

　
タ
ネ
は
肥
料
分
が
な
い
土
の
ほ
う
が
、
発

芽
力
が
上
が
り
ま
す
か
ら
、
元
肥
は
溝
に
埋

め
ま
す
。
前
作
の
残
肥
が
あ
る
場
所
な
ら
、

表
層
を
細
か
く
し
て
、
肥
料
分
の
分
解
を
促

進
さ
せ
ま
す
。
生
物
活
性
を
落
ち
着
か
せ
る

た
め
、
気
温
が
高
い
夏
は
耕
し
て
か
ら
２
週

間
置
き
、
そ
れ
以
外
の
季
節
は
３
〜
４
週
間

経
っ
て
か
ら
タ
ネ
を
ま
き
ま
す
。

　
コ
マ
ツ
ナ
に
限
ら
ず
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
は
タ

ネ
ま
き
の
後
に
雨
が
降
っ
て
も
平
気
で
す
。

水
や
り
を
し
た
と
し
て
も
、
発
芽
が
少
し
遅

れ
ま
す
が
、発
芽
率
は
あ
ま
り
落
ち
ま
せ
ん
。

■タネまき　■収穫

コ
マ
ツ
ナ

コマツナの元肥を施すとき
は、深さ10㎝の溝を掘り、
堆肥や肥料を入れて畝を立
てます。表層にすき込まな
いことで、発芽力がよくな
ります。発芽すると地中の
肥料分のあるところにまっ
すぐ根を伸ばします。

溝施肥にする

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

発芽温度：８～28度
土壌環境：握ると団子になる
ほどよく湿った土を好む。

コマツナ

直まき
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鎮
圧
す
る
と

発
芽
し
に
く
く
な
る

　
ネ
ギ
類
は
ト
ウ
立
ち
を
避
け
る
た
め
、
春

と
秋
の
限
ら
れ
た
期
間
に
タ
ネ
を
ま
き
ま
す
。

　
ネ
ギ
類
は
茎
の
太
さ
６
㎜
以
上
の
大
苗

で
、
５
〜
10
度
の
低
温
に
１
か
月
以
上
遭
遇

す
る
と
、
花
芽
分
化
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

あ
と
、
気
温
が
上
が
り
、
長
日
下
に
置
か
れ

る
こ
と
で
ト
ウ
立
ち
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
グ

リ
ー
ン
バ
ー
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
い
ま
す
。

　
発
芽
適
温
は
12
〜
23
度
で
、
春
も
秋
も
彼

岸
を
過
ぎ
て
か
ら
ま
く
と
発
芽
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
春
ま
き
も
秋
ま
き
も
適
期
よ
り
も

前
に
ま
く
と
、
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ナ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
①

　
ネ
ギ
類
の
タ
ネ
は
２
㎜
前
後
の
大
き
さ
で

と
て
も
小
さ
く
、
発
芽
力
が
弱
め
で
す
。
そ

の
た
め
、
ネ
ギ
類
は
覆
土
後
の
鎮
圧
を
し
な

い
方
が
、
発
芽
ぞ
ろ
い
が
よ
く
な
り
ま
す
。

タ
ネ
ま
き
後
に
水
を
ま
く
と
土
が
締
ま
っ
て

余
計
に
出
に
く
く
な
り
ま
す
。
発
芽
後
に
子

葉
が
地
上
に
出
ら
れ
な
け
れ
ば
、
土
の
中
で

腐
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
き
方
は
１
㎝
間
隔

の
ス
ジ
ま
き
に
し
ま
す
。
密
に
ま
く
こ
と
で

タ
ネ
同
士
が
協
力
し
て
土
を
持
ち
上
げ
ま

す
。

ポ
イ
ン
ト
②

　
タ
ネ
の
寿
命
は
１
〜
２
年
で
す
の
で
、
古

ダ
ネ
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
短
命
で
す
が
、
冷

蔵
保
存
な
ら
５
年
く
ら
い
長
持
ち
し
ま
す
。

ネギ類は子葉が折れ曲がった状態で生えてきます。
覆土は薄くし、鎮圧はしません。ネギ類は子葉に
種皮がついたままでも問題ありません。

発芽をよくするため、苗床には元肥は不要です。
苗が育ってきたら、中耕をして追肥をします。そ
のため、条間は15～20㎝空けます。

野
菜
が

お

い

し

く

育
つ

タ

ネ

の

ま

き

方

ネギ

ニラ

■タネまき　■定植　■収穫■タネまき　■収穫

■タネまき　■定植　■収穫

ネ
ギ
類
長
ネ
ギ
・
葉
ネ
ギ
・
ニ
ラ
・
タ
マ
ネ
ギ

発芽温度：８～23度
土壌環境：握ると団子になる
ほどよく湿った土を好む。

32 41 5 6 7 8 9 10 11 12

１年目

２年目

葉ネギ

春まき

秋まき

発芽温度：８～23度
土壌環境：握ると団子になる
ほどよく湿った土を好む。

長ネギ
2

2

1

1

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

9

9

10

10

11

11

12

12

春まき

秋まき



27

ポ
ッ
ト
の
底
穴
か
ら

あ
え
て
根
を
張
ら
せ
る

　
ネ
ギ
類
は
栽
培
期
間
が
長
く
、
タ
ネ
ま

き
か
ら
定
植
ま
で
に
２
か
月
以
上
か
か
り

ま
す
。

　
畑
に
苗
床
を
つ
く
っ
て
育
て
る
分
に
は

問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ポ
ッ
ト
で
育
苗
す

る
と
根
圏
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
ネ
ギ
の
根

は
酸
素
を
た
く
さ
ん
求
め
る
の
で
、
ポ
ッ

ト
の
ま
ま
だ
と
次
第
に
生
育
が
悪
く
な
り

ま
す
。

　
ポ
ッ
ト
育
苗
の
際
も
根
張
り
を
よ
く
す

る
た
め
、
発
芽
し
た
ら
衣
装
ケ
ー
ス
の
底

に
も
み
殻
を
敷
い
て
お
き
ま
す
。
ポ
ッ
ト

の
底
穴
か
ら
伸
び
た
根
が
も
み
殻
の
中
に

伸
び
て
い
き
、
育
苗
中
の
酸
素
不
足
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
も
、
も
み
殻

に
は
繊
維
や
細
胞
膜
を
つ
く
る
要
素
の
ケ

イ
酸
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
も
み
殻
の
お
か
げ
で
、
根
の
生
育
を
阻

害
せ
ず
、
酸
素
と
栄
養
分
を
供
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
立
派
な
苗
に
育
っ
て

く
れ
ま
す
。

タマネギの春まきは直径３㎝ほど
に小タマネギ（タネ球）の状態ま
で苗を育てます。鎮圧せずに３～
５㎝間隔でスジまきします。６月
頃に葉が枯れてきたら、抜き取っ
て乾かして保管し、秋口に植えつ
けます。

苗床やプランターで苗づくりをして、畝に定植す
るのが一般的ですが、移植せずに育てることがで
きます。まきっぱなし栽培は、移植栽培よりも深
くまで根が張ります。肥料分が少ない土壌でもよ
く育ち、病虫害にも強くなります。９月にまくと
育ちすぎて、春にトウ立ちしてしまいます。タネ
まきは10月中下旬に行います。追肥は発芽後と、
12月と２月に１回ずつ条間に施します。

タネは５～６㎝間隔
で１粒ずつまき、間
引かずに育てます。
密植気味に育つと保
存性がよくなります。
しっかり根付いて、
霜柱にも強くなりま
す。

ネギ類の根は酸素を欲しがります。水浸しにする
と酸欠を起こします。定植するときに伸びた根を
切っても平気です。新しい根が生えてきます。

発芽したら衣装ケースの底にもみ殻
を５～７㎝ぐらい敷きます。底穴か
ら伸びる根を育てます。

タマネギ

15～20㎝

5～6㎝

タマネギ

■タネまき　■タネ球採り　■定植　■収穫

発芽後
の

ポイント

発
芽
し
た
あ
と
は

ポ
ッ
ト
の
下
に
も
み
殻
を
敷
く

根

もみ殻で根張りがよくなる

衣装ケース

もみ殻

タマネギの春まき

タネ球を育てる
移植なし！
タマネギのまきっぱなし栽培

発芽温度：８～23度
土壌環境：握ると団子になる
ほどよく湿った土を好む。

21 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

春まき

秋まき
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タ
ネ
を
ま
い
た
ら

土
は
か
ぶ
せ
な
い

　
レ
タ
ス
は
乾
燥
を
好
み
、雨
を
嫌
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
性
質
の
た
め
か
、
タ
ネ
自
体
に

撥
水
性
が
あ
り
ま
す
。
タ
ネ
は
水
と
酸
素
を

吸
い
ま
す
が
、
悪
条
件
で
発
芽
し
な
い
よ
う

に
水
と
酸
素
を
遮
断
す
る
機
能
も
持
ち
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

　
レ
タ
ス
は
シ
ュ
ン
ギ
ク
と
同
じ
く
、
好
光

性
種
子
で
す
。
好
光
性
種
子
は
光
に
よ
っ
て
、

遮
断
し
て
い
た
機
能
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
替

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
光
に
当
て
る
こ
と

で
、
吸
水
が
よ
く
な
り
、
呼
吸
量
も
一
気
に

増
え
る
の
で
す
。ポ

イ
ン
ト

　
レ
タ
ス
は
覆
土
し
な
い
方
が
、
発
芽
が
よ

く
な
り
ま
す
。
レ
タ
ス
の
種
皮
は
扁
平
型
で

と
て
も
薄
く
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
の
よ
う
な
発
芽

力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
覆
土
を
し
て
鎮
圧
す
る

と
、
土
を
持
ち
上
げ
る
力
が
弱
く
、
発
芽
が

そ
ろ
わ
な
く
な
り
ま
す
。

　
タ
ネ
を
ま
い
た
ら
覆
土
せ
ず
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
き
ま
す
。
こ
れ
が
レ
タ
ス
の
タ
ネ

ま
き
の
秘
訣
で
す
。
不
安
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
発
根
す
る
ま
で
に
自
然
と
土
が

か
ぶ
さ
り
ま
す
。
ま
き
溝
や
ま
き
穴
を
つ
け

る
と
き
に
土
を
鎮
圧
し
て
い
ま
す
か
ら
、
地

表
に
上
が
っ
た
水
分
で
発
芽
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
と
く
に
気
温
が
高
い
夏
に
ま
く
と
き
は
、

覆
土
す
る
と
発
芽
し
な
く
な
り
ま
す
。
高
温

の
と
き
ほ
ど
吸
水
や
呼
吸
す
る
力
が
弱
ま
り
、

休
眠
し
や
す
く
な
る
か
ら
で
す
。

レタスは水を弾きやすいので、水に一晩浸しておく
と暑い時期も発芽しやすくなります。水に浸した状
態で室温に何日も置くと、発芽してしまいます。水
に浸したタネを翌日にまけない場合は、冷蔵庫に入
れておくといいでしょう。発芽を遅らせることがで
きます。

■タネまき　■定植　■収穫

発芽温度：８～28度
土壌環境：握ると団子がやや
崩れる乾き気味の土を好む。

レ
タ
ス

スジまきの時は板の角を畝に押し付けること
が大切です。こうすると地表に水分が上がっ
てきて、タネが水を吸えるようになります。

板の角を畝に押しつけ
まき溝をつける1

タネまき後の覆土は不要です。根が出てくる
前は光を当てないと休眠してしまいます。発
根する頃にはタネの上に自然と土が落ちます。

タネをまいたら
そのままにしておく2

覆土
しない

21 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

玉レタス

リーフレタス

レタス

玉
レ
タ
ス
・
リ
ー
フ
レ
タ
ス

野
菜
が

お

い

し

く

育
つ

タ

ネ

の

ま

き

方
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覆
土
を
や
め
て

発
芽
率
を
上
げ
る

　ゴ
ボ
ウ
も
好
光
性
種
子
で
、
レ
タ
ス
と
同

じ
よ
う
に
光
を
当
て
る
こ
と
で
発
芽
率
が
よ

く
な
り
ま
す
。
覆
土
す
る
と
、
反
対
に
発
芽

ぞ
ろ
い
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　ゴ
ボ
ウ
は
点
ま
き
に
す
る
の
で
、
ま
き
穴

の
底
に
タ
ネ
を
ま
き
ま
す
。
ま
き
穴
を
つ
け

る
時
に
土
を
ギ
ュ
ッ
と
鎮
圧
し
ま
す
。
穴
の

底
が
ほ
ど
よ
く
湿
っ
て
、
覆
土
し
な
く
て
も

発
芽
に
必
要
な
水
分
を
タ
ネ
に
供
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　ゴ
ボ
ウ
の
発
芽
適
温
は20

〜25

度
で
す
。

耐
暑
性
も
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
高
温

性
野
菜
で
す
が
、
春
ま
き
と
秋
ま
き
が
向
き

ま
す
。
夏
は
高
温
抑
制
を
受
け
る
の
で
、
発

芽
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

乾
燥
さ
せ
た
葉
と

タ
ネ
を
混
ぜ
る
だ
け

　レ
タ
ス
の
タ
ネ
は
水
を
弾
く
性
質
を
持
っ

て
い
ま
す
。
光
に
当
て
る
こ
と
で
吸
水
が
よ

く
な
り
ま
す
が
、
水
を
吸
わ
せ
る
方
法
の
ひ

と
つ
に
、
お
も
し
ろ
い
技
が
あ
り
ま
す
。

　タ
ネ
に
乾
燥
さ
せ
た
レ
タ
ス
の
葉
を
混
ぜ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
発
芽
を
促
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　レ
タ
ス
の
葉
に
は
発
芽
促
進
物
質
と
発
芽

抑
制
物
質
が
含
ま
れ
る
か
ら
で
す
。
乾
燥
し

て
い
る
時
は
抑
制
に
働
い
て
、
水
に
濡
れ
つ

と
促
進
側
に
働
き
ま
す
。

　収
穫
す
る
時
に
捨
て
る
外
側
の
葉
を
利
用

す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
天
日
で
カ
ラ
カ
ラ

に
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
使
い
ま
す
。

細かくしたドライリーフとタネを混ぜて、一緒
にまきます。葉が水分を含むと発芽促進物質を
出し、タネの発芽を促します。

レタスの葉をザルなどにの
せて、よく乾燥させます。
水分がなくなり、カラカラ
になった“ドライリーフ”を
使います。

深さ３～５㎝のまき穴をつけます。地
中の水分を上げるため、底が平らな瓶
や缶を使い、土をギュッと鎮圧します。

穴の底にタネを３粒まきます。覆土し
なくても、穴の縁の土が崩れて自然と
土がかぶさります。 ■タネまき　■収穫

発芽温度：12～28度
土壌環境：握ると団子がやや
崩れる乾き気味の土を好む。

ゴ
ボ
ウ

畝にまき穴をつける

覆土せず、そのままにする

発芽促進効果

ドライリーフ
ミックス

レタスの葉を
天日で干す

乾燥した葉と一緒にまく

スゴ
技

21 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

春まき

秋まき

ゴボウ
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ポ
イ
ン
ト
②

　
ニ
ン
ジ
ン
の
タ
ネ
は
い
く
つ
か
種
類
が
あ

り
ま
す
。
採
種
し
た
ま
ま
の
生
種
の
種
皮
に

は
毛
が
つ
い
て
い
ま
す
。
市
販
の
タ
ネ
は「
裸

種
子
」
と
呼
ば
れ
、
ま
き
や
す
い
よ
う
に
け

が
取
り
除
か
れ
て
い
ま
す
。
ペ
レ
ッ
ト
趣
旨

は
水
溶
性
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
で
丸
く
整
形

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
異
な
り
、
タ
ネ
ご
と
に

発
芽
を
促
す
コ
ツ
が
あ
る
の
で
、
手
持
ち
の

タ
ネ
で
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

タ
ネ
の
種
類
に
よ
っ
て

発
芽
の
促
し
方
が
変
わ
る

　
ニ
ン
ジ
ン
は
年
に
何
度
も
ま
け
ま
す
。
日

持
ち
し
な
い
の
で
、
時
期
を
ず
ら
し
て
こ
ま

め
に
ま
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。
初
夏
ま
き
は

ト
ウ
立
ち
し
や
す
い
た
め
、若
採
り
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
①

　
好
光
性
種
子
の
た
め
、
光
を
当
て
る
と
吸

水
率
が
高
ま
り
ま
す
。
た
だ
、
レ
タ
ス
の
よ

う
に
覆
土
を
し
な
い
で
い
る
と
、
水
分
が
不

足
し
て
発
芽
し
ま
せ
ん
。
ニ
ン
ジ
ン
は
レ
タ

ス
よ
り
も
発
芽
率
が
強
く
、
覆
土
し
て
も
平

気
で
す
。
覆
土
す
る
こ
と
で
水
分
が
吸
え
る

よ
う
に
な
り
、
発
芽
が
そ
ろ
い
ま
す
。

　
覆
土
の
厚
さ
は
、
土
壌
水
分
の
状
態
で
変

え
ま
し
ょ
う
。
土
が
乾
き
気
味
の
と
き
は
、

深
さ
２
㎝
の
溝
に
ま
い
て
足
で
鎮
圧
し
ま
す
。

梅
雨
明
け
後
に
行
う
夏
ま
き
は
足
で
の
鎮
圧

で
発
芽
が
よ
く
な
り
ま
す
。
ほ
ど
よ
い
水
分

量
の
と
き
は
、
１
㎝
の
溝
に
ま
き
、
手
で
鎮

圧
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
鎮
圧
後
の
覆
土
の
厚

さ
は
５
㎜
程
度
の「
薄
い
覆
土
」に
な
り
ま
す
。

ペレット種子は水を吸水することでコ
ート剤が溶けて割れます。生種や裸種
子よりも水分が必要になるので、タネ
まき後に水をまいた方が発芽しやすく
なります。

レタスと同様にニンジンも葉に発芽
抑制物質が含まれます（29ページ参
照）。収穫した際に葉を捨てずに乾
燥させて残しておきます、粉砕する
とタネと一緒にまきやすくなります。

生種の種皮についている毛や、タネ採りした
ときに残る花殻にも、葉と同じく発芽促進物
質と発芽抑制物質が含まれます。けが水を吸
うことで促進物質が働くので、桁幅がらと一
緒にまくとよく発芽します。

■タネまき　■収穫

ニ
ン
ジ
ン

ペレット種子は
水が必要

裸種子はドライリーフと
一緒にまく

発芽温度：12～28度
土壌環境：握ると団子がやや
崩れる乾き気味の土を好む。

ニンジン

21 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

春まき

初夏まき
若採り

夏まき

秋まき

生種の毛は発芽を促す

野
菜
が

お

い

し

く

育
つ

タ

ネ

の

ま

き

方



発芽温度：８～28度
土壌環境：握ると団子になる
ほどよく湿った土を好む。

水
を
上
手
に
吸
わ
せ
て

発
芽
遅
れ
を
防
ぐ

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
発
芽
が
遅
れ
た
り
、
発

芽
の
そ
ろ
い
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
原
因
は
、

タ
ネ
に
あ
り
ま
す
。

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
タ
ネ
は
品
種
に
よ
っ
て
、

ト
ゲ
が
あ
る「
針
種
」と
ト
ゲ
の
な
い「
丸
種
」

が
あ
り
ま
す
が
、ど
ち
ら
も「
果
皮
」と
い
う
、

か
た
い
殻
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
果
皮
は
水

を
弾
き
や
す
く
、
吸
水
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
た
め
、
水
分
を
う
ま
く
供
給
で
き
な
い
と

第
２
次
吸
水
期
に
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
①
）

　
吸
水
さ
せ
る
た
め
に
水
や
り
を
す
る
と
、

土
壌
の
過
湿
を
招
き
、
タ
ネ
の
酸
欠
を
招
き

ま
す
。
発
芽
を
よ
く
す
る
に
は
、
鎮
圧
が
大

切
で
す
。
鎮
圧
に
よ
っ
て
地
中
の
水
分
が
表

層
に
上
が
り
、
水
切
れ
を
起
こ
し
に
く
く
な

り
ま
す
。
発
芽
ぞ
ろ
い
が
よ
く
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
コ
マ
ツ
ナ
と
同
様
に
表
層
に
は

肥
料
を
施
さ
ず
、
溝
施
肥
に
す
る
と
発
芽
が

よ
く
な
り
ま
す
。
肥
料
や
有
機
石
灰
な
ど
の

元
肥
は
畝
立
て
の
際
に
、
10
㎝
ぐ
ら
い
の
深

さ
に
埋
め
て
お
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
②

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
発
芽
さ
せ
に
く
い
こ
と

か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
加
工
種
子
が
つ
く
ら
れ
、

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
加

工
種
子
は
丸
種
や
針
種
よ
り
も
発
芽
さ
せ
や

す
い
の
で
、
利
用
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

ホウレンソウのタネは果
皮に覆われていて、植物
学上では果実にあたりま
す。多胚性で、胚が４つ
ほど入っていますが、芽
が地上に出てくる前に淘
汰されることが多いので、
２本ぐらいが助け合って
出てきます。密にまくと
混むので、スジまきでも
点まきでもタネ同士は２
～３㎝は離して、こまめ
に間引きして育てます。

丸種はトゲがないのでまきやすく、市販ダネの多く
は丸種です。丸種も針種もまき方や注意点は一緒で
す。果皮と種皮をむいたものがネーキッド種子です。

■タネまき　■収穫

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

果皮

種皮

胚

ホウレンソウ

2 31 4 5 6 7 8 9 10 11 12

春まき

秋まき

丸種

針種

ネーキッド種子
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ぬ
か
を
す
き
込
ん
だ
畝
に
水
を
ま
い

て
か
ら
、
透
明
マ
ル
チ
で
覆
い
、
１

〜
２
か
月
夏
の
太
陽
熱
に
さ
ら
し
ま

す
。
そ
の
間
、
地
温
は
60
度
に
も
な

り
、
草
の
タ
ネ
や
虫
の
さ
な
ぎ
な
ど

を
壊
滅
で
き
る
の
で
す
。

　
防
草
シ
ー
ト
を
敷
い
た
土
の
場
合

で
す
が
、
１
年
く
ら
い
で
は
簡
単
に

痩
せ
地
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
光
を
遮
断
し
て

植
物
を
生
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
資
材
な
の
で
、
防
草
シ
ー
ト
を

敷
い
て
い
る
場
所
の
土
壌
微
生
物
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
る
と
思
い
ま

す
。
徐
々
に
生
き
た
土
で
は
な
く
な

る
で
し
ょ
う
。

　
果
樹
園
の
通
路
で
使
う
な
ら
ま
だ

し
も
、
畑
の
中
に
持
ち
込
む
の
は
ど

う
か
な
と
思
い
ま
す
。
防
草
シ
ー
ト

を
敷
い
て
草
を
生
え
な
く
す
る
よ
り
、

草
を
敵
視
せ
ず
、
活
用
し
て
み
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
黒
マ
ル
チ
は
土
の
表
面

が
非
常
に
熱
く
な
り
ま

す
。
農
業
仲
間
に
聞
い

た
話
で
す
が
、
昨
年
の
夏
、
黒
マ
ル

チ
を
張
っ
た
畝
で
育
て
た
サ
ト
イ
モ

の
根
が
焼
け
て
傷
ん
で
し
ま
っ
た
そ

う
で
す
。｠

　
光
や
熱
を
通
す
透
明
マ
ル
チ
は
畝

の
土
に
水
分
が
あ
る
と
き
に
張
る
と
、

土
の
中
ま
で
熱
く
な
り
ま
す
。
蒸
し

焼
き
に
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
防
草
シ
ー
ト
は
透
水
性
の
も
の
で

あ
っ
て
も
さ
ほ
ど
水
を
通
し
ま
せ
ん
。

は
が
す
と
土
が
乾
い
て
い
る
こ
と
の

ほ
う
が
多
い
で
す
。
使
っ
て
い
る
う

ち
に
痩
せ
地
に
は
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
畑
の
中
で
の
使
用
は
あ
ま
り

お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
。

　
と
は
い
え
、
じ
つ
は
私
の
畑
の
ひ

と
つ
に
は
防
草
シ
ー
ト
を
敷
き
詰
め

た
畑
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
土
は
疲

弊
し
て
い
て
何
を
植
え
て
も
育
た
な

い
よ
う
な
土
だ
っ
た
の
で
、
改
良
も

あ
き
ら
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
２
ｍ
四
方
の
ス
ペ
ー
ス

を
残
し
て
、
そ
の
周
囲
を
シ
ー
ト
で

囲
み
ま
し
た
。
四
角
形
の
ス
ペ
ー
ス

の
中
に
は
草
を
山
の
よ
う
に
積
み
、

そ
の
脇
に
カ
ボ
チ
ャ
の
苗
を
４
株
植

え
て
育
て
ま
し
た
。
土
で
育
て
ず
草

で
育
て
て
い
る
状
態
で
す
。
ツ
ル
が

防
草
シ
ー
ト
の
上
に
伸
び
て
い
き
、

カ
ボ
チ
ャ
も
よ
く
採
れ
ま
し
た
。｠

夏
の
土
壌
消
毒
や
雑
草
を

減
ら
す
た
め
に
、
透
明
マ

ル
チ
を
１
か
月
ほ
ど
張
っ
て
お
く
と

い
う
太
陽
熱
土
壌
消
毒
の
方
法
が
書

い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
太
陽
熱
を
吸

収
す
る
黒
マ
ル
チ
で
は
効
果
が
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
防
草
シ
ー
ト
を
１
年
ほ
ど

張
っ
て
い
た
土
は
痩
せ
地
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？

●
り
ん
ご
の
気
持
ち
さ
ん
／
福
岡
県

／
菜
園
歴
４
年ア

ン
サ
ー

　
黒
マ
ル
チ
は
、
マ
ル
チ

自
体
は
熱
を
吸
収
し
て

熱
く
な
り
ま
す
が
、
そ

の
下
の
土
は
マ
ル
チ
が
触
れ
て
い
る

表
面
だ
け
熱
く
な
り
、
地
温
の
上
昇

が
透
明
マ
ル
チ
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
一
方
、
透
明
マ
ル
チ
は
太
陽
光
を

通
す
の
で
、
中
の
土
が
温
め
ら
れ
ま

す
。
こ
の
と
き
土
が
湿
っ
て
い
る
こ

と
が
前
提
で
、
そ
の
水
分
が
熱
を
伝

え
ま
す
。

　
太
陽
熱
土
壌
消
毒
は
有
機
物
や
米

菜園歴44年。奈良県橿原市の畑で有機・無農薬で野菜
づくりを楽しんでいる家庭菜園の達人。果実やハーブも
含め、多種類の野菜を栽培している。田中さんのブログ
「田中さんちの家庭菜園」
http://asukajiiji1309.livedoor.blog/

わんぱく自然農園たむそん代表。東京農業大学修士課
程修了。神奈川県愛川町で自然農を実践する農業家。
農薬や肥料、堆肥を一切使わず、地力を活かした農法
で固定種野菜のみを年間100品種以上栽培している。
http://tamuson.com/

農学博士。恵泉女学園大学名誉教授。大学の農場では
長年有機農業教育を実践してきた。自由学園教諭。著書
『教育農場の四季』（コモンズ刊）では有機・無農薬栽
培をイラスト図解で基礎から紹介。山梨県で有機果樹栽
培を行っている兼業農家でもある。

野菜
づくりの
プロが
答える

行
列
の
で
き
る

野
菜
だ
よ
り

相
談
所

「
枯
れ
た
」「
実
が
つ
か
な
い
」「
こ
れ
病
気
？
」な
ど

野
菜
づ
く
り
に
関
す
る
お
悩
み
は
千
差
万
別
。

お
悩
み
や
疑
問
を
そ
の
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に

相
談
し
て
解
決
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

太
陽
熱
土
壌
消
毒
に
黒
マ
ル
チ
を

使
う
と
効
果
な
い
の
で
す
か
？

01

今回、答えてくれるのは

田村吾郎さん たむらごろう

澤登早苗さん さわのぼりさなえ

田中寿恭さん たなかひさやす
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殻
な
ど
を
敷
い
て
お
く
と
、
カ
チ
カ

チ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
土
が
か
た
く

な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
泥
は
ね
を

防
げ
、
通
気
性
や
保
水
性
が
あ
り
、

夏
場
の
地
温
上
昇
や
草
も
抑
え
ら
れ

る
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
で
す
。

　
黒
マ
ル
チ
を
張
っ
た
畝
は
追
肥
し

づ
ら
い
の
で
、
元
肥
一
発
で
栽
培
す

る
の
が
お
す
す
め
で
す
。
畝
の
中
央

に
溝
を
掘
り
、
元
肥
と
し
て
堆
肥
と

肥
料
を
入
れ
て
埋
め
戻
し
て
畝
を
立

て
、
マ
ル
チ
を
張
り
ま
す
。
マ
ル
チ

を
張
っ
て
お
く
と
雨
な
ど
で
も
肥
料

が
流
れ
に
く
い
の
で
、
追
肥
も
基
本

的
に
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
堆
肥
や
ボ
カ
シ
肥
料
は
い
わ
ば
土

壌
微
生
物
の
エ
サ
で
す
。
こ
れ
を
微

生
物
が
分
解
し
て
い
く
過
程
で
養
分

を
植
物
が
吸
収
し
や
す
い
形
に
し
、

そ
れ
を
野
菜
が
吸
う
わ
け
で
す
。

　
一
方
、
液
肥
は
養
分
を
野
菜
に
直

接
与
え
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
だ
か
ら

即
効
性
は
あ
り
ま
す
が
、
土
を
育
て

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
、
同
じ
種
類
の

液
肥
を
同
じ
場
所
に
繰
り
返
し
て
使

用
す
る
の
は
、
あ
ま
り
お
す
す
め
で

き
ま
せ
ん
。

黒
マ
ル
チ
を
張
っ
た
畝
で

果
菜
類
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
水
は
け
が
よ
く
な
い
畑
な
の
で
、

通
路
を
歩
い
て
い
る
う
ち
に
か
た
く

締
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
と
き
に
追

肥
を
す
る
の
に
、
マ
ル
チ
を
は
ぐ
の

が
大
変
で
面
倒
に
な
り
ま
す
。
マ
ル

チ
を
は
が
し
て
や
る
場
合
の
簡
単
な

方
法
は
あ
り
ま
す
か
。

　少
し
で
も
ラ
ク
に
と
思
い
、
本
誌

で
知
っ
た
液
肥
を
つ
く
っ
て
マ
ル
チ

に
穴
を
あ
け
て
注
入
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
も
同
じ
も
の
を
同
じ
場
所
で
繰

り
返
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
追
肥
に
同
種
類
の
も
の

を
繰
り
返
し
て
使
用
し
て
よ
い
も
の

か
も
知
り
た
い
で
す
。
野
菜
に
よ
っ

て
追
肥
の
肥
料
や
施
し
方
は
変
え
た

ほ
う
が
い
い
で
す
か
？

●
雪
田
秀
雄
さ
ん
／
青
森
県
／
菜
園

歴
20
年

ア
ン
サ
ー

　
通
路
の
土
が
か
た
く
締

ま
っ
て
く
る
の
は
、
有
機

物
が
少
な
い
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
草
や
野
菜
残
渣
、
も
み

　
マ
ル
チ
を
張
る
な
ら
保

肥
力
が
あ
る
の
で
元
肥

だ
け
入
れ
て
お
け
ば
、

追
肥
は
し
な
く
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
マ
ル
チ
を
は
が
す
の
は
大
変
で
す
。

シ
ョ
ベ
ル
で
畝
の
端
の
土
を
起
こ
し

な
が
ら
、
て
い
ね
い
に
は
が
し
て
も

ち
ぎ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
草
マ
ル
チ
な
ら
は
が
す
苦
労
は
い

り
ま
せ
ん
。
私
の
畑
は
、
有
機
栽
培

か
ら
、
肥
料
を
使
わ
ず
草
を
活
か
す

自
然
栽
培
に
切
り
替
え
て
13
年
で
す

が
、
草
だ
け
で
も
野
菜
は
よ
く
育
っ

て
い
ま
す
。

　
畝
に
も
通
路
に
も
草
を
敷
い
て
お

け
ば
、
土
も
か
た
く
な
り
ま
せ
ん
。

通
路
の
草
は
と
く
に
抜
か
ず
に
根
を

残
し
て
上
だ
け
刈
り
取
る
と
根
が
土

を
耕
し
て
く
れ
ま
す
。

　
草
を
生
や
す
の
に
抵
抗
が
あ
れ
ば
、

エ
ン
バ
ク
や
オ
オ
ム
ギ
な
ど
の
緑
肥

作
物
を
ま
く
の
も
お
す
す
め
で
す
。

土
が
や
わ
ら
か
く
な
り
、
こ
ま
め
に

刈
っ
て
敷
け
ば
草
抑
え
に
な
り
ま
す
。

私
の
場
合
、
黒
マ
ル
チ

を
張
る
と
き
に
、
畝
の

片
側
は
普
通
に
土
に
埋

め
て
、
反
対
側
は
マ
ル
チ
押
さ
え
の

ピ
ン
で
固
定
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
お
く
と
、
追
肥
の
と
き
に
は
ピ
ン

を
外
し
て
め
く
る
だ
け
な
の
で
、
と

て
も
ラ
ク
で
す
。
畝
肩
に
落
ち
葉
堆

肥
を
混
ぜ
た
ボ
カ
シ
肥
料
を
サ
ー
っ

と
ま
い
た
ら
、マ
ル
チ
を
戻
し
ま
す
。

か
た
く
な
っ
た
通
路
は
時
々
、
シ
ョ

ベ
ル
や
三
本
爪
の
鍬
を
使
っ
て
土
を

起
こ
す
よ
う
に
空
気
を
入
れ
る
中
耕

を
す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

通
路
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
残
渣

や
も
み
殻
な
ど
、
有
機
物
を
敷
い
て

お
く
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
も
み
殻
を
厚
く
ま
き
、
米
ぬ
か
を

振
っ
て
水
を
か
け
て
お
く
と
、
飛
び

散
ら
ず
、
保
水
性
も
よ
く
な
り
、
下

の
土
も
あ
ま
り
か
た
く
な
り
ま
せ
ん
。

も
み
殻
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
え
る
な
ら

お
す
す
め
で
す
。

　
マ
ル
チ
を
張
っ
た
ま
ま
の
畝
に
液

肥
を
や
る
に
は
、
株
間
に
50
円
玉
く

ら
い
の
穴
を
あ
け
て
、
そ
こ
か
ら
注

ぐ
と
い
い
で
し
ょ
う
。
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
や
１
０
０
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
買

え
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
口
に
つ
け
る

給
水
用
キ
ャ
ッ
プ
を
使
う
と
便
利
で

す
。
根
が
広
が
っ
て
育
つ
野
菜
の
場

合
は
、
通
路
に
や
り
ま
す
。

　
野
菜
ご
と
に
肥
料
を
細
か
く
変
え

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
野
菜
で
必
要
な
栄
養
素
が
違
う

の
で
、
い
つ
も
与
え
て
い
る
肥
料
が

あ
る
な
ら
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
て

追
加
で
補
う
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　
た
と
え
ば
、
ト
マ
ト
の
よ
う
な
果

菜
類
に
は
リ
ン
酸
が
豊
富
な
バ
ッ
ト

グ
ア
ノ
を
プ
ラ
ス
で
与
え
、
ソ
ラ
マ

メ
な
ど
マ
メ
科
に
は
カ
リ
ウ
ム
を
多

く
含
む
草
木
灰
を
与
え
る
と
い
う
具

合
で
す
。

か
た
く
な
っ
た
通
路
に
は
シ
ョ
ベ
ル
を

挿
し
込
み
、
空
気
を
入
れ
る
よ
う
に
少

し
土
を
起
こ
す
中
耕
を
す
る
と
い
い
。

マ
ル
チ
を
張
っ
た
畝
の
追
肥
が
大
変
で
す
。

02
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解
を
速
め
る
微
生
物
の
エ
サ
と
し
て

米
ぬ
か
を
薄
く
ま
い
て
、
し
っ
か
り

踏
ん
で
か
ら
土
を
か
ぶ
せ
て
お
け
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。
土
を
か
ぶ
せ
て

お
け
ば
虫
が
卵
を
産
む
心
配
も
あ
り

ま
せ
ん
。
普
通
に
野
菜
が
育
っ
て
い

る
土
な
ら
、
発
酵
促
進
材
は
使
わ
な

く
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
米
ぬ
か
で

十
分
で
す
。

　
森
を
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

人
間
が
何
も
手
を
入
れ
な
く
て
も
落

ち
葉
は
自
然
と
土
壌
動
物
や
微
生
物

に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
、
ふ
か
ふ
か
の

土
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
畑
に
置
い

た
草
や
埋
め
た
残
渣
も
、
冬
は
少
し

分
解
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
こ

の
方
法
を
続
け
る
こ
と
で
、
土
壌
微

生
物
も
増
え
て
団
粒
構
造
が
発
達
し

た
い
い
土
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
残
渣
や
米
ぬ
か
を
エ
サ

と
し
て
、
土
壌
微
生
物

が
増
え
る
処
理
法
で
す
。

　
気
を
つ
け
た
い
の
は
溝
を
掘
る
場

所
で
す
。
野
菜
が
育
っ
て
い
る
最
中

の
畝
が
近
く
に
あ
る
場
合
、
通
路
を

掘
る
と
根
を
傷
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
と
く
に
、
葉
が
茂
っ
て
い
る
サ

畝
と
畝
の
間
に
溝
を
掘
っ

て
、
草
や
野
菜
く
ず
を
入

れ
て
米
ぬ
か
を
振
っ
て
か
ら
土
を
か

け
て
い
ま
す
。
夏
だ
と
分
解
も
早

く
、
い
い
堆
肥
に
な
り
、
虫
も
湧
き

ま
せ
ん
。

　ま
た
、
草
は
草
マ
ル
チ
に
し
て
ク

リ
の
木
の
周
り
に
敷
い
て
い
ま
す
。

運
ん
で
捨
て
る
の
が
大
変
な
の
で
、

ビ
ニ
ー
ル
以
外
は
土
に
還
し
て
い
ま

す
。
米
ぬ
か
以
外
に
残
渣
の
分
解
を

早
め
、
よ
り
い
い
土
に
す
る
も
の
は

あ
り
ま
す
か
？

　発
酵
促
進
材
の
コ

ー
ラ
ン
ネ
オ
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

●
Ｋ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
―
ｓ
ａ
ｎ
さ
ん

／
大
阪
府
／
菜
園
歴
15
年

ア
ン
サ
ー

　
畝
と
畝
の
間
に
掘
っ
た
溝

に
残
渣
を
埋
め
る
の
は
、

と
て
も
い
い
や
り
方
だ

と
思
い
ま
す
。

　
草
だ
け
な
ら
埋
め
な
く
て
も
土
の

上
に
置
い
て
お
く
だ
け
で
、
微
生
物

が
分
解
し
て
す
ぐ
に
土
に
還
り
ま
す
。

米
ぬ
か
も
い
ら
な
い
く
ら
い
で
す
。

　
野
菜
残
渣
を
入
れ
る
場
合
は
、
分

ト
イ
モ
や
キ
ュ
ウ
リ
は
通
路
部
分
の

下
に
も
根
が
張
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
い
で
し
ょ
う
。

　
通
路
で
は
な
く
、
畝
の
下
に
入
れ

る
場
合
、
分
解
す
る
際
に
発
酵
熱
が

上
が
る
の
で
、す
ぐ
に
畝
を
使
わ
ず
、

２
週
間
以
上
置
い
て
使
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
溝
を
掘
る
場
所
に
困
る
場
合
は
、

残
渣
置
き
場
を
設
け
て
、
残
渣
を
積

ん
で
お
く
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
野

積
み
し
て
い
く
と
、
下
の
ほ
う
の
地

面
に
接
し
て
い
る
部
分
か
ら
ゆ
っ
く

り
分
解
が
進
み
ま
す
。

　
溝
に
埋
め
た
残
渣
も
土
壌
微
生
物

が
分
解
し
て
く
れ
ま
す
が
、
米
ぬ
か

を
使
う
と
分
解
が
速
ま
り
ま
す
。

　
現
在
、
米
ぬ
か
を
利
用
し
て
と
く

に
問
題
が
な
い
の
な
ら
、
コ
ス
ト
も

か
か
り
ま
す
し
、
ほ
か
の
微
生
物
資

材
は
使
う
必
要
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
土
の
中
に
は
多
種
多
様

な
土
壌
微
生
物
が
た
く
さ
ん
棲
ん
で

い
ま
す
。ミ
ク
ロ
フ
ロ
ー
ラ
と
い
っ
て
、

共
生
、
拮
抗
し
な
が
ら
相
互
干
渉
し

つ
つ
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
生
息
し
て

い
る
の
で
、
そ
こ
に
別
の
場
所
か
ら

持
っ
て
き
た
菌
を
入
れ
な
く
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
畑
の
土
の
中
に
い
る
土
壌
微

生
物
を
ど
う
や
っ
て
元
気
に
し
て
、

活
躍
し
や
す
い
環
境
に
し
て
や
る
か

の
ほ
う
が
大
事
で
す
。

　
私
も
基
本
的
に
野
菜
残

渣
は
畑
の
通
路
に
掘
っ
た

溝
に
埋
め
て
い
ま
す
。

　
通
路
に
深
さ
30
㎝
く
ら
い
の
溝
を

掘
り
、
残
渣
を
入
れ
、
米
ぬ
か
を
振

り
、埋
め
戻
し
て
踏
ん
で
お
き
ま
す
。

こ
の
程
度
の
深
さ
な
ら
適
度
に
酸
素

が
入
り
、
発
酵
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

冬
で
な
け
れ
ば
、
３
〜
４
か
月
で
き

れ
い
さ
っ
ぱ
り
分
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
早
く
分
解
さ
せ
た
け
れ
ば
、
残
渣

の
茎
や
枝
は
適
当
に
短
く
切
っ
て
お

く
と
い
い
で
し
ょ
う
。
ナ
ス
の
枝
な

ど
分
解
に
時
間
が
か
か
り
そ
う
な
残

渣
は
畑
の
隅
に
設
け
て
あ
る
堆
肥
枠

に
野
積
み
し
て
お
き
ま
す
。

　
畑
の
野
菜
残
渣
や
草
を
処
理
す
る

に
は
米
ぬ
か
で
十
分
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
場
合
、
発
酵
促
進
材
の
コ
ー

ラ
ン
ネ
オ
は
家
庭
で
出
る
生
ご
み
を

処
理
す
る
と
き
発
酵
を
速
め
よ
う
と

思
い
、
使
っ
て
い
ま
す
。
生
ご
み
を

液
肥
が
取
れ
る
容
器
で
一
時
処
理
し

て
液
肥
を
取
っ
た
あ
と
、
畑
に
置
い

た
コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
堆
肥
化
し

て
い
ま
す
。

通路に溝を掘って残渣を埋める。米ぬか
を振って踏んでおくと分解が速まる。

米
ぬ
か
以
外
に
残
渣
を
い
い
土
に
す
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？
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畑
が
狭
く
草
や
残
渣
の
処
理
に
困
っ
て
い
ま
す
。

04

ア
ン
サ
ー

　
ま
ず
、
残
渣
に
関
し
て

は
前
掲
03
の
回
答
の
よ

う
に
土
に
埋
め
る
方
法

が
お
す
す
め
で
す
。
深
め
に
掘
っ
た

穴
に
入
れ
て
米
ぬ
か
を
振
っ
て
埋
め

戻
し
、
埋
め
る
場
所
を
ず
ら
し
て
い

け
ば
、
狭
い
畑
で
も
大
丈
夫
で
す
。

残
渣
を
ハ
サ
ミ
で
10
㎝
く
ら
い
に
切

っ
て
入
れ
れ
ば
分
解
が
よ
り
速
く
な

り
ま
す
。

　
処
理
し
た
生
ご
み
を
埋
め
る
場
合

も
動
物
性
の
も
の
を
入
れ
な
け
れ
ば

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
上
に
土
を
し
っ

か
り
か
ぶ
せ
て
お
け
ば
に
お
い
や
虫

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
草
で
す
が
、
ご
み
と
し
て
出

す
の
は
も
っ
た
い
な
い
気
が
し
ま
す
。

タ
ネ
を
つ
け
る
前
の
草
を
抜
く
か
刈

っ
て
、
草
マ
ル
チ
と
し
て
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
納
豆
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
液
は

捨
て
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
使

う
な
ら
あ
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

分
解
を
速
め
た
い
だ
け
な
ら
、
米
ぬ

か
で
十
分
だ
と
思
い
ま
す
。

草
や
残
渣
を
堆
肥
に
す
る

と
い
い
の
で
し
ょ
う
が
、

畑
が
狭
い
（
12
㎡
）
の
で
１
〜
２
年

積
ん
で
お
く
場
所
が
な
く
、
実
践
し

て
い
ま
せ
ん
。
住
宅
街
に
あ
る
畑

で
、
に
お
い
や
ハ
エ
、
ネ
ズ
ミ
の
発

生
も
心
配
で
す
。
ま
た
、
コ
ン
ポ
ス

ト
を
利
用
す
る
場
合
、
生
ご
み
が
出

る
た
び
に
入
れ
る
と
、
い
つ
堆
肥
が

完
成
す
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
は
、
タ
ネ
や
根
が
混
ざ
っ
て

い
る
の
で
、
雑
草
は
ご
み
と
し
て
出

し
て
い
ま
す
。
収
穫
後
の
残
渣
と
処

理
済
み
の
野
菜
く
ず
は
畑
に
穴
を
掘

っ
て
埋
め
て
い
ま
す
が
、
後
作
に
よ

っ
て
は
ご
み
と
し
て
捨
て
ま
す
。

　
今
後
、
栽
培
し
た
野
菜
の
残
渣
や

生
ご
み
処
理
機
で
処
理
し
た
野
菜
く

ず
を
肥
料
と
し
て
使
い
た
い
で
す
。

　
米
ぬ
か
や
納
豆
菌
な
ど
の
培
養
液

を
か
け
る
と
残
渣
の
分
解
が
速
ま
る

そ
う
で
す
が
、
た
と
え
ば
、
納
豆
の

パ
ッ
ク
を
洗
っ
た
水
に
黒
砂
糖
を

少
々
入
れ
た
も
の
を
ま
く
の
は
、
効

果
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
同
様
に
ヨ

ー
グ
ル
ト
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

●
龍
野 

健
さ
ん
／
神
奈
川
県
／
菜

園
歴
14
年

　
提
案
な
の
で
す
が
、
畑

に
残
渣
置
き
場
を
つ
く
っ

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
私
も
畑
か
ら
出
た
草
や
残
渣
を

積
む
場
所
を
設
け
て
い
ま
す
。
野
積

み
し
て
い
る
だ
け
で
す
が
、
下
の
ほ

う
か
ら
い
い
土
に
な
る
の
で
、
育
苗

土
と
し
て
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
狭
い
畑
な
ら
50
㎝
×
50
㎝
く
ら
い

の
ス
ペ
ー
ス
を
取
り
、
そ
こ
に
残
渣

や
草
を
ど
ん
ど
ん
積
ん
で
い
く
の
で

す
。
ナ
ス
の
枝
な
ど
大
き
な
残
渣
は

細
か
く
切
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　
一
作
育
て
た
ら
リ
セ
ッ
ト
す
る
サ

イ
ク
ル
で
、
つ
ま
り
半
年
に
一
度
、

下
の
ほ
う
の
こ
な
れ
た
も
の
は
土
に

入
れ
て
、
こ
な
れ
て
い
な
い
も
の
は

通
路
に
敷
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
す

る
た
め
、
残
渣
置
き
場
を
ま
た
い
で

ア
ー
チ
支
柱
を
立
て
て
ネ
ッ
ト
を
張

り
、
ゴ
ー
ヤ
や
イ
ン
ゲ
ン
、
ミ
ニ
カ

ボ
チ
ャ
な
ど
の
苗
を
植
え
る
と
よ
く

育
つ
と
思
い
ま
す
。

　
懸
念
さ
れ
て
い
る
に
お
い
で
す
が
、

水
分
量
と
窒
素
量
が
多
い
と
腐
っ
た

り
、
に
お
い
が
出
た
り
、
虫
が
湧
い

た
り
し
や
す
い
で
す
。
こ
れ
は
乾
い

て
い
る
炭
素
、
つ
ま
り
枯
れ
草
や
も

み
殻
、
米
ぬ
か
な
ど
を
混
ぜ
る
こ
と

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
す
。

　
生
ご
み
処
理
機
を
お
持
ち
で
な
い

な
ら
、「
キ
エ
ー
ロ
」を
使
う
の
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
黒
土
に
生
ご
み
を

埋
め
る
だ
け
で
土
壌
微
生
物
が
分
解

し
て
く
れ
ま
す
。
電
気
代
も
資
材
代

な
ど
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
狭
い
畑
で
も
肥
料
の
空

き
袋
な
ど
で
草
堆
肥
を

つ
く
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

タ
ネ
が
つ
い
て
い
る
草
も
一
緒
に
袋

に
入
れ
て
、
米
ぬ
か
を
振
っ
て
口
を

縛
り
、畑
に
置
い
て
お
く
だ
け
で
す
。

太
陽
熱
と
発
酵
熱
で
タ
ネ
も
発
芽
し

ま
せ
ん
し
、
夏
な
ら
３
か
月
、
冬
は

６
か
月
以
上
置
い
て
お
く
と
分
解
し

て
堆
肥
と
し
て
使
え
ま
す
。

　
穴
を
掘
っ
て
残
渣
や
一
時
処
理
し

た
生
ご
み
を
埋
め
る
場
合
、
米
ぬ
か

を
振
っ
て
土
を
埋
め
戻
し
て
お
け
ば
、

す
ぐ
に
分
解
し
、
に
お
い
や
虫
の
発

生
な
ど
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
生
ご
み
用
の
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
を

使
用
す
る
場
合
も
、
地
面
の
上
に
設

置
し
、
生
ご
み
を
入
れ
る
た
び
に
枯

れ
草
と
米
ぬ
か
を
交
互
に
入
れ
、
最

後
に
畑
の
土
を
シ
ョ
ベ
ル
１
杯
、
フ

タ
を
す
る
よ
う
に
入
れ
れ
ば
ウ
ジ
が

湧
く
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
生
ご
み

を
入
れ
続
け
て
半
年
く
ら
い
経
っ
た

ら
、
容
器
を
引
き
抜
き
ま
す
。
下
の

ほ
う
は
土
の
よ
う
な
堆
肥
に
な
っ
て

い
る
の
で
取
り
出
し
て
使
い
、
未
分

解
の
も
の
は
も
う
一
度
設
置
し
た
容

器
に
戻
せ
ば
い
い
の
で
す
。

　
水
に
溶
い
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
納
豆

は
私
も
よ
く
使
い
ま
す
。
残
渣
を
埋

め
る
穴
に
ま
い
て
も
い
い
し
、
畑
の

土
に
直
接
ま
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

田
村
さ
ん
の
農
園
の
草
積
み
場
。
畑
の

草
や
野
菜
残
渣
を
ど
ん
ど
ん
野
積
み
し

て
い
く
だ
け
だ
が
、
地
面
に
接
し
て
い

る
下
の
ほ
う
か
ら
土
壌
微
生
物
が
分
解

し
て
い
い
土
に
な
る
。

畑
が
狭
く
草
や
残
渣
の
処
理
に
困
っ
て
い
ま
す
。
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さ
の
せ
い
で
受
精
で
き
ず
、
実
が
な

り
に
く
く
も
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の

タ
ネ
を
追
い
ま
き
し
、
秋
キ
ュ
ウ
リ

を
育
て
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
キ
ュ
ウ
リ
は
栽

培
期
間
が
短
い
の
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
で

す
。
曲
が
り
果
が
出
て
か
ら
液
肥
を

与
え
た
場
合
、
株
自
体
が
若
け
れ
ば

多
少
回
復
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

あ
ま
り
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
時
間
差

で
次
の
タ
ネ
を
ま
い
て
、
ず
ら
し
栽

培
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

　
重
要
な
の
は
、
老
化
が
遅
く
な
る

よ
う
に
、
健
康
で
丈
夫
な
株
を
育
て

る
こ
と
で
す
。
初
期
生
育
が
大
事
な

の
で
、
そ
の
勢
い
を
止
め
な
い
よ
う

に
、
環
境
も
整
え
て
や
り
ま
す
。

　
苗
を
植
え
る
前
の
畝
に
２
か
月
前

か
ら
草
を
厚
く
敷
い
て
お
き
、
そ
の

草
を
少
し
ど
か
し
て
苗
を
植
え
つ
け

ま
す
。
株
元
だ
け
は
蒸
れ
な
い
よ
う

に
少
し
空
間
を
あ
け
て
お
き
ま
す
。

　
根
が
傷
む
の
で
、
畝
に
生
え
る
草

は
抜
か
ず
に
、
邪
魔
で
あ
れ
ば
短
く

切
り
ま
す
。
厚
め
に
敷
き
草
を
し
て

い
る
と
、
雨
が
降
ら
な
く
て
も
土
の

曲
が
り
キ
ュ
ウ
リ
は
株
の
老

化
や
栄
養
不
足
だ
と
知
り

ま
し
た
。
追
肥
す
る
場
合
、そ
の
際
、

固
形
の
肥
料
が
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
と
も
即
効
性
の
高
い
液
肥
の
ほ

う
が
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

●
ゆ
う
さ
ん
／
群
馬
県
／
菜
園
歴
１

年

ア
ン
サ
ー

　
キ
ュ
ウ
リ
が
育
つ
環
境
を

ま
ず
整
え
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
保
水
性
が
よ

く
な
る
よ
う
、
土
に
落
ち
葉
堆
肥
を

た
っ
ぷ
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　
キ
ュ
ウ
リ
の
根
は
浅
い
と
こ
ろ
に

広
が
る
の
で
、高
温
に
も
弱
い
で
す
。

地
温
の
上
昇
や
土
の
乾
燥
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
草
マ
ル
チ
を
厚
め
に
敷
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
泥
は
ね
も
防
げ
、

病
気
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

　
老
化
苗
を
植
え
た
場
合
も
曲
が
り

果
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
も
と
も
と
寿
命
が
短
い
キ
ュ
ウ
リ

な
の
で
、
曲
が
り
果
が
出
た
と
き
に

あ
わ
て
て
液
肥
を
や
っ
て
も
手
遅
れ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
近
の
夏
の
暑

　
い
く
ら
追
肥
が
必
要
だ
か
ら
と
い

っ
て
も
や
り
す
ぎ
は
根
を
傷
め
た
り
、

う
ど
ん
こ
病
な
ど
病
気
を
引
き
起
こ

す
の
で
、
キ
ュ
ウ
リ
の
生
育
具
合
を

よ
く
観
察
し
て
、
適
切
な
量
を
与
え

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
う
ひ
と
つ
大
事
な
の
は
、
畝
の

保
水
性
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
根
を

守
る
た
め
に
も
、
枯
れ
草
や
も
み
殻

な
ど
で
厚
く
覆
う
と
い
い
で
し
ょ
う
。

畝
だ
け
で
な
く
、
通
路
に
も
敷
く
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
ま
め
に
収
穫
を
し
て
株
を
疲
れ

さ
せ
な
い
こ
と
も
大
事
で
す
。

湿
り
気
は
保
た
れ
ま
す
。

　
も
し
ほ
と
ん
ど
雨
が
降
ら
ず
、
水

や
り
が
必
要
な
と
き
は
、
夕
方
に
た

っ
ぷ
り
や
る
と
、
夜
の
う
ち
に
実
が

太
っ
て
い
い
キ
ュ
ウ
リ
が
採
れ
ま
す
。

　
も
し
、
追
肥
に
即
効
性
が
高
い
液

肥
を
や
る
場
合
は
、
浅
い
と
こ
ろ
に

あ
る
根
が
焼
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
う
ん
と
水
で
薄
め
た
も
の
を
や

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
キ
ュ
ウ
リ
の
曲
が
り
果
を

防
ぐ
た
め
に
は
水
と
追

肥
を
定
期
的
に
与
え
ま

す
。
私
の
場
合
は
下
か
ら
４
〜
５
節

ま
で
は
わ
き
芽
や
花
を
摘
み
、
そ
の

あ
と
か
ら
１
か
月
に
２
回
程
度
、
ボ

カ
シ
液
肥
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
ボ
カ
シ
肥
料
１
０
０
ｇ
を
２
ℓ
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
水
に
溶
い

た
液
肥
の
上
澄
み
を
２
０
０
倍
く
ら

い
に
希
釈
し
て
散
布
し
ま
す
。

　
最
近
の
夏
は
猛
暑
で
雨
も
ほ
と
ん

ど
降
ら
ず
、
水
不
足
で
曲
が
り
果
も

出
や
す
か
っ
た
で
す
。
水
や
り
す
る

と
き
は
ジ
ョ
ウ
ロ
で
は
な
く
、
バ
ケ

ツ
に
汲
ん
だ
水
を
通
路
に
流
す
く
ら

い
や
ら
な
い
と
効
果
あ
り
ま
せ
ん
。

田中さんの畑ではキュウ
リは５回ずらしまきす
る。畝の手前のあんどん
の中で次の苗が生育中。

田村さんの農園のキュウリの畝。畝と通路には刈り草を厚く敷き、
キュウリの根を傷めてしまうので株周りの草は抜かない。

キ
ュ
ウ
リ
の
曲
が
り
果
の
追
肥
に
は
何
が
い
い
で
す
か
？
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て
養
分
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

　
残
肥
や
肥
料
過
多
が
心
配
な
ら
、

ま
ず
は
窒
素
分
が
少
な
い
牛
ふ
ん
堆

肥
や
落
ち
葉
堆
肥
だ
け
を
た
っ
ぷ
り

す
き
込
ん
で
育
て
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
肥
料
が
足
り
な
い
と
野
菜
の
葉
色

が
黄
色
っ
ぽ
く
な
り
、
生
長
の
速
度

も
遅
い
の
で
、
そ
の
場
合
は
追
肥
を

し
て
や
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　
年
中
タ
ネ
を
ま
け
、す
ぐ

に
育
つ
コ
マ
ツ
ナ
を
ま

ず
栽
培
し
て
み
る
と
い

い
で
し
ょ
う
。
コ
マ
ツ
ナ
の
生
長
の

勢
い
や
、株
の
大
き
さ
や
根
の
張
り
、

葉
の
色
や
厚
さ
な
ど
を
観
察
す
る
の

で
す
。
２
か
月
も
あ
れ
ば
畑
の
養
分

の
状
態
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

　
ま
た
、
普
段
か
ら
自
分
が
使
っ
て

い
る
肥
料
に
ど
ん
な
成
分
が
入
っ
て

い
る
の
か
は
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
野
菜
の
生
育
状
況
を
見
て
、
ど

ん
な
養
分
が
過
剰
な
の
か
、
不
足
し

て
い
る
の
か
を
判
断
す
る
の
に
役
立

ち
ま
す
。

●
窒
素
分
が
過
剰
だ
と
、
野
菜
は
大

き
く
育
ち
ま
す
が
、
虫
や
病
気
も
多

前
作
の
残
肥
が
ど
の
程
度

残
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
、
新
し
く
作
物
を
育
て
る
と

き
に
、
元
肥
を
ど
の
程
度
入
れ
れ
ば

よ
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
何
か
判

断
す
る
た
め
の
目
安
な
ど
あ
り
ま
す

か
？

●
ピ
タ
ゴ
ラ
ッ
ス
さ
ん
／
静
岡
県
／

菜
園
歴
６
年ア

ン
サ
ー

　
残
肥
量
を
判
断
す
る
の

は
難
し
い
で
す
が
、
そ

こ
に
生
え
て
い
る
草
が

ど
の
程
度
伸
び
て
い
る
か
観
察
し
て

み
る
と
多
少
は
わ
か
り
ま
す
。
勢
い

が
あ
れ
ば
、残
肥
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
肥
料
過
多
で
窒
素
分
が
多
い
状
態

だ
と
、コ
マ
ツ
ナ
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
は
硝
酸
態
窒
素

と
い
う
有
害
な
成
分
を
葉
に
た
め
込

み
、
葉
色
が
濃
く
な
り
ま
す
。

　
鶏
ふ
ん
な
ど
窒
素
分
の
多
い
肥
料

が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
ま
ま
で
は
な
か
な
か
抜
け
ま
せ

ん
。
虫
害
や
病
気
も
増
え
る
の
で
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
緑
肥
作
物
を
育
て

　
基
本
的
に
私
は
元
肥
と

し
て
、
落
ち
葉
堆
肥
と

有
機
石
灰
、
ボ
カ
シ
肥

料
を
入
れ
て
い
ま
す
。
水
は
け
の
悪

い
畑
や
土
が
か
た
い
畑
に
は
、
こ
れ

に
も
み
殻
く
ん
炭
を
追
加
し
ま
す
。

　
肥
料
は
多
く
入
れ
た
場
合
、
抜
く

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
控
え
め
に

し
て
お
け
ば
、
あ
と
か
ら
追
肥
で
補

う
こ
と
は
可
能
で
す
。
大
事
な
の
は

野
菜
と
の
対
話
。
野
菜
の
育
ち
具
合

を
見
な
が
ら
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
と
え
ば
、
ト
マ
ト
は
窒
素
分
が

多
い
と
茎
が
暴
れ
て
、
葉
色
も
濃
く

な
り
ま
す
。
元
肥
の
ボ
カ
シ
肥
料
を

入
れ
ず
に
、
追
肥
で
リ
ン
酸
豊
富
な

バ
ッ
ト
グ
ア
ノ
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
肥
料
が
足
り
て
い
な
い
場
合
は
茎

が
細
く
、
葉
も
大
き
く
な
ら
ず
、
花

も
あ
ま
り
咲
き
ま
せ
ん
。

　
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
は
肥
料
分
が
多

く
て
も
い
い
の
で
、
残
肥
を
気
に
し

な
く
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　
ナ
ス
は
肥
料
が
多
い
と
わ
き
芽
が

た
く
さ
ん
出
ま
す
が
、
放
置
せ
ず
に

株
が
小
さ
い
う
ち
は
わ
き
芽
を
し
っ

か
り
取
り
ま
す
。
生
長
優
先
に
し
、

３
本
仕
立
て
で
管
理
す
る
と
、
最
終

的
に
は
た
く
さ
ん
実
を
つ
け
ま
す
。

　
ナ
ス
も
キ
ュ
ウ
リ
も
生
長
が
遅
く
、

葉
が
黄
色
っ
ぽ
く
な
っ
て
枯
れ
る
場

合
は
肥
料
が
足
り
て
い
な
い
状
態
で

す
。
追
肥
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

く
な
り
ま
す
。
反
対
に
窒
素
が
欠
乏

し
て
い
る
と
、
育
た
ず
小
さ
い
ま
ま

で
、
花
や
実
が
落
ち
た
り
、
新
し
い

葉
が
出
て
も
下
の
葉
が
黄
色
く
な
っ

て
落
ち
た
り
し
ま
す
。

●
リ
ン
酸
が
多
い
と
亜
鉛
や
鉄
、
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
悪
い
の
で
、

葉
の
色
が
抜
け
て
き
ま
す
。
欠
乏
す

る
と
葉
が
弱
り
、
下
葉
が
紫
色
に
な

り
、
実
が
つ
か
な
く
な
り
ま
す
。

●
カ
リ
ウ
ム
が
過
剰
だ
と
葉
の
色
が

抜
け
、
欠
乏
す
る
と
葉
の
縁
の
ほ
う

か
ら
枯
れ
、育
ち
も
悪
く
な
り
ま
す
。

●
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
い
と
土
が
ア
ル

カ
リ
性
に
傾
い
て
根
が
弱
り
、
葉
の

色
が
抜
け
ま
す
。
欠
乏
す
る
と
ト
マ

ト
や
ピ
ー
マ
ン
は
尻
腐
れ
、
ハ
ク
サ

イ
は
芯
腐
れ
に
な
り
や
す
い
で
す
。

　
何
が
多
す
ぎ
、
足
り
な
い
の
か
を

正
し
く
判
断
す
る
に
は
知
識
や
経
験

が
必
要
で
、
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
普
段
か
ら
葉
な
ど
に
異
変
が
な
い

か
、
勢
い
が
落
ち
て
い
な
い
か
、
暴

れ
て
い
な
い
か
、
野
菜
の
生
長
に
気

を
配
り
、
よ
く
観
察
し
て
変
化
に
気

づ
く
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

お悩み相談は野菜だより相談所まで

前
作
の
残
肥
を
知
る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？
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集しています。アンケート用紙（114ページ）か封書、ハガキ、下記のメールア
ドレスにお悩みや疑問を書いてお送りください。土質などの畑の履歴、前
作・前前作、施肥の内容、問題が起きた時の野菜の様子もなるべく詳しくお
書きください。また、写真を添えて送っていただくと、より的確なアドバイス
ができます。みなさんの“困った”をお待ちしています。

yasai@tanemaki-sha.jp　野菜だより相談所担当



お
い
し
い
野
菜
づ
く
り
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自
然
の
力
を

活
か
す
！

第 回6

明石誠一さんに教わる

堆
肥
や
肥
料
を
使
わ
な
い
自
然
栽
培
で
お
い
し
い
野
菜
を
育
て
て
い
る
明
石
農
園
の
明
石
誠
一
さ
ん
。

家
庭
菜
園
で
も
参
考
に
な
る
自
然
の
力
を
活
か
し
た
野
菜
づ
く
り
を
教
わ
り
ま
す
。

今
回
は
作
付
け
計
画
の
戦
略
と
戦
術
、
夏
野
菜
の
お
す
す
め
品
種
、
冬
の
畑
し
ご
と
に
つ
い
て
で
す
。

構
成
●
編
集
部
、
撮
影
●
明
石
農
園
、
鈴
木 

忍
、
編
集
部
、
イ
ラ
ス
ト
●
や
ま
な
か
韶
子

あかしせいいち●埼玉県入間郡三芳町で「明石
農園」を営む。5.4ヘクタール（約54,000㎡）の畑
で、無農薬・無肥料自然栽培で年間約60品種
の野菜を育てている。2003年に就農したときは
有機栽培からスタートし、2005年頃、自然栽培
に転換。就農支援や援農も受け入れ、農業体験
スクール「ソラシド」の講師も務める。『お百姓
さんになりたい』（2019年・原村政樹監督）は明
石農園を取材したドキュメンタリー映画。

明石誠一さん監修＝



ヘアリーベッチ
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春
に
植
え
る
シ
ョ
ウ
ガ
の
た
め
に
、
冬
の

間
に
緑
肥
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
シ
ョ
ウ
ガ
を
植
え
る
予
定
の
畝
に

緑
肥
を
ま
き
ま
し
た
。
畝
の
両
端
に
ヘ
ア
リ

ー
ベ
ッ
チ
、
中
央
に
エ
ン
バ
ク
を
ま
い
て
い

ま
す
。
冬
の
間
、
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
は
ツ
ル

を
伸
ば
し
て
土
を
覆
う
よ
う
に
茂
る
の
で
、

寒
さ
や
霜
よ
け
に
な
り
、
強
風
で
土
が
飛
ぶ

こ
と
や
草
が
生
え
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
シ
ョ
ウ
ガ
を
植
え
る
前
に
は
エ
ン
バ
ク
と

ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
を
刈
る
の
で
す
が
、
刈
り

取
っ
た
も
の
は
敷
き
草
と
し
て
使
い
ま
す
。

　
緑
肥
を
育
て
る
こ
と
で
地
力
ア
ッ
プ
す
る

お
か
げ
か
、
シ
ョ
ウ
ガ
が
よ
く
育
ち
ま
す
。

　
水す
い

前ぜ
ん

寺じ

菜な

、
ハ
ン
ダ
マ
と
も
呼
ば
れ
る
キ

ン
ジ
ソ
ウ
（
金
時
草
）。
肥
料
を
入
れ
て
い

な
い
畑
で
も
よ
く
育
ち
、
葉
物
野
菜
が
少
な

い
夏
場
で
も
摘
み
採
っ
て
収
穫
で
き
る
の
で
、

育
て
て
お
く
と
重
宝
す
る
野
菜
で
す
。

　
多
年
草
で
す
が
、
寒
さ
に
は
弱
い
た
め
、

明
石
農
園
で
は
霜
が
降
り
る
前
の
11
月
上
旬

に
数
株
掘
り
上
げ
て
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内

に
移
植
し
て
冬
越
し
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
ハ
ウ
ス
内
に
移
植
し
た
株
の
３
月

上
旬
の
様
子
で
す
。
春
に
な
る
と
新
芽
が
出

て
き
ま
す
。
そ
の
枝
を
葉
先
か
ら
10
〜
15
㎝

く
ら
い
切
っ
て
水
に
浸
け
て
お
く
と
、
す
ぐ

に
発
根
し
ま
す
。
そ
れ
を
挿
し
木
す
る
こ
と

で
簡
単
に
株
を
増
や
せ
ま
す
。

　
11
月
上
旬
に
行
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
の

際
に
〝
お
宝
〞
を
発
見
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
畝

と
畝
の
間
に
春
夏
の
緑
肥
ミ
ッ
ク
ス
と
し
て
、

ヒ
マ
ワ
リ
、
エ
ン
バ
ク
、
ダ
イ
ズ
、
タ
カ
キ

ビ
を
ま
い
て
い
た
の
で
す
が
、
ダ
イ
ズ
が
エ

ダ
マ
メ
と
し
て
収
穫
で
き
ま
し
た
。

　
地
力
ア
ッ
プ
と
回
復
を
目
指
し
て
ま
い
た

緑
肥
で
、
収
穫
目
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
食
べ
ら
れ
そ
う
な
膨
ら
ん
だ
サ
ヤ
だ
け

採
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
緑
肥
の
タ
ネ
に
１
割
く
ら
い
野
菜
の
タ
ネ

を
混
ぜ
て
ま
く
と
、
こ
の
よ
う
な
〝
お
宝
〞

収
穫
が
楽
し
め
ま
す
。
春
夏
な
ら
オ
ク
ラ
や

ダ
イ
ズ
、
秋
冬
な
ら
、
の
ら
ぼ
う
菜
や
ダ
イ

コ
ン
、
カ
ブ
な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。

明
石
農
園
の
作
付
け
計
画

野
菜
が
よ
く
育
つ
た
め
の
戦
略

40
野
菜
が
よ
く
育
つ
た
め
の
戦
術

42
明
石
農
園
の
品
種
選
び

春
夏
野
菜

44
冬
の
畑
し
ご
と 

12
月

48
冬
の
畑
し
ご
と 

１
月

50
踏
み
込
み
温
床
で

苗
づ
く
り
ス
タ
ー
ト

52
冬
の
畑
し
ご
と 

２
月

54

イ
モ
掘
り
つ
い
で
に

〝
お
宝
〞
エ
ダ
マ
メ

キ
ン
ジ
ソ
ウ
は

ハ
ウ
ス
内
で
冬
越
し

シ
ョ
ウ
ガ
の
た
め
に

冬
の
間
に
緑
肥
を
育
て
る

／
発
見

／

／
発
見

／

／
発
見

／

エンバク



野
菜
の
生
育
期
間
を
知
る

1

戦

略

40

インゲンもシソも７月中には収穫が終わる。栽培
期間が同じくらいの野菜を近くで栽培すると片付
けや後作への切り替えもしやすい。

■栽培期間　■春夏の緑肥　■秋冬の緑肥■後半地力増進型 A

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

レタス、インゲン、エダマメ、シソ、
春の葉菜類、ジャガイモ、トウモロコシ

トマト、キュウリ

■交互休ませ年間使用型 B

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

サトイモ、キクイモ、サツマイモ、
バジル

ナス、ピーマン、ラッカセイ

■前半地力増進型 C

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ダイズ

シュンギク

■前半地力増進型 D

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ニンジン、キャベツ、ブロッコリー

ダイコン、コマツナ、ホウレンソウ、
冬の葉菜類

スナップエンドウ、ムギ

明
石
農
園
の
作
付
け
計
画

野
菜
が
よ
く
育
つ
た
め
の
戦
略

　
明
石
農
園
で
は
下
の
「
作
付
け
タ
イ
プ
別

一
覧
表
」を
も
と
に
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

自
然
栽
培
で
は
肥
料
を
使
わ
ず
に
野
菜
を
育

て
る
の
で
１
年
１
作
が
基
本
。
野
菜
を
育
て

て
い
な
い
と
き
は
緑
肥
を
育
て
な
が
ら
地
力

回
復
に
努
め
て
い
る
の
で
、
ど
の
野
菜
が
い

つ
ま
で
畑
を
占
有
す
る
か
を
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
な
の
で
す
。

　
タ
イ
プ
Ⓐ
は
３
月
〜
５
月
に
タ
ネ
ま
き
や

苗
の
定
植
を
し
、
７
月
い
っ
ぱ
い
で
収
穫
を

終
え
ま
す
。
栽
培
終
了
後
す
ぐ
に
緑
肥
を
ま

け
ば
、年
の
後
半
に
地
力
を
回
復
で
き
ま
す
。

　
タ
イ
プ
Ⓑ
も
タ
ネ
ま
き
や
定
植
は
３
月
〜

５
月
で
す
が
、
生
育
期
間
が
長
く
、
収
穫
が

終
わ
る
の
は
11
月
。
そ
の
あ
と
緑
肥
を
ま
け

ま
す
が
、
十
分
に
緑
肥
が
育
つ
期
間
が
な
い

の
で
地
力
回
復
は
そ
れ
ほ
ど
望
め
ま
せ
ん
。

　
タ
イ
プ
Ⓒ
も
11
月
ま
で
畑
に
居
続
け
ま
す

が
タ
ネ
ま
き
は
７
月
〜
８
月
。
年
の
前
半
に

緑
肥
を
ま
い
て
お
け
ば
地
力
ア
ッ
プ
が
見
込

め
ま
す
。

　
タ
イ
プ
Ⓓ
は
冬
の
葉
物
野
菜
や
越
冬
野

菜
。
栽
培
は
７
月
〜
10
月
か
ら
で
短
期
間
で

す
が
年
の
前
半
に
夏
の
緑
肥
を
ま
け
ま
す
。

作付けタイプ一覧表



モチキビ、タカキビ、セスバニア、
ヒマワリ、オクラ、ダイズ

エンバク、ライムギ、ヘアリーベッチ、
ダイコン、カブ、のらぼう菜

緑
肥
で
地
力
ア
ッ
プ
す
る

2

戦

略

　
戦
略
１
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
地
力
を
回

復
し
、
増
進
さ
せ
る
こ
と
は
、
肥
料
を
入
れ

ず
に
野
菜
を
栽
培
す
る
た
め
に
は
大
事
な
こ

と
で
す
。
明
石
農
園
で
は
土
を
肥
や
し
て
く

れ
る
緑
肥
作
物
の
力
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

春
や
夏
な
ら
ば
、
マ
メ
科
の
セ
ス
バ
ニ
ア
、

イ
ネ
科
の
モ
チ
キ
ビ
や
タ
カ
キ
ビ
、
エ
ン
バ

ク
、
キ
ク
科
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ヒ
マ
ワ

リ
な
ど
の
緑
肥
を
ま
き
ま
す
。

　
秋
や
冬
な
ら
ば
、
マ
メ
科
の
ヘ
ア
リ
ー
ベ

ッ
チ
、
イ
ネ
科
の
ラ
イ
ム
ギ
や
エ
ン
バ
ク
が

い
い
で
し
ょ
う
。

　
緑
肥
作
物
が
伸
び
て
き
た
ら
、
数
回
刈
っ

て
、
畝
や
通
路
に
敷
い
て
お
き
ま
す
。
土
の

温
度
や
湿
度
を
保
ち
、
益
虫
の
棲
み
家
や
隠

れ
家
に
な
り
、
草
も
抑
え
ま
す
。

　
粉
砕
し
て
土
に
す
き
込
む
場
合
は
、
次
の

作
付
け
ま
で
２
か
月
間
あ
け
ま
す
。

　
タ
カ
キ
ビ
や
モ
チ
キ
ビ
、
ヒ
マ
ワ
リ
は
草

丈
が
高
く
な
り
、
茎
が
か
た
く
な
っ
て
扱
い

に
く
い
の
で
、
地
力
が
あ
る
畑
な
ら
エ
ン
バ

ク
、
ダ
イ
ズ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
草
丈

が
低
い
組
み
合
わ
せ
が
お
す
す
め
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
緑
肥
ミ
ッ
ク
ス
に
１
割
ほ

ど
野
菜
の
タ
ネ
を
混
ぜ
て
お
く
と
、
土
を
肥

や
し
な
が
ら
、
思
い
が
け
な
い
収
穫
が
楽
し

め
る〝
お
宝
〞畝
に
な
り
ま
す
。

　
春
夏
な
ら
、
ダ
イ
ズ
や
オ
ク
ラ
、
秋
冬
な

ら
ダ
イ
コ
ン
や
カ
ブ
、
の
ら
ぼ
う
菜
を
混
ぜ

て
ま
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

1 クウシンサイは水が好きなので、水がたまるような
場所でも育てられる。 2 タネ採り用のズッキーニ。タ
ネを採り続けると自分の畑の環境に合う野菜になる。

自
分
の
畑
の
環
境
に
合
っ
た

野
菜
を
育
て
る

3

戦

略

　「
適
地
適
作
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜
に
合
っ
た
環
境
で

育
て
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　
水
を
好
む
の
か
、
嫌
う
の
か
、
日
差
し
や

暑
さ
を
好
む
の
か
、
半
日
陰
が
い
い
の
か
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜
の
性
質
を
知
り
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
環
境
を
整
え
て
や
る
こ
と
で

育
て
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
ト
マ
ト
や
ス
イ
カ
は
乾
燥
を

好
む
の
で
水
は
け
が
い
い
土
で
よ
く
育
ち
、

反
対
に
サ
ト
イ
モ
や
エ
ダ
マ
メ
は
水
持
ち
が

い
い
土
で
よ
く
育
ち
ま
す
。

　
野
菜
の
性
質
や
好
み
を
知
っ
た
う
え
で
、

自
分
の
畑
の
土
質
や
環
境
を
知
る
こ
と
も
大

事
で
す
。
日
陰
に
な
り
や
す
い
と
こ
ろ
、
雨

水
が
た
ま
り
や
す
い
と
こ
ろ
は
一
見
マ
イ
ナ

ス
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な

場
所
を
好
む
野
菜
も
あ
る
の
で
す
。

　
品
種
に
よ
っ
て
も
育
て
や
す
さ
は
違
う
の

で
、
明
石
農
園
で
は
数
種
類
の
品
種
を
同
じ

よ
う
な
環
境
で
比
較
栽
培
し
て
、
よ
く
育
っ

た
品
種
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
タ
ネ
採
り
を
し
な
が
ら
自
分
の

畑
の
環
境
で
育
ち
や
す
い
野
菜
に
変
え
て
い

く
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
固
定
種
の
タ
ネ
を

栽
培
し
、
自
分
の
畑
で
よ
く
育
っ
た
株
か
ら

タ
ネ
を
採
り
続
け
る
と
、
よ
り
そ
の
畑
に
合

っ
た
育
て
や
す
い
野
菜
に
な
り
ま
す
。

41

1

2

自然の力を活かす！ おいしい野菜づくり

春夏の緑肥

秋冬の緑肥



サトイモ 水がたまり
やすい場所ほかの作物

明
石
農
園
の
作
付
け
計
画

野
菜
が
よ
く
育
つ
た
め
の
戦
術

　
サ
ト
イ
モ
は
水
を
好
み
、
田
ん
ぼ
の
よ
う

な
粘
土
質
の
土
壌
で
も
よ
く
育
ち
ま
す
。
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
昨
今
の
暑
す
ぎ
る
夏
は
苦

手
で
、
半
日
陰
の
ほ
う
が
生
育
も
い
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　
明
石
農
園
の
畑
の
ひ
と
つ
に
、
道
路
か
ら

雨
水
な
ど
が
流
れ
込
み
、
水
が
た
ま
り
や
す

い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
所
を
利
用
し

て
土
留
め
の
よ
う
に
長
い
畝
を
１
列
つ
く
り
、

サ
ト
イ
モ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
畝
の
南
側

に
は
草
丈
の
高
く
な
る
タ
カ
キ
ビ
や
ヒ
マ
ワ

リ
を
含
む
春
夏
の
緑
肥
ミ
ッ
ク
ス
を
ま
い
て

み
ま
し
た
。

　
サ
ト
イ
モ
の
畝
に
は
黒
マ
ル
チ
を
張
っ
て

い
ま
し
た
が
、
猛
暑
で
も
一
度
も
水
や
り
す

る
こ
と
な
く
、
よ
く
育
ち
ま
し
た
。
緑
肥
に

よ
っ
て
日
陰
が
で
き
た
こ
と
も
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
サ
ト
イ
モ
は
40
ペ
ー
ジ
の
表
で
は
Ⓑ
タ
イ

プ
で
す
が
、
緑
肥
畝
と
の
交
互
配
置
が
よ
か

っ
た
の
で
、
今
後
も
取
り
入
れ
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
畝
間
（
隣
り
合
う
畝

の
中
心
か
ら
中
心
ま
で
の
距
離
）
を
よ
り
広

め
の
２
ｍ
に
し
て
み
る
つ
も
り
で
す
。

タカキビなどの緑肥

サ
ト
イ
モ
は
緑
肥
の
日
陰
で
育
て
る

1

戦

術

42

４月中旬

畝間に緑肥をまく
サトイモの畝間で春夏の緑肥を育
てる。タカキビ、ヒマワリなど背
が高くなる緑肥にダイズ、エンバ
クなど混ぜてまくといい。

11月中旬

収穫を迎えたサトイモ
サトイモの収穫が始まり、暑い夏
の間、よく茂ってサトイモに日陰
をつくってくれていた緑肥も11
月になると枯れてしまう。



　
ナ
ス
と
ピ
ー
マ
ン
は
11
月
ま
で
収
穫
で
き

る
Ⓑ
タ
イ
プ
。
以
前
は
畑
を
２
か
所
用
意
し

て
１
年
ご
と
に
交
互
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
は
ナ
ス
と
ピ
ー
マ
ン
類
を
育
て
る
野
菜

畝
の
間
に
、
春
夏
の
緑
肥
ミ
ッ
ク
ス
を
ま
い

た
畝
を
交
互
に
配
置
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
メ

リ
ッ
ト
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
野
菜
畝
の
す
ぐ
そ
ば
に
緑
肥
畝
が
あ
る
の

で
益
虫
な
ど
生
き
物
の
棲
み
家
に
も
な
り
、

暑
い
夏
に
は
日
陰
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

茂
っ
た
緑
肥
を
刈
り
取
れ
ば
す
ぐ
に
夏
野
菜

の
敷
き
草
と
し
て
使
え
る
の
も
便
利
。
今
後

も
続
け
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

自然の力を活かす！ おいしい野菜づくり

緑
肥

ピ
ー
マ
ン

緑
肥

ナ
ス

緑
肥

次は右側の緑肥畑に
サツマイモ畝をつくる。

緑肥畑

ツルが伸びると
畝間の緑肥を刈りにくい。

サツマイモ緑肥 緑肥 緑肥畑

緑
肥
を
交
互
配
置

2

戦

術

サ
ツ
マ
イ
モ
は
１
年
ご
と
に

緑
肥
と
場
所
を
入
れ
替
え
る

3

戦

術

　
サ
ツ
マ
イ
モ
も
１
年
ご
と
に
畑
を
交
互
利

用
す
る
Ⓑ
タ
イ
プ
で
す
。
畑
を
２
等
分
し
て

半
分
（
写
真
右
側
）
は
春
夏
の
緑
肥
作
物
を

育
て
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
ナ
ス
と
同
様
に
畝
間
に

エ
ン
バ
ク
や
ダ
イ
ズ
な
ど
の
春
夏
の
緑
肥
ミ

ッ
ク
ス
を
ま
い
て
み
ま
し
た
。

　
緑
肥
を
小
さ
い
う
ち
に
刈
り
取
っ
て
敷
け

ば
畝
間
の
草
を
抑
え
ら
れ
る
と
思
っ
た
の
で

す
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ツ
ル
が
伸
び
始
め
る

に
つ
れ
、
畝
間
に
茂
っ
た
緑
肥
を
刈
る
の
も

大
変
に
な
り
ま
し
た
。

　
ナ
ス
や
サ
ト
イ
モ
で
は
感
触
が
よ
か
っ
た

野
菜
畝
と
緑
肥
畝
の
交
互
配
置
も
、
ツ
ル
が

地
面
を
這
っ
て
伸
び
る
サ
ツ
マ
イ
モ
畝
に
は

不
向
き
の
よ
う
。
従
来
通
り
、
畑
を
交
互
利

用
す
る
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

　
春
夏
の
緑
肥
ミ
ッ
ク
ス
を
ま
い
た
緑
肥
畑

と
、
収
穫
が
終
わ
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
畝
は
、

緑
肥
や
残
渣
を
粉
砕
し
て
土
に
す
き
込
み
、

秋
冬
の
緑
肥
と
し
て
イ
ネ
科
の
エ
ン
バ
ク
や

ラ
イ
ム
ギ
を
ま
い
て
お
き
ま
す
。

　
春
に
な
っ
た
ら
ま
た
緑
肥
を
粉
砕
し
、
前

年
に
緑
肥
畑
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
サ
ツ
マ
イ
モ

用
の
畝
を
立
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
畝
だ
っ
た
と

こ
ろ
に
春
夏
の
緑
肥
ミ
ッ
ク
ス
を
ま
く
予
定
。

３
月
に
す
き
込
め
ば
、
２
か
月
後
の
５
月
に

サ
ツ
マ
イ
モ
苗
を
植
え
つ
け
ら
れ
ま
す
。
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４月中旬

サツマイモの畝は水はけがいい山高のかまぼこ
形の畝にし、４月中旬以降、順次苗を植えてい
く。畝間にはダイズやエンバクなどの緑肥ミッ
クスをまき、右側は緑肥畑にして休ませる。

６月中旬

11月上旬

茂ってきた畝間の緑肥を刈って粉砕し、畝間に
敷いておく。草抑えにもなる。左側の畝間の緑
肥はまだ刈っていない。右側の緑肥畑ではダイ
ズ、エンバク、ヒマワリ、タカキビが生育中。
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普
通
が
い
ち
ば
ん
！ 

一
般
的
な
品
種
を
選
ぶ

　現
在
、
明
石
農
園
で
作
付
け
し
て
い
る
野

菜
の
品
種
は
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
ま
す
。

　育
て
る
品
種
を
選
ぶ
基
準
で
大
事
に
し
て

い
る
こ
と
は
、「
一
般
的
な
野
菜
で
あ
る
こ
と
」

で
す
。

　食
べ
方
に
困
る
よ
う
な
珍
し
い
野
菜
で
は

な
く
、
よ
く
あ
る
定
番
の
品
種
、
普
通
な
の

が
い
ち
ば
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
タ
ネ
採
り
を
し
な
が
ら
、
畑
に

合
っ
た
育
て
や
す
い
野
菜
に
し
た
い
の
で
、

「
固
定
種
」を
選
び
ま
す
。

　育
て
て
み
て
思
っ
て
い
た
よ
う
な
出
来
で

な
か
っ
た
り
、
収
量
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り

す
る
場
合
は
、
い
く
つ
も
の
品
種
を
比
較
栽

培
し
て
み
て
、
そ
の
中
で
自
分
の
畑
の
環
境

で
よ
く
育
っ
た
も
の
を
採
用
し
ま
す
。「
育

て
や
す
い
こ
と
」も
大
事
だ
か
ら
で
す
。

　そ
し
て
、
や
は
り
「
味
が
い
い
こ
と
」
も

外
せ
ま
せ
ん
。

よ
り
よ
い
品
種
を
求
め
て 

常
に
情
報
を
求
め
る

　ほ
ぼ
品
種
を
固
定
し
て
い
る
と
は
い
え
、

今
で
も
常
に
い
い
品
種
が
な
い
か
、
探
し
て

い
ま
す
。
農
家
仲
間
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
情

1

2

真
し ん

黒
く ろ

ナス、緑ナス
長ナスや丸ナスではない、いわゆるナスらし
い形の固定種のナスを探したところ「真黒ナ
ス」にいきつきました。実なりがよく、色も
きれいなナスです。さらに、収量があって育
てやすい品種です。緑色の皮が珍しい「緑ナス」
は埼玉県の在来品種です。丈夫で育てやすい
のですが、枝にトゲがあるので手入れすると
きや収穫するときに注意が必要です。数量は
多くないのです
が、加熱すると
トロっとした食
感で、油との相
性もよく、食味
もいいナスです。
あまり大きな実
にせず、小ぶり
で収穫していま
す。

ナス

ときわ地
じ

這
ば

いキュウリ 〉〉 83ページでも紹介
いわゆるキュウリらしい形のものを探していたときにスタッ
フから勧められて採用した品種です。節成りではなく枝成
りのキュウリ。園芸ネットを張って立てて育てると収穫
しやすく、採り忘れがなくなりますが、地這いでの

びのびと育てることもできます。とくに、頻
繁に畑に行けない場合は、地這いで育て
るのがおすすめです。台風などの強風
にも暑さにも強く、大きく育ったキュ
ウリも炒めて食べるとおいしいです。

キュウリ

マクワウリ

明
石
農
園
の
品
種
選
び
春
夏
野
菜
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報
で
よ
さ
そ
う
な
品
種
が
あ
れ
ば
、
試
し
栽

培
す
る
の
で
す
。

　
た
と
え
ば
、ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は「
コ
メ
ッ
ト
」

を
育
て
て
い
ま
し
た
が
、
比
較
栽
培
し
た
と

き
に
ス
入
り
が
遅
か
っ
た
「
赤
丸
金
門
二
十

日
大
根
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

キ
ュ
ウ
リ
も
「
バ
テ
シ
ラ
ズ
」
を
育
て
て
い

ま
し
た
が
、
収
量
が
多
か
っ
た
「
と
き
わ
地

這
い
キ
ュ
ウ
リ
」に
変
更
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
癖
が
あ
る
の
で
一
時
期
作
付
け
を

や
め
て
い
た
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
で
す
が
、
昨
今

の
と
て
も
暑
い
夏
で
も
育
つ
の
で
、
来
春
か

ら
復
活
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
夏
の
端
境
期

を
な
く
す
た
め
に
、
数
年
前
か
ら
キ
ン
ジ
ソ

ウ
も
導
入
し
て
み
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
評

判
も
よ
く
、
明
石
農
園
の
定
番
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

アンデス赤、キタアカリ、トヨシロ
「アンデス赤」は休眠期間が短くて
早く芽が出てくるので、収穫した春
ジャガイモを秋ジャガイモの種イモ
として使えます。そして11月に収
穫した秋ジャガイモを、また春に種
イモにして植えることができるので
す。収量も多く、そうか病などの病
気にも強いので、育てやすい品種で
す。肉質はホクホク系で甘味がある
のも人気です。「キタアカリ」も育
てやすく、食味はいちばん人気です。
「トヨシロ」はしっとり系の食感です。
芽が動き始めるのが遅いので、収穫
したイモがしわしわになりにくく、
長期にわたって出荷できます。

ジャガイモ

あばしゴーヤ

万願寺トウガラシ

魁
さきがけ

以前は「自生えピーマン」（自然農法センター）を育てていまし
たが、自家採種を続けるうちに小ぶりになったので、固定種の
「魁」に切り替えました。いわゆるピーマンらしい形で、大きめ
の実がよくつきます。ピーマンを縦に細く刻んで塩もみし、シ
ョウガのみじん切りと和えるとおいしいです。

ピーマン

自然の力を活かす！ おいしい野菜づくり

中玉：メニーナ
ミニ：ステラミニトマト
固定種の大玉トマトはあまりなく、以前「自
生え大玉」（自然農法センター）を栽培してみ
たことがありますが、難しかったです。その点、
ミニトマトは丈夫で育てやすく、収量が多い
です。固定種の「ステラミニトマト」は、味
はいいのですが、少々皮がかたいのがネック
です。中玉トマト「メニーナ」（自然農法セン
ター）はミニトマトよりサイズが大きくて食
味もよく、大玉トマトよりは育てやすい、い
いとこどりです。

トマト
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赤
あ か

丸
ま る

金
き ん

門
も ん

二
は つ

十
か

日大
だ い

根
こ ん

早
わ

生
せ

丸
ま る

葉
は

小
こ

松
ま つ

菜
な

、ごせき晩
ば ん

生
せ い

小
こ

松
ま つ

菜
な

島オクラ

ラディッシュは春まきと秋まきができ、収穫までの栽培期
間が短いので初心者でも育てやすいです。「赤丸金門二十
日大根」はス入りが遅いので、長く収穫が楽しめます。ラ
ディッシュはダイコンなので、生食だけでなく、鶏肉と煮
たり、鍋に入れるなど加熱して食べると辛味もなく、おい
しいのでおすすめです。

20数年前に仲間の農家からもらったタネをつないで、現
在もつくり続けているスイカです。こぼれダネから育った
実から採ったものだそうで、品種は定かではありません。
皮の縞模様が薄いスイカで、皮自体も薄くて割れやすいの
で、流通には向かないのですが、味がとてつもなくおいし
いです。肉質が緻密でしっとりとしていてほどよい甘さです。
夏の水分補給にはぴったりだと思います。このスイカのタ
ネは、今後明石農園で販売する予定で準備中です。乞うご
期待！

はじめは「早生丸葉小松菜」を育てていたのですが、地元
の農家から「ごせき晩生小松菜」を教えてもらって栽培し
始めました。コマツナは春まきと秋まきができるので、数
回に分けてずらしまきをします。このとき、春は早生種を
２回まき、秋は１回目のタネまきは早生種、２～５回目の
タネまきは晩生種をまいています。どちらの品種も育てや
すいのですが、晩生種のほうが、耐寒性があるので冬の間
長く収穫が楽しめます。もちろん味もいいです。

以前はサヤが五角形の「東京五角オクラ」を育てていまし
たが、採り遅れて大きくなると、かたくなってしまうので、
丸サヤの「島オクラ」に変更しました。丸サヤのオクラは
大きく育ってもかたくなりにくいので、こまめに畑に行け
ない場合にはとくにおすすめです。長さ15㎝ほどになっ
てもやわらかいのですが、明石農園ではあまり大きくせず
10㎝程度で採るように心がけています。そうすると樹勢
が衰えず、長期間収穫が続きます。

ラディッシュ

スイカ

コマツナ

オクラ
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千
ち

葉
ば

半
は ん

立
だ ち

一般的なラッカセイ「千葉半立」を選んで栽培してみたと
ころ、収量も多く、よく育ったのでずっと栽培しています。
ラッカセイには株が上向きに立ち上がって生育する品種（立
性）と横に広がって生育する品種（ほふく性）がありますが、
この中間型が半立性。株が立ち気味に育つので、やや密植
も可能です。

紅
べ に

赤
あ か

、鳴
な る

門
と

金
き ん

時
と き

、シルクスイート、
パープルスイートロード
「紅赤」は地元の品種で「川

かわ

越
ごえ

イモ」とも呼ばれています。
痩せ地でないと育てにくいのですが、ほどよい甘味なので
天ぷらなど調理して食べるとおいしい品種です。「パープ
ルスイートロード」は紫色のサツマイモで、育てやすいです。
大きなイモがつき、収量もよく、年内よりも年が明けてか
らより甘くおいしくなります。
明石農園で主力の品種は「鳴門金時」と「シルクスイート」で、
作付面積もほかの２種よりも多いです。「シルクスイート」
はしっとり系でとても甘く、大きいイモができ、収量も多
いです。「鳴門金時」も収量がよく、ほどよい甘さでホク
ホク系の食感です。最近はねっとり甘い品種が多く、人気
が高いのですが、「鳴門金時」のようなさっぱりとおいしい
品種もおすすめです。

サツマイモ

ラッカセイ

自然の力を活かす！ おいしい野菜づくり

一
般
的
な
野
菜
で
あ
る
こ
と

明
石
農
園
の
品
種
選
び
の
基
準

固
定
種
で
あ
る
こ
と

育
て
や
す
い
こ
と

味
が
い
い
こ
と
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本
格
的
な
寒
さ
に
備
え
て 

防
寒
や
貯
蔵
な
ど
を
進
め
る

　
畑
の
野
菜
の
防
寒
対
策
や
収
穫
し
た
野
菜

の
貯
蔵
な
ど
、
冬
支
度
を
進
め
る
12
月
。
11

月
頃
ま
で
収
穫
を
し
て
い
た
ナ
ス
や
ピ
ー
マ

ン
、
万
願
寺
ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
の
夏
野
菜
の

片
付
け
も
行
い
ま
す
。
地
上
部
は
細
か
く
粉

砕
す
る
と
分
解
が
早
い
の
で
す
が
、
土
に
す

き
込
む
と
時
間
が
か
か
る
の
で
、
土
の
上
に

載
せ
る
だ
け
に
し
ま
す
。
家
庭
菜
園
な
ら
刈

り
払
い
機
や
剪
定
バ
サ
ミ
で
裁
断
し
た
も
の

を
畝
や
通
路
に
敷
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　
早
け
れ
ば
11
月
の
終
わ
り
に
は
本
格
的
な

霜
が
降
り
る
の
で
、
タ
マ
ネ
ギ
の
畝
や
寒
さ

に
弱
い
葉
物
野
菜
（
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
チ
ン

ゲ
ン
サ
イ
、
ミ
ズ
ナ
、
カ
ラ
シ
ナ
、
べ
か
菜

な
ど
）
の
畝
に
は
不
織
布
を
べ
た
掛
け
し
て

防
寒
し
、
な
る
べ
く
年
内
に
収
穫
を
終
え
る

よ
う
に
し
ま
す
。

　
11
月
に
入
っ
て
掘
り
上
げ
た
ラ
ッ
カ
セ
イ

は
サ
ヤ
を
外
さ
ず
株
ご
と
ひ
っ
く
り
返
し
て

畑
で
１
週
間
く
ら
い
干
す
の
が
理
想
で
す
が
、

カ
ラ
ス
な
ど
に
食
べ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

12
月
２
週
目
に
枝
か
ら
外
し
た
ラ
ッ
カ
セ
イ

は
殻
を
水
で
洗
っ
て
土
を
落
と
し
、
カ
ゴ
に

入
れ
て
も
う
一
度
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で

し
っ
か
り
と
乾
か
し
て
か
ら
、
米
袋
に
入
れ

て
保
管
し
ま
す
。

ハクサイは根を傷めないように掘り上げて移植し、葉が
鳥に食害されないよう３月まで防鳥ネットを掛ける。

・ ダイコン（打木源助大根）
の母本選抜と移植

・ 夏野菜の片付け

・ サトイモを収穫後、畑に
掘った穴で貯蔵 ❶

１
週
目

・ 秋ジャガイモ（アンデス赤）
の収穫

・ タマネギの畝に防寒用
の不織布をべた掛けする

・ 完熟させたラッカセイを枝
から外す作業

・ ダイズの脱穀・アズキの
収穫（熟したサヤだけ順
次採る）

２
週
目

・ 冬の葉物野菜の畝に防
寒用の不織布をべた掛
けする

・ キクイモの地上部刈り取
りと粉砕

３
週
目

・ 源助大根をすべて収穫
→三浦大根にシフトする

・ ダイコン（三浦大根）の
母本選抜と移植

・ アズキ、ダイズの唐
とう

箕
み

掛けと選別 ❷

・ ハクサイの母本選抜と
移植

４
週
目

明
石
農
園
の
冬
の
畑
し
ご
と

12
月

母本選抜のポイント
　ダイコンとハクサイの母本（採種する株）を選び、
交雑しないようほかのアブラナ科と隔離して移植し
ます。ダイコンは南向きで斜めに埋め、春に茎が伸
びたら支柱を立てて誘引、防鳥ネットを掛けます。
　ダイコンは、①葉の付け根が割れていない、②先
が尖っていなくて尻詰まりがいい、③水に沈むス入
りしていないものを母本に選びます。三浦大根なら
肩が張っていない尻膨れの形、ハクサイならしっか
りと巻いたもの、というふうにその品種の姿や性質
を持っている株を選ぶといいでしょう。

作 業 予 定 12 月
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寒
さ
や
霜
に
弱
い
サ
ト
イ
モ
は
、
本
格

的
に
霜
が
降
り
る
前
に
す
べ
て
掘
り
上
げ

て
、
冬
の
間
、
穴
の
中
で
貯
蔵
し
て
い
ま

す
。

　
地
上
部
を
鎌
で
切
り
落
と
し
、
な
る
べ

く
親
イ
モ
と
子
イ
モ
を
ば
ら
さ
な
い
よ
う

に
掘
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　
畑
の
隅
に
掘
っ
た
深
さ
１
ｍ
ほ
ど
の
穴

に
、
親
イ
モ
の
周
り
に
子
イ
モ
が
つ
い
た

塊
の
ま
ま
逆
さ
に
し
て
入
れ
て
い
き
ま
す
。

つ
い
て
い
る
イ
モ
を
外
す
と
、
傷
口
か
ら

傷
み
や
す
く
な
る
か
ら
で
す
。

　
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
イ
モ
を
積
み
上
げ

た
ら
い
ち
ば
ん
上
に
ワ
ラ
を
厚
め
に
敷
き
、

そ
の
上
に
土
を
か
ぶ
せ
て
お
き
ま
す
。
そ

の
上
か
ら
雨
水
が
穴
に
入
り
込
ま
な
い
よ

う
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
で
覆
っ
て
お
き

ま
す
。

　
冬
の
間
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
出
し
ま

す
が
、土
の
中
に
貯
蔵
し
て
お
く
こ
と
で
、

春
ま
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
、
翌
年
の
種

イ
モ
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

　
ダ
イ
ズ
や
ア
ズ
キ
の
脱
穀
や
選
別
は
、

畑
で
の
作
業
が
少
な
い
冬
場
に
行
い
ま

す
。

　
作
付
け
量
が
少
な
い
ア
ズ
キ
は
12
月
に

な
っ
て
熟
し
た
サ
ヤ
か
ら
順
次
収
穫
し
て

乾
か
し
、
中
の
ア
ズ
キ
を
採
り
出
し
て
い

ま
す
。
虫
食
い
や
未
熟
な
マ
メ
は
手
作
業

で
選
別
し
て
取
り
除
き
ま
す
。

　
大
量
に
作
付
け
、
収
穫
し
て
い
る
ダ
イ

ズ
は
、
11
月
中
旬
以
降
に
株
元
で
刈
り
取

り
、
畑
で
２
週
間
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

　
そ
の
後
、冬
場
の
時
間
が
あ
る
と
き
に
、

機
械
の
力
も
借
り
な
が
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
中
で
脱
穀
と
選
別
の
作
業
を
し
て
い

ま
す
。

　
手
作
業
で
行
う
場
合
は
、
枝
を
棒
な
ど

で
叩
い
て
サ
ヤ
か
ら
マ
メ
を
採
り
出
し
、

目
の
粗
い
カ
ゴ
や
ザ
ル
を
使
っ
て
大
き
な

ご
み
を
取
り
除
き
、
目
の
細
か
い
ザ
ル
で

ふ
る
っ
て
砂
な
ど
の
小
さ
な
ご
み
を
取
り

除
き
ま
す
。
最
後
は
風
の
力
で
軽
い
ご
み

を
吹
き
飛
ば
し
て
、き
れ
い
に
し
ま
す（
唐

箕
掛
け
）。

　
そ
の
後
、
虫
食
い
や
い
び
つ
な
形
の
マ

メ
を
選
別
し
て
取
り
除
き
ま
す
。
傾
斜
を

つ
け
た
板
の
上
で
マ
メ
を
転
が
す
と
、
丸

く
て
形
の
い
い
マ
メ
だ
け
が
遠
く
ま
で
転

が
り
ま
す
。

寒さで傷まないよ
うに霜が降りる前
に掘り上げて、イ
モをばらさずに土
の中で貯蔵する。

シートの上にダイズの枝
を置き、棒などで叩いて
殻からマメを採り出す。
アズキは殻を手で割って
マメを出す。

棒で叩いて脱穀

マメが通過するくらいの
ザルでふるうと大きなご
みが残り小さなごみとマ
メが落ちる。

１㎝角のザルで
大きなごみを除く

目が細かいザルで②をふ
るうと、砂などの小さな
ごみが下に落ちる。

目の細かいザルで
砂を落とす

坂を転がして軽いごみを
風の力で飛ばす風選別を
行う。強く吹く風や扇風
機などの風を利用しても
いい。

風で細かいごみを
飛ばす

自然の力を活かす！ おいしい野菜づくり

サ
ト
イ
モ
は

畑
に
掘
っ
た
穴
に
貯
蔵
す
る

1

時
間
が
あ
る
と
き
に

ダ
イ
ズ
と
ア
ズ
キ
の
脱
穀
・
選
別

2

シート土ワラサトイモは逆さに入れる

3

4 2

1
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・ 切り干しダイコンづくり
❶

・ 夏野菜のタネの注文

１
週
目

・ ダイズの選別

・ キクイモを順に収穫して
土の中に貯蔵

２
週
目

・ 落ち葉をはき集める ❷

・ 苗づくり用の踏み込み
温床の枠をビニールハウ
ス内に設置

・ ゴボウの収穫

３
週
目

・ 育苗用の土をふるう❸

・ 踏み込み温床の踏み込
みスタート 
〉〉詳しくは52ページ

４
週
目

春
夏
野
菜
の
タ
ネ
は

早
め
に
手
配
す
る

　
年
間
の
栽
培
プ
ラ
ン
や
作
付
け
計
画
は
前

も
っ
て
考
え
て
い
ま
す
が
、
前
年
度
の
売
り

上
げ
や
生
育
状
況
を
見
て
微
調
整
す
る
作
付

け
会
議
を
農
園
ス
タ
ッ
フ
と
行
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
、
固
定
種
を
扱
う
タ

ネ
屋
に
春
夏
野
菜
の
タ
ネ
を
注
文
し
ま
す
。

　
タ
ネ
ま
き
ま
で
ま
だ
時
間
が
あ
る
よ
う
に

思
え
ま
す
が
、
売
り
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
の
で
欲
し
い
タ
ネ
は
早
め
に
手
配
し
ま

し
ょ
う
。

　
果
菜
類
は
ほ
と
ん
ど
自
家
採
種
し
て
い
ま

す
が
、
よ
り
お
い
し
い
品
種
を
探
し
て
い
る

と
き
は
、
い
く
つ
か
試
し
栽
培
す
る
の
で
タ

ネ
を
購
入
し
ま
す
。

　
ま
た
、
春
に
ま
く
レ
タ
ス
類
、
コ
マ
ツ
ナ

や
ミ
ズ
ナ
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
タ
ネ
を
購
入

し
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
葉
菜
類
は
栽
培
し

て
い
る
種
類
が
多
い
の
で
、
す
べ
て
の
タ
ネ

採
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
交
雑
を
避
け
る
た
め
、

離
れ
た
場
所
で
１
年
に
１
種
類
の
タ
ネ
を
採

っ
て
い
ま
す
。
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、
み
や
ま
小

カ
ブ
、
ハ
ク
サ
イ
の
順
で
す
。

　
同
じ
ア
ブ
ラ
ナ
科
で
も
、
ダ
イ
コ
ン
と
葉

菜
類
も
交
雑
し
な
い
の
で
、
別
の
場
所
で
タ

ネ
採
り
を
し
て
い
ま
す
。
の
ら
ぼ
う
菜
と
ル

ッ
コ
ラ
も
交
雑
が
心
配
な
い
の
で
、
毎
年
タ

ネ
採
り
が
で
き
ま
す
。

明
石
農
園
の
冬
の
畑
し
ご
と

1
月

キクイモの貯蔵
　手をかけなくてもよく育つキクイモは、草丈２
ｍ近くまで生長するので、畑の隅で育てています。
12月に地上部を刈って粉砕し、１月になったらす
べて掘り上げて、土の中で貯蔵します。サトイモほ
ど寒さに弱くないのですが、遠くの畑に掘りに行く
のが大変なので、家の近くの畑に埋め直すのです。
　キクイモは生命力と繁殖力が高いので、土の中に
残っていると、春に芽吹いて広がります。そこで、
直接埋めずに、収穫コンテナの中にキクイモを入れ
て上から土をかけて埋めています。どこに埋めたか
わかるようにコンテナの縁は地面の上に出しておき
ます。雨よけのシートは必要ありません。

作 業 予 定 1 月
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１
月
〜
２
月
の
寒
さ
を
利
用
し
て
切
り

干
し
ダ
イ
コ
ン
を
つ
く
り
ま
す
。
し
っ
か

り
乾
燥
さ
せ
る
と
長
期
保
存
が
で
き
ま
す
。

明
石
農
園
で
は
大
量
に
つ
く
る
の
で
専
用

の
ス
ラ
イ
サ
ー
で
カ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

包
丁
で
切
る
場
合
は
、
繊
維
に
沿
っ
て
細

く
切
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　
切
っ
た
ダ
イ
コ
ン
を
ザ
ル
や
ネ
ッ
ト
に

載
せ
て
天
日
干
し
を
し
、
夜
に
な
っ
た
ら

室
内
に
取
り
込
み
な
が
ら
、
１
週
間
く
ら

い
か
け
て
じ
っ
く
り
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
途

中
で
１
度
上
下
を
ひ
っ
く
り
返
す
と
い
い

で
し
ょ
う
。

　
さ
っ
と
水
で
洗
い
、
水
で
戻
し
て
か
ら

調
理
し
ま
す
。

　
２
月
末
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
に

設
置
し
た
踏
み
込
み
温
床
で
春
夏
野
菜
の

育
苗
を
始
め
ま
す
。
踏
み
込
み
温
床
に
使

う
落
葉
樹
の
落
ち
葉
を
１
月
中
に
公
園
な

ど
で
集
め
ま
す
。
熊
手
で
か
き
集
め
た
落

ち
葉
を
収
穫
コ
ン
テ
ナ
に
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ

に
詰
め
て
持
ち
帰
り
ま
す
。
明
石
農
園
で

は
１
８
３
㎝
×
１
８
３
㎝
で
高
さ
25
㎝
の

木
枠
を
踏
み
込
み
温
床
に
使
う
の
で
す

が
、
１
つ
の
枠
に
こ
の
コ
ン
テ
ナ
約
20
個

分
の
落
ち
葉
を
使
い
ま
す
。

　
分
解
し
や
す
い
落
ち
葉
は
ク
ヌ
ギ
、
コ

ナ
ラ
、
ケ
ヤ
キ
、
サ
ク
ラ
な
ど
で
す
。
イ

チ
ョ
ウ
や
サ
サ
の
葉
は
分
解
が
遅
い
の
で

す
が
、少
量
混
ざ
る
く
ら
い
は
構
い
ま
せ
ん
。

　
２
月
か
ら
の
育
苗
に
備
え
て
、
育
苗
土

の
準
備
を
行
い
ま
す
。

　
畑
に
は
草
や
野
菜
残
渣
を
野
積
み
し
て

あ
る
場
所
が
何
か
所
か
あ
り
ま
す
が
、
３

年
も
積
ん
で
お
く
と
、
下
の
ほ
う
は
い
い

土
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ふ
る
っ
て

育
苗
土
と
し
て
使
い
ま
す
。

　
以
前
は
目
合
い
１
㎝
の
フ
ル
イ
で
ふ
る

っ
た
土
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
水
は
け
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
も
み

殻
く
ん
炭
を
混
ぜ
て
い
ま
す
。
水
は
け
が

よ
く
な
り
、毛
根
の
出
も
い
い
気
が
し
ま
す
。

苗
に
水
や
り
を
す
る
と
き
、
朝
た
っ
ぷ
り

や
る
と
夕
方
に
は
土
が
カ
ラ
ッ
と
乾
く
の

が
理
想
な
の
で
す
が
、
今
は
土
の
湿
り
具

合
に
ム
ラ
が
あ
る
の
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
水
持
ち
が
よ
す
ぎ
る
よ
う
な
気
が
す

る
の
で
育
苗
土
を
改
良
中
で
す
。

　
前
年
の
踏
み
込
み
温
床
で
使
っ
た
落
ち

葉
を
野
積
み
し
て
あ
る
の
で
、
フ
ル
イ
に

か
け
て
細
か
い
落
ち
葉
を
も
み
殻
く
ん
炭

と
と
も
に
ブ
レ
ン
ド
し
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

1 ３年間、畑の草や残渣を
野積みにしていた場所の土
を育苗土にする。 2 残渣
置き場の下のほうはすっか
り土になっているので、目
合い１㎝のフルイでふるう。
3 ふるった土３に対しても
み殻くん炭を１の割合で混
ぜて育苗土として使う。よ
り水はけのいい育苗土にす
るためにさらに改良予定。

雨が降った翌日の晴れていて風が強いときに干
すと砂ぼこりが舞わないのできれいに仕上がる。

ビニールハウスに高く積まれた収穫コンテナの
中には落ち葉がギュウギュウに詰まっている。

1

2

3

自然の力を活かす！ おいしい野菜づくり

切
り
干
し
ダ
イ
コ
ン

を
つ
く
る

1

落
ち
葉
を 

は
き
集
め
る

2

育
苗
用
の
土
を
ふ
る
う

3
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踏
み
込
み
を
繰
り
返
し
て

７
〜
９
層
に
す
る

　
明
石
農
園
で
使
っ
て
い
る
踏
み
込
み
温
床

の
木
枠
は
１
８
３
㎝
×
１
８
３
㎝
で
、
高
さ

25
㎝
で
す
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
に
６
つ

設
置
し
、
順
番
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ナ
１
〜
１
・
５
個
分
の
落
ち
葉
を

木
枠
に
入
れ
、
米
ぬ
か
を
ま
ん
べ
ん
な
く
振

り
、
足
で
踏
み
込
み
、
混
ぜ
な
が
ら
水
を
か

け
て
均
等
に
湿
ら
せ
ま
す
。
こ
れ
を
７
〜
10

回
繰
り
返
し
て
層
に
し
ま
す
。
１
つ
の
枠
に

収
穫
コ
ン
テ
ナ
約
20
個
分
の
落
ち
葉
と
約
20

㎏
の
米
ぬ
か
を
使
用
し
ま
す
。

　
踏
み
込
み
か
ら
３
日
後
に
は
発
酵
熱
が
上

昇
。
温
度
は
40
〜
50
度
ま
で
上
が
り
、
１
〜

２
週
間
持
続
す
る
の
で
、
そ
の
間
に
育
苗
し

ま
す
。
ネ
ズ
ミ
よ
け
の
金
網
の
上
か
ら
ビ
ニ

ー
ル
で
覆
っ
て
保
温
し
て
い
ま
す
。

　
温
度
が
下
が
っ
て
き
た
ら
、
米
ぬ
か
を
追

加
し
て
落
ち
葉
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
混
ぜ
る

切
り
返
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
再
び
熱
が
上

が
っ
て
き
ま
す
。

　
タ
ネ
ま
き
か
ら
発
芽
し
、
鉢
上
げ
し
て
活

着
す
る
ま
で
は
、
踏
み
込
み
温
床
の
上
で
育

て
ま
す
。
土
が
乾
い
て
い
た
ら
朝
に
水
や
り

を
し
ま
す
が
、
夕
方
に
は
乾
い
て
い
る
く
ら

い
が
ベ
ス
ト
で
す
。

踏
み
込
み
温
床
で
苗
づ
く
り
ス
タ
ー
ト

育苗スケジュール
２月下旬

リーフレタス
３月上旬

トマト
３月下旬

キュウリ、ズッキーニ
４月上旬

ナス、ピーマン、
万願寺トウガラシ

春の育
苗は

リーフ
レタス

から
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自然の力を活かす！ おいしい野菜づくり

育苗土はタネまき前に
温めておく

踏み込み温床の枠と
育苗箱の高さをそろえる

ネズミ対策は
金網で万全に！

２枚目の本葉が出始めたら
育苗ポットに鉢上げする

レタス類は育苗箱にバラまき、トマトやナス、ピーマン
類は条間２㎝、株間１㎝でスジまきします。ウリ科は育
苗ポットにまきます。タネまき前に育苗土（51ページ③
参照）を湿らせて、温めておくと発芽がスムーズです。
温床は踏み込んでから３日後には熱が上がり始めるので、
その上に載せるか、ビニールハウス内の暖かい場所に置
いて上からビニールをかぶせておきます。

温床枠の中に落ち葉を入れて踏み込む際に、気をつけた
いのは入れる落ち葉の量です。温床の上に育苗箱を載せ
ることを考慮して、ちょうど育苗箱の縁の高さと枠の高
さが同じくらいになるように調整します。そうすると育
苗箱の側面も温まり、生育がよくなります。枠より低く
なると日が当たりにくいので徒長しやすくなり、枠より
上に飛び出すと温床の温度が伝わりにくくなります。

ネズミが出る畑では対策を講じたほうがいいでしょう。
発酵熱で温かくなるので温床の中に入り込んで巣をつく
ることがありますし、発芽したばかりのレタスやトマト
の苗もかじります。明石農園では金網でトンネルをつく
り、踏み込み温床全体を覆っています。たいてい夜に活
動するので、夜だけ苗の上に育苗箱を逆さまにしてかぶ
せておくのもいいでしょう。愛猫の見回りも効果的です。

育苗箱にまいたタネが発芽したら、本葉２枚目がちょっ
と顔を出したくらいの大きさで、慎重に１株ずつ育苗ポ
ットに植え替えます（鉢上げ）。まず、割り箸やスプーン
などで周りの土をほぐし、根が切れないようにそっと苗
を引き抜きます。次に、育苗ポットの中央に割り箸など
で穴をあけ、根をまっすぐに入れて土寄せします。水や
りして、活着するまでは温床の上で管理しましょう。

P O I N T  1P O I N T  3

P O I N T  2P O I N T  4



54

・ 育苗スタート（リーフレタス）

１
週
目

・ 葉物野菜のタネまき 
（コマツナ、ルッコラ、 
ミズナ、ラディッシュ）

２
週
目

・ ジャガイモの 
種イモの準備 ❶

・ サツマイモの 
種イモの準備

３
週
目

・ サツマイモの 
伏せ込み ❷

４
週
目

レ
タ
ス
類
か
ら
育
苗
が
始
ま
り

畑
で
は
葉
物
野
菜
の
タ
ネ
ま
き

　
２
月
に
入
る
と
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
設

け
た
踏
み
込
み
温
床
の
上
で
春
夏
野
菜
の
育

苗
が
始
ま
り
ま
す
。

　
明
石
農
園
で
い
ち
ば
ん
早
く
育
苗
を
始
め

る
の
は
春
野
菜
の
レ
タ
ス
類
。
リ
ー
フ
レ
タ

ス
や
半
結
球
レ
タ
ス
な
ど
数
品
種
の
苗
づ
く

り
を
し
ま
す
。
育
苗
箱
に
入
れ
た
育
苗
土
に

タ
ネ
を
バ
ラ
ま
き
し
て
、
踏
み
込
み
温
床
で

温
め
て
発
芽
さ
せ
ま
す
。

　
畑
で
も
コ
マ
ツ
ナ
、
ル
ッ
コ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
、

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
葉
物
野

菜
の
タ
ネ
ま
き
が
始
ま
り
ま
す
。

　
２
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
ず
ら
し
ま
き
を

し
ま
す
。
秋
は
５
回
く
ら
い
ず
ら
し
て
ま
く

と
、
収
穫
も
ず
れ
て
長
期
間
収
穫
が
楽
し
め

る
の
で
す
が
、
春
は
そ
れ
ほ
ど
差
が
出
な
い

の
で
、
各
野
菜
２
回
に
分
け
て
タ
ネ
ま
き
を

し
て
い
ま
す
。

　
虫
の
害
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま

だ
ま
だ
寒
い
日
が
多
い
の
で
、
タ
ネ
を
ま
い

た
ら
す
ぐ
に
穴
あ
き
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
で

畝
を
覆
い
ま
す
。
裾
は
し
っ
か
り
埋
め
て
暖

か
い
空
気
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

収
穫
が
始
ま
る
の
は
４
月
頃
か
ら
で
す
が
、

春
は
少
し
収
穫
が
遅
れ
る
と
ト
ウ
立
ち
す
る

も
の
が
出
て
く
る
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に

収
穫
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

明
石
農
園
の
冬
の
畑
し
ご
と

2
月

作 業 予 定 2 月

２月にタネをまく場合、まだ寒い日が多いので、畝を穴あきビ
ニールトンネルで覆って保温する。穴あきビニールなので、換
気ができる。裾は土を盛って、温まった熱を逃がさないように
する。穴あきでない場合は、適宜換気する。

タネまき後にビニールトンネルで防寒
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明
石
農
園
の
あ
た
り
で
は
、
５
月
15
日

に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
つ
け
す
る
の

が
ベ
ス
ト
で
す
。

　
そ
こ
で
、
そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
に
２

月
下
旬
か
ら
苗
づ
く
り
を
始
め
ま
す
。

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
に
長
さ
15
ｍ
×

幅
１
・
２
ｍ
の
畝
を
２
本
つ
く
り
、
サ
ツ

マ
イ
モ
を
伏
せ
込
ん
で
、
出
て
き
た
ツ
ル

を
切
り
取
っ
て
苗
と
し
て
使
う
の
で
す
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
を
伏
せ
込
む
と
き
に
は
ツ

ル
が
つ
い
て
い
た
上
の
部
分
を
少
し
カ
ッ

ト
し
ま
す
。
切
り
口
が
１
円
玉
く
ら
い
の

サ
イ
ズ
に
な
る
よ
う
に
切
っ
て
い
ま
す
。

芽
が
出
す
ぎ
て
徒
長
苗
に
な
る
の
を
防
ぐ

目
的
で
す
。
こ
の
切
り
口
が
南
側
を
向
く

よ
う
に
向
き
を
そ
ろ
え
て
、
株
間
30
㎝
、

条
間
20
㎝
で
イ
モ
を
並
べ
て
い
き
ま
す
。

　
秋
に
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
保
存
す

る
場
合
、
ツ
ル
を
つ
け
た
ま
ま
の
ほ
う
が

腐
り
に
く
く
、
元
気
な
状
態
で
冬
を
越
せ

ま
す
。
お
ま
け
に
、
ツ
ル
が
つ
い
て
い
る

と
伏
せ
込
み
の
と
き
に
切
る
方
向
を
間
違

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
明
石
農
園
で
は
電
熱
で
加
温
す
る
タ
イ

プ
と
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
だ
け
で
非
加
熱

の
タ
イ
プ
と
２
つ
の
方
法
で
苗
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
電
熱
を
埋
め
込
ん
で
い
る
苗

床
は
芽
が
出
る
の
も
早
く
、
４
月
中
旬
頃

か
ら
苗
が
採
れ
始
め
ま
す
が
、
非
加
熱
の

苗
床
だ
と
５
月
上
旬
頃
か
ら
に
な
り
ま
す
。

1 加温なしでサツマイモ
を伏せ込んだ畝。苗採りで
きるのは５月上旬頃から。
2 電熱を埋め込んで加温
し、サツマイモを伏せ込ん
だ畝。畝をビニール、ゴザ、
毛布の順で覆っている。苗
採りは４月中旬頃から。 3

株側に２節残し、節が５つ
以上ついている25～30
㎝ほどのツルを切り取って
苗にする。

１つが40～60ｇになるように大きさによって
２～３等分する。

ツルを切らずにつけたまま保存しておくと腐り
にくい。

1

2

3

　
２
月
下
旬
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
つ
け

ま
す
。
秋
作
と
違
っ
て
春
は
、
植
え
つ
け

前
に
種
イ
モ
を
切
り
分
け
ま
す
。

　
自
然
栽
培
で
は
し
わ
し
わ
の
種
イ
モ
は

使
い
ま
せ
ん
。
パ
ワ
ー
不
足
で
う
ま
く
育

た
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
切
っ

て
１
日
置
い
て
切
り
口
が
白
く
乾
い
た
ら

植
え
ま
す
。
す
ぐ
植
え
る
な
ら
切
り
口
に

草
木
灰
を
つ
け
る
と
腐
り
に
く
い
で
す
。

　
１
つ
が
40
〜
60
ｇ
に
な
る
よ
う
に
切
り

ま
す
。
М
サ
イ
ズ
な
ら
芽
が
多
く
出
る
部

分
（
頂
部
）
か
ら
半
分
に
切
り
、
Ｌ
サ
イ

ズ
な
ら
茎
と
つ
な
が
っ
て
い
た
部
分（
基
部
）

を
含
む
１
片
を
ま
ず
切
っ
て
、
残
り
は
頂

部
か
ら
半
分
に
切
り
分
け
ま
す
。

自然の力を活かす！ おいしい野菜づくり

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

種
イ
モ
の
準
備
を
す
る

1

サ
ツ
マ
イ
モ
を
伏
せ
込
ん
で

苗
採
り
を
す
る

2
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Ⓐカネコ種苗 027-253-9321 https://www.kanekoseeds.jp
Ⓑグリーンフィールドプロジェクト 046-204-7907 https://gfp-japan.com
Ⓒサカタのタネ お客様相談室 0570-00-8716（ナビダイヤル） https://sakata-netshop.com
Ⓓ自然農法国際研究開発センター 0263-92-7701 https://shizentane.jp/
Ⓔタキイ種苗 通販係 075-365-0140 https://shop.takii.co.jp/
Ⓕトキタ種苗 048-685-3190 https://www.tokitaseed.co.jp/
Ⓖ中原採種場 092-591-0310 https://www.nakahara-seed.co.jp/
Ⓗナント種苗 0744-22-3351 https://nantoseed.com
Ⓘ野口種苗研究所 042-972-2478 https://noguchiseed.com
Ⓙフタバ種苗卸部 098-963-6011 http://www.futaba-seed.co.jp
Ⓚトーホク 028-611-5000 https://tohokuseed.co.jp
Ⓛ丸種 075-371-5101 https://marutane.com
Ⓜ大和農園 0743-62-1182 https://www.yamatonoen.co.jp
Ⓝ渡辺採種場 0229-32-2221 https://watanabe-seed.com/
Ⓞ渡辺農事 最寄りの種苗販売店にお問い合わせください。 https://www.watanabenoji.com
Ⓟつる新種苗 0263-32-0247 https://tane.jp
Ⓠ松永種苗 0587-54-5151 https://msk-net.co.jp/

※価格はすべて税込価格です。商品の価格、規格は掲載後、変更になる場合があります。

タネの問い合わせ先応 募 方 法
巻末のアンケート用紙に希望のタ
ネの番号（ 1 ～ 41）を第１希望か
ら第３希望まで記入して投函して
ください。

応募締め切り

2025年2月3日
消印有効です。

当選は賞品の発送をもってかえさ
せていただきます。2月上旬のお
届けになります。
なお、タネの入荷状況により、ご
希望通りのタネとならない場合も
予想されますので、ご了承ください。

賞品のお届け

この夏は厳しい暑さが長く続きましたね。野菜づくりに苦労しているというお便りも多く届きました。そ
こで今回は、暑さに強く病気にも強い品種を中心に、各種苗会社おすすめの新品種もあわせ、家庭
菜園で育てやすい野菜を厳選。今年の夏野菜のラインナップをぜひにぎやかなものにしてください！

メガ
盛りプレゼント！
当たれー 205名様に41品種を

おいしすぎる夏野菜のタネ

1
5 名様

橙黄色の夏秋栽培用大玉ト
マト。草勢が安定して着果
性もよく、家庭菜園でつく
りやすい品種です。従来の
黄色トマトより糖度が高
く、桃色トマトとは違った
風味が味わえます。●価格：
638円（16粒）／Ⓔタキイ
種苗

桃
も も た ろ う

太郎ゴールド
大玉トマト

2
5 名様

中玉トマト

緑色地に黄色の縦縞模様が入った、早生種の中玉トマトです。
甘味と酸味のバランスがよく、生のままおいしく食べられます。
●価格：550円（20粒）／Ⓑグリーンフィールドプロジェクト

中玉グリーンゼブラ ★

★マークは固定種のタネです。
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3
5 名様

5
5 名様

4
5 名様

6
5 名様

8
5 名様

スタミナがあり育てやすいオレンジ色の中玉トマト。カロテンが豊富で、裂
果に強いのが特徴です。酸味が控えめで甘味が強く、フルーツのような食感
を楽しめます。●価格：770円（10粒）／Ⓓ自然農法国際研究開発センター

カロフル
中玉トマト

糖度と味のバランスにとこと
んこだわって開発されたミニ
トマトです。平均糖度は８～
10度で、完熟させるとまる
でフルーツのような風味に。
タバコモザイクウイルス、葉
かび病、サツマイモネコブセ
ンチュウに耐病虫性あり。●
価格：660円（16粒）／Ⓠ松
永種苗

まゆか
ミニトマト

ナス

千果同様の極早生種
で、栽培初期から収量
が上がり、果ぞろいが
よい、甘くてつくりや
すいミニトマトです。
葉かび病、斑点病に耐
病性を持ちます。●価
格：638円（16粒）／
Ⓔタキイ種苗

ＣＦ千
ち　か

果
ミニトマト

ぷよぷよした食感とジューシーさが特徴です。強い
光沢がある赤い実は、糖度が高く風味に富んでいま
す。皮がとても薄く、とろけるような食感が楽しめ
ます。●価格：550円（７粒）／Ⓝ渡辺採種場

ＣＦプチぷよⅡ
ミニトマト

ナス

草勢が強く、猛暑や長梅雨にもよく耐える、家庭菜園で育てやす
いナスです。アクが少なく、加熱調理するととろけるような食感
が楽しめます。●価格：524円（60粒以上）／Ⓘ野口種苗研究所

緑
みどり

茄
な　す

子 ★

7
5 名様

太さ５㎝、長さ35㎝前後になるジャンボな長ナスです。大
きくなっても、甘味のある実はとろけるほどやわらかく、揚
げ物や炒め物に最適です。●価格：550円（40粒）／Ⓛ丸種

ふわとろ長
なが
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お う ち 野 菜 ® シ リ ー ズ

9
5 名様

12
5 名様

レッド・イエロー・オレンジのミニパプリカ。生育旺盛で夏から
秋まで長期間収穫できます。甘味が強くサラダなど生食にもおす
すめ。節間が短くコンパクトな草勢で、プランター栽培も可能で
す。●価格：605円（３品種ミックス、12粒）／Ⓒサカタのタネ

ぱぷりーなⓇ

ミニパプリカ

うどんこ病に強く育てや
すいキュウリです。暑さ
にも強く、梅雨明け後も
バテにくいのが特徴。長
期間の収穫が期待できま
す。●価格：495円（12粒）
／Ⓒサカタのタネ

夏
なつ

バテ知
し

らず

キュウリ

サカタのタネが提案する「おうち野菜」は、日本の気候風土に合った品種で、味がよく病気にも強い家庭菜
園向けの野菜シリーズです。サカタのタネのWEB サイトには、栽培方法のよくある質問 FAQ が掲載され
ているので、初心者の方でも安心して栽培できます。

11
5 名様

13
5 名様

14
5 名様

10
5 名様

割れにくく、暑い夏でも育てやすい黒皮の小玉スイカです。果重は２
～2.5㎏で、冷蔵庫に入るミニサイズ。肉質はかたくシャリ感があり、
甘味を強く感じます。●価格：605円（約12粒）／Ⓒサカタのタネ

くろたん
小玉スイカ

単為結果性品種で、安定し
て着果肥大する長ナス。ト
ゲがほとんどなく収穫作業
もラク。炒め物や煮物のほ
か漬物などにしてもおいし
い万能型のナスです。●価
格：638円（15粒）／Ⓔタ
キイ種苗

PC筑
ちくよう

陽
ナス

信州生まれの夏秋用中型ピーマンです。露地栽培に向き、黒あざ
果の発生が少なく、濃緑色でツヤがよい果実がたくさん実ります。
●価格：550円（10粒）／Ⓓ自然農法国際研究開発センター

信
しんしゅう

州みどり ★
ピーマン

強烈な辛味を持つトウガラシです。暑さに強く、真
夏でもよく育ちます。収穫サイズは約６㎝。着果も
よく、たくさん収穫できます。生食としても利用可
能。●価格：495円（約12粒）／Ⓒサカタのタネ

羅
ら し ん

辛
トウガラシ



59

20
5 名様

18
5 名様

急激な気温の変化にも対応。低温にも高温にも強く、実のつき・
肥大性に優れた、とてもつくりやすいスイカです。若採りでも
甘味を強く感じます。中心糖度は12度で、皮際まで糖度がの
りやすく甘いスイカです。●価格：550円（７粒）／Ⓜ大和農園

あかつき
大玉スイカ

タネごと食べられる小玉スイカです。タネの大きさが一
般的な小玉スイカの４分１で食べやすく、果肉は食感と
甘さが抜群です。●価格：605円（5粒）／Ⓗナント種苗

ピノ・ガール
小玉スイカ

15
5 名様

17
5 名様

19
5 名様

16
5 名様

露地栽培で早まきから普通まきがおすすめです。実のつき・肥大
性に優れ、なり疲れが少なく丈夫で育てやすい品種です。●価格：
660円（10粒）／Ⓓ自然農法国際研究開発センター

バテシラズ３号
キュウリ

シャリ感の強いミディキュウリ。雌花率が非常に高く、同じ節に
雌花が複数つくことも。うどんこ病に強く、葉が小さく節間が短
いので栽培管理がラク。●価格：605円（15粒）／Ⓗナント種苗

できすぎなるなる
キュウリ

10～12㎏以上になる超大玉の楕円形スイカです。糖度は12～13度と甘く、
シャリ感と締まりがあります。超大玉で空洞果になりにくく、菜園仲間との
収穫祭などでまさに“大笑い”できます。●価格：550円（0.5㎖）／Ⓛ丸種

大
おおわらい

笑
大玉スイカ

ウイルス病、うどんこ病、べと
病、褐斑病に高い耐病性を持つ
品種です。暑さに強くて育てや
すく、枯れ上がりが遅いので長
期間収穫が可能。支柱栽培、地
這い栽培に。●価格：440円（約
30粒）／Ⓚトーホク

四大病に強いキュウリ 
耐
たいびょうなつ

病夏さかり

キュウリ
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21
5 名様

23
5 名様

22
5 名様

24
5 名様

25
5 名様

歯切れのよいサクサク食感で、皮際まで甘味が強いメロンです。
肉質がかためで収穫後も日持ちします。果重1.2～1.5㎏、糖度は
12～16度前後。●価格：580円（８粒）／Ⓜ大和農園

ゴールデンテイスト
メロン

800ℊ～１㎏になる大型の
フルーツマクワウリです。
果肉は緻密でシャリ感があ
り、糖度は14～15度。草
勢が強く、雌花の着生に優
れ、うどんこ病にも強く、
つくりやすい品種です。●
価格：605円（10粒）／Ⓠ
松永種苗

チャメっ娘
こ

マクワウリ

放任栽培を前提に育種したメロンです。中心糖度は
15度以上。濃緑色の皮が黄色く変わりだしたら収
穫のサイン。収穫後、全体的に黄色くなったら食べ
頃です。●価格：各605円（５粒）／Ⓗナント種苗

ムーンライト
メロン

きれいな黄色の肌が特徴のズッキーニです。炒め物や煮物のほか、
サラダなどの生食にもおすすめ。料理に彩りを加えてくれます。
●価格：550円（18粒）／Ⓑグリーンフィールドプロジェクト

ズッキーニ 黄 ★
ズッキーニ

草勢が強くて育てやすく、病気にも強い家庭菜園向きの
ズッキーニ。春まき夏採り栽培のほか、夏まき秋採り栽
培で楽しめます。寒さに強く、とくに秋採り栽培で本領
を発揮。●価格：605円（10粒）／Ⓠ松永種苗

夏
か し ゅ う

秋よしなりＺ
ゼット

ズッキーニ
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26
5 名様

28
5 名様

27
5 名様

29
5 名様

30
5 名様

２㎏前後の大玉がたくさん採れます。収穫後、20日ほど冷暗所で追熟する
とホクホクの食感と甘味を楽しめます。追熟後のおいしさのまま長期貯蔵
が可能。天ぷらにすると絶品です。●価格：539円（７粒）／Ⓕトキタ種苗

くり将
しょうぐん

軍
カボチャ

緻密な粉質のホクホク系カボチャで、甘味が強くおいしい。草勢が強
く、うどんこ病にも比較的強く育てやすい品種です。冬至カボチャ用
の抑制栽培にも向いています。●価格：550円（９粒）／Ⓝ渡辺採種場

ダークホース
カボチャ

放任栽培にも向く大玉カボチャです。収穫後は15日程度追熟す
ると、しっとり甘くなります。煮物やペーストのカボチャサラダ
などにピッタリです。●価格：539円（７粒）／Ⓕトキタ種苗

満
ま ん て ん

天大
だ い こ く

黒Ⓡ

カボチャ

皮が白色、または白黄色
の頃に収穫するカボチャ。
熟すと黄褐色に変化しま
す。果肉はなめらかなね
っとり系。甘さが控えめ
でさっぱりとした上品な
味わいです。●価格：
524円（18粒以上）／Ⓘ
野口種苗研究所

白
し ろ か わ

皮砂
さ と う

糖南
か ぼ ち ゃ

瓜 ★
カボチャ

生育初期から雌花が多くつき、たくさん実をつける
極早生品種です。22～25㎝ほどに生長し、肉厚で
みずみずしく、サラダなどの生食におすすめです。
●価格：935円（８粒）／Ⓙフタバ種苗卸部

サラダゴーヤー
ゴーヤ
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34
5 名様

33
5 名様

“これまでのピーナッツを超え
る味”という意味が込められた
Qなっつ。今までのラッカセイ
にはない甘味が特徴で、煎りラ
ッカセイ向けの品種。今回、約
15粒ずつを５名様にプレゼント。
小袋は地域の種苗店やインター
ネット通販で購入してください。
／Ⓞ渡辺農事

Qなっつ ★
ラッカセイ

立性で「おおまさり」に比べ
て分枝が短くコンパクトに栽
培できる晩生種です。超大粒
で甘味が強い、ゆでラッカセ
イ向きの品種です。今回、約
10粒ずつを５名様にプレゼ
ント。小袋は地域の種苗店や
インターネット通販で購入し
てください。／Ⓞ渡辺農事

おおまさりネオ ★
ラッカセイ

海外持出禁止
（農林水産大臣公示有）

登録品種名：千葉P114号
海外持出禁止（農林水産大臣公示有）

31
5 名様

35
5 名様

32
5 名様

36
5 名様

おいしい、大きい、つく
りやすい、三拍子そろう
中早生品種のバイカラー
コーン。実は430ℊ前後
にもなり、甘味が強くジ
ューシー。初期生育がよ
く、倒伏にも強い品種で
す。●価格：330円（25㎖）
／Ⓐカネコ種苗

どきどきコーン
トウモロコシ

軟白部は太くてみずみずしく、
緑の部分は葉ネギのようにや
わらかくておいしい、一本太
系の葉ネギです。小さいうち
は小ネギとして利用し、土寄
せをして軟白部を太らせます。
●価格：330円（約850粒）／
Ⓚトーホク

葉
は

もうまい
一
い っ ぽ ん

本太
ふ と

ねぎ 祇
ぎ お ん

園 ★

ネギ

宝石のように輝く赤いスイートコーン。赤色にはアントシアニンが
豊富に含まれ、ご飯と一緒に炊くとまるでお赤飯のよう。播種後
100日前後で収穫する晩生種。●価格：620円（50粒）／Ⓜ大和農園

大
や ま と

和ルージュ®
トウモロコシ

春から夏にかけてタネを
まく、小～中ネギ。耐暑
性に優れ、高温乾燥期に
も葉先が枯れにくいのが
特徴。ガッチリとした立
性で倒伏に強く、収量、
香り、食味に優れていま
す。●価格：385円（20㎖）
／Ⓖ中原採種場

ブラックキング葱
ね ぎ

葉ネギ
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41
5 名様

40
5 名様

竹内孝功さんが推奨する“緑肥mix”です。生育が早
く毎年まいて毎年枯れる１年草のみの、エンバク、イ
タリアンライグラス、クリムソンクローバーのミックス。
多年草を生やせない市民農園にはとくにおすすめです。
翌年も畑を使える場合、寒冷地以外では秋まきから利
用できます。●価格：726円（250ℊ）／Ⓟつる新種苗

自然菜園緑肥mix 市民農園用 ★
畝間などにまいて土をカバーす
ることでマルチ効果が期待でき、
害虫に対する天敵の増加や水は
けの向上により野菜の生育もよ
くなります。草丈が高くならず
刈り取り不要で、グランドカバ
ーとしても役立ちます。●価格：
220円（100㎖）／Ⓐカネコ種苗

マルチムギⓇ

緑肥

緑肥

39
5 名様

37
5 名様

38
5 名様

春～夏まき用の品種です。
葉は濃緑で、丸葉タイプ。
べと病、萎凋病に強く、耐
暑性があり高温期でも生育
遅延などの障害が起きにく
い。草勢が強く収量性に優
れています。●価格：385
円（25㎖）／Ⓖ中原採種場

サマーベスト
法
ほ う れ ん そ う

蓮草

ホウレンソウ

細葉で極立性のエンサイ。ク
セがないのでサラダでおいし
く食べられます。暑さに強い
ので夏場の葉物野菜として重
宝します。ベビーリーフも美味。
●価格：385円（約280粒）／
Ⓙフタバ種苗卸部

なつサラダ ★
エンサイ

タネまきから１か月ほどで収穫でき、暑さにも病気にも強
く育てやすい品種です。やわらかで歯ざわりがよく、おひ
たしや煮びたし、炒め物などに向きます。●価格：352円（約
1300粒）／Ⓚトーホク

やわらか夏
な つ な

菜
ツケナ
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道
法
流

6
第

回

ネ
ギ
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
縛
り
方

新
・
野
菜
の
垂
直
仕
立
て
栽
培

ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
垂
直
仕
立
て
栽
培
を
道
法
さ
ん
に
教
わ
り
ま
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
大
き
く
な
り
、
食
感
が
な
め
ら
か
に
。
ネ
ギ
は
や
わ
ら
か
く
、
甘
さ
が
増
し
ま
す
。

どうほうまさのり●1953年、広島県豊田郡（現、呉市）生まれ。
垂直仕立て栽培により、肥料を施さない、安全でおいしい果
実と野菜づくりを提案。農業のコスト削減（儲かる農業）、
地球環境に重要な地下水を守る農業技術の普及に努める。全
国で自然栽培セミナーを開催、農業技術指導も国内外で行う。
『野菜の垂直仕立て栽培』（ワン・パブリッシング）、『マル農（の
う）のひと』（左右社）が好評発売中。株式会社グリーングラ
ス代表。https://www.dohostyle.com/ 

道法正徳さん監修＝
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兵庫県で農業を営む中川優さんが行った比較栽培です。通常
栽培に比べて垂直仕立て栽培のジャガイモは、株の大きさ、
イモのサイズ、収量、すべてにおいて勝っています。蒸かし
たイモの比較でも、垂直仕立て栽培のイモは、繊維がなめら
かです。

イモのサイズや数だけでなく、垂直仕立て栽培を行うと地上
部の大きさも断然違ってきます。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ナ
ス
の
葉
を
好
ん
で
食
害

す
る
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
ダ
マ
シ
（
ニ
ジ
ュ
ウ

ヤ
ホ
シ
テ
ン
ト
ウ
）。
垂
直
仕
立
て
栽
培

の
野
菜
は
病
害
虫
に
強
い
で
す
が
、
害
虫

を
見
つ
け
た
ら
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
ネ
ギ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
垂
直
仕

立
て
栽
培
の
コ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
垂
直
仕
立
て
栽
培
を
実
践

す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
お
便
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
て〝
大
き
い
イ
モ
が
採
れ
て
、

し
か
も
味
が
よ
く
て
舌
ざ
わ
り
が
な
め
ら

か
〞
と
、
み
な
さ
ん
驚
か
れ
て
い
ま
す
。

　
通
常
栽
培
の
場
合
、
窒
素
が
効
く
と
元
気

ホ
ル
モ
ン
の
〝
ジ
ベ
レ
リ
ン
〞
が
活
性
化
し
、

地
上
部
ば
か
り
が
育
ち
、
デ
ン
プ
ン
量
が
少

な
い
水
っ
ぽ
い
ま
ず
い
イ
モ
に
な
り
ま
す
。

　
無
肥
料
自
然
栽
培
の
垂
直
仕
立
て
栽
培
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
植
物
ホ
ル
モ
ン
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
活
性
化
し
ま
す
か
ら
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
だ

け
が
優
位
に
な
る
こ
と
が
な
く
、
異
常
生
長

と
は
無
縁
で
す
。

　
左
は
、
兵
庫
県
の
中
川
優
さ
ん
が
実
践
し

た
通
常
栽
培
と
垂
直
仕
立
て
栽
培
の
比
較
栽

培
で
す
。
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
活
性
の
差
が
収

穫
の
結
果
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ネ
ギ
に
つ
い
て
も
、
滋
賀
県
の
毛
呂
陽
子

さ
ん
か
ら
レ
ポ
ー
ト
が
届
き
ま
し
た
。「
九

条
太
ネ
ギ
を
垂
直
仕
立
て
に
し
た
ら
、
や
わ

ら
か
く
て
甘
味
の
あ
る
ネ
ギ
に
仕
上
が
っ

た
」
と
の
こ
と
で
す
。
垂
直
仕
立
て
栽
培
は

あ
ら
ゆ
る
野
菜
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
各
地
の
家
庭
菜
園
を
訪
ね
る
と
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
葉
に
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
ダ
マ
シ
が
群

が
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
収
穫
期
を

前
に
し
て
病
気
で
葉
が
黄
変
し
、
枯
れ
か
け

て
い
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で

は
満
足
の
い
く
収
穫
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　
野
菜
は
窒
素
を
吸
収
す
る
と
、
体
内
で
ジ

ベ
レ
リ
ン
の
生
成
量
が
増
加
す
る
一
方
、〝
エ

チ
レ
ン
〞
の
生
成
量
が
減
り
ま
す
。
エ
チ
レ

ン
は
野
菜
の
体
内
で
強
い
殺
菌
力
を
持
つ

〝
酸
化
エ
チ
レ
ン
〞
に
変
わ
り
、
病
虫
害
を

抑
え
ま
す
。
肥
料
を
使
う
通
常
栽
培
で
は
エ

チ
レ
ン
の
活
性
が
下
が
る
た
め
、
ど
う
し
て

も
病
虫
害
が
多
発
し
ま
す
。

　
垂
直
仕
立
て
栽
培
を
行
う
と
、
エ
チ
レ
ン

も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
植
物
ホ
ル
モ
ン
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
活
性
化
し
ま
す
。
結
果
、
病
気
や

害
虫
が
目
立
た
な
く
な
り
、
無
農
薬
で
の
野

菜
づ
く
り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
肥
料
や
堆
肥
を
使
う
の
を
や
め
、
ネ
ギ
の

葉
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
茎
を
垂
直
に
誘
引
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

垂直仕立てと通常栽培を比較

枝
葉
を
縛
っ
て
立
て
る
だ
け
！

ポイント

病
害
虫
に
強
い
の
は
な
ぜ
？

ポイント

通常栽培垂直仕立て



ネ
ギ
の
縛
り
方
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苗
床
で
約
３
か
月
育
苗
す
る

　
ネ
ギ
の
苗
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も

購
入
で
き
ま
す
が
、
無
肥
料
自
然
栽
培
で
育

て
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
１
本
ネ
ギ
（
根
深
ネ
ギ
）
は
春
と
秋
に
タ

ネ
を
ま
け
ま
す
。
葉
ネ
ギ
は
春
か
ら
秋
ま
で

タ
ネ
を
ま
け
ま
す
。

　
中
間
地
で
は
３
月
中
旬
が
タ
ネ
ま
き
適
期

で
す
。
苗
床
は
、
水
は
け
が
よ
く
日
当
た
り

の
い
い
場
所
に
用
意
し
ま
す
。
冬
の
う
ち
に

畑
の
一
角
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
畝
を
つ
く
っ

て
、
刈
り
草
を
厚
く
敷
い
て
苗
床
の
土
を
養

生
し
て
お
き
ま
す
。

　
３
月
中
旬
、
敷
い
た
草
を
取
り
、
苗
床
を

き
れ
い
に
整
え
ま
す
。
条
間
20
㎝
で
角
材
を

押
し
付
け
て
ま
き
溝
を
つ
け
、
０
・
５
〜
１

㎝
間
隔
で
タ
ネ
を
落
と
し
た
ら
、
覆
土
し
て

軽
く
鎮
圧
し
て
お
き
ま
す
。

　
10
日
ほ
ど
で
発
芽
が
そ
ろ
い
ま
す
。
そ
の

後
、
２
〜
３
回
間
引
い
て
株
間
２
〜
３
㎝
に

し
ま
す
。
育
苗
中
は
雑
草
は
こ
ま
め
に
抜
き

取
り
ま
す
。

　
６
月
下
旬
、
苗
の
根
元
が
鉛
筆
よ
り
も
や

や
太
く
ま
で
育
っ
た
ら
、
苗
を
掘
り
上
げ
て

本
畑
に
定
植
し
ま
す
。

堆
肥
も
肥
料
も
使
わ
ず
に
栽
培

　
垂
直
仕
立
て
栽
培
は
無
肥
料
自
然
栽
培
で

行
い
ま
す
。
畝
に
は
堆
肥
も
肥
料
も
入
れ
ま

せ
ん
。

　
ネ
ギ
は
過
湿
に
弱
い
た
め
、
水
は
け
が
よ

く
、
日
当
た
り
も
い
い
場
所
を
選
ん
で
定
植

し
ま
す
。
定
植
作
業
自
体
は
普
段
み
な
さ
ん

が
行
っ
て
い
る
や
り
方
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
１
本
ネ
ギ
は
、
深
め
の
植
え
溝
を
掘
っ
て

苗
を
５
㎝
間
隔
で
立
て
か
け
て
定
植
。
葉
ネ

ギ
は
浅
め
の
植
え
溝
に
15
㎝
間
隔
で
２
〜
３

本
ず
つ
の
苗
を
ま
と
め
て
植
え
ま
す
。

　
活
着
し
た
ら
土
寄
せ
を
開
始
。
１
本
ネ
ギ

は
土
寄
せ
を
繰
り
返
し
て
軟
白
部
分
を
伸
ば

し
ま
す
。
葉
ネ
ギ
は
倒
れ
な
い
程
度
に
土
を

寄
せ
て
お
き
ま
す
。

　
関
西
な
ど
土
が
重
い
地
域
で
は
土
寄
せ
が

難
し
く
、
１
本
ネ
ギ
栽
培
は
あ
ま
り
好
ま
れ

ず
、
青
い
葉
を
食
べ
る
九
条
ネ
ギ
な
ど
が
主

流
で
す
。
で
す
が
、深
い
植
え
穴
を
あ
け
て
、

苗
を
ス
ト
ン
と
落
と
し
て
植
え
る
方
法
が
あ

り
、
土
寄
せ
が
不
要
で
す
。
こ
れ
な
ら
ば
ど

こ
で
も
容
易
に
１
本
ネ
ギ
づ
く
り
が
で
き
そ

う
で
す
。
ネ
ギ
苗
の
〝
落
と
し
植
え
〞
を
左

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

1

2

3

①
ネ
ギ
の
苗
づ
く
り

②
定
植
と
土
寄
せ
、
落
と
し
植
え

1野菜がよく育っていた跡地に苗床を用意。３月中
旬にタネまき。不織布をべた掛けすると発芽が促さ
れます。 2生育中のネギの苗。雑草は小さいうちに
こまめに抜きます。ネギが密集しているところは間
引きます。 3６月下旬に定植。根を約１㎝残してち
ぎり、植えやすくします。福田俊さんの畑で撮影。

タネまきから約３か月間育苗



67

ユ
ニ
ー
ク
な〝
落
と
し
入
れ
〞定
植
法

　
定
植
し
た
苗
が
活
着
し
て
葉
が
伸
び
始
め

た
ら
、
垂
直
誘
引
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

　
右
の
実
践
例
は
、
２
本
の
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
で
葉
を
挟
ん
で
垂
直
に
仕
立
て
る
方
法
で

す
。
洗
濯
ば
さ
み
で
誘
引
を
補
強
し
て
い
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
葉
が
横
に
広
が
り
ま
せ

ん
。
ネ
ギ
の
生
長
に
合
わ
せ
て
、
ヒ
モ
の
位

置
を
高
く
し
て
い
き
ま
す
。

　
同
じ
や
り
方
で
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
は

な
く
、
ト
ン
ネ
ル
支
柱
用
の
弾
性
ポ
ー
ル
で

葉
を
挟
ん
で
い
る
実
践
者
も
い
ま
す
。
ど
ち

ら
も
ネ
ギ
の
葉
を
傷
つ
け
な
い
素
材
で
す
。

　
下
の
写
真
は
、
東
京
都
の
菜
園
家
、
福
田

俊
さ
ん
の
実
践
例
で
す
。
棒
を
地
面
に
挿
し

て
深
さ
20
㎝
の
植
え
穴
を
つ
く
り
、
１
本
ネ

ギ
の
苗
を
落
と
し
入
れ
る
だ
け
の
ユ
ニ
ー
ク

な
定
植
法
で
す
。
覆
土
は
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
定
植
法
な
ら
、
苗
を
穴
に
落
と
し
入

れ
た
時
点
で
、
葉
が
垂
直
に
立
っ
た
姿
に
な

り
ま
す
。
そ
の
後
も
、
杉
板
の
衝
立
で
ネ
ギ

の
葉
を
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
し
て
、
葉
を
立
ち
姿

で
育
て
、
軟
白
栽
培
を
続
け
ま
す
。

1

2

3

九条太ネギが育つ列に支柱を
何本か挿し、ビニールテープ
を２本張って葉を挟んで垂直
に仕立てている例。「垂直仕
立てを試したら、スジっぽさ
がなくてやわらかく、特有の
ネギ臭さもおだやか。生で刻
んで自家製ポン酢をかけて食
べています」と、滋賀県の菜
園家、毛呂陽子さん。

1

直
径
19
㎜
の
鋼
管
を
使
い
、
深
さ
20
㎝
の
植
え
穴
を
約
５
㎝
間
隔
で
あ
け
ま
す
。
穴
を
崩
れ
に
く
く
す
る

た
め
、
鋼
管
を
挿
し
た
ら
グ
リ
グ
リ
回
し
ま
す
。
2

苗
を
穴
に
落
と
し
入
れ
る
だ
け
。
覆
土
は
し
ま
せ
ん
。

3

ネ
ギ
の
生
長
に
合
わ
せ
て
側
板
を
追
加
。
板
で
挟
ま
れ
て
遮
光
さ
れ
、
軟
白
部
が
ど
ん
ど
ん
伸
び
ま
す
。

ヒモで
挟む

落とし
植え

③
活
着
後
に
垂
直
誘
引
ス
タ
ー
ト
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さ
１
ｍ
程
度
の
支
柱
を
立
て
ま
す
。
支
柱
を

挿
す
の
は
株
の
西
側
。
こ
れ
は
朝
か
ら
ち
ゃ

ん
と
日
が
当
た
る
よ
う
に
す
る
配
慮
で
す
。

支
柱
は
、
株
元
ギ
リ
ギ
リ
の
位
置
に
立
て
ま

す
。
根
が
多
少
切
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
支
柱
を
立
て
た
ら
、
麻
ヒ
モ
な
ど
を
使
っ

て
残
し
た
４
本
の
芽
を
支
柱
に
く
く
り
つ
け

ま
す
。
垂
直
方
向
に
仕
立
て
る
た
め
、
茎
と

支
柱
に
隙
間
が
で
き
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り

と
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
も
生
長
に
合

わ
せ
て
２
〜
３
段
縛
っ
て
、
茎
が
広
が
ら
な

い
よ
う
に
垂
直
に
仕
立
て
、
収
穫
期
を
待
ち

ま
す
。

芽
か
き
を
し
た
ら
垂
直
に
誘
引

　
４
月
に
入
り
草
丈
が
15
㎝
く
ら
い
に
伸
び

た
ら
、
芽
か
き
作
業
を
し
ま
す
。
細
い
芽
を

選
ん
で
摘
ん
で
く
だ
さ
い
。
細
い
芽
を
残
し

て
も
大
き
い
イ
モ
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
、
４
本
の
太
い
芽
を
残
す
こ

と
で
す
。
垂
直
仕
立
て
栽
培
で
は
、
伸
ば
す

茎
や
枝
の
数
は
偶
数
本
と
す
る
の
が
基
本
で

す
。
ト
マ
ト
は
６
本
、
ナ
ス
は
４
〜
６
本
と

い
っ
た
具
合
で
す
。奇
数
本
で
仕
立
て
る
と
、

そ
の
中
の
１
本
が
必
ず
弱
り
ま
す
。

　
芽
か
き
を
し
た
ら
、
１
株
に
１
本
ず
つ
高

堆
肥
や
肥
料
を
入
れ
ず
耕
す
だ
け

　
垂
直
仕
立
て
栽
培
で
は
、
堆
肥
や
肥
料
を

使
い
ま
せ
ん
。
畝
の
準
備
は
、
植
え
つ
け
前

に
シ
ョ
ベ
ル
で
土
を
粗
く
起
こ
し
て
均
し
て

お
く
だ
け
で
十
分
で
す
。

　
水
は
け
の
悪
い
畑
な
ら
、
畝
の
周
囲
を
掘

り
下
げ
て
畝
を
高
め
に
つ
く
り
ま
す
。

　
黒
マ
ル
チ
を
利
用
す
る
と
よ
く
、
土
が
温

ま
っ
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
初
期
生
育
が
促
さ
れ

ま
す
。
草
も
生
え
ま
せ
ん
し
、
土
寄
せ
作
業

種
イ
モ
を
浅
め
に
埋
め
る

　
中
間
地
で
は
、
３
月
に
種
イ
モ
を
植
え
つ

け
ま
す
。
畝
の
準
備
は
２
月
の
う
ち
に
済
ま

せ
て
お
け
ば
、
黒
マ
ル
チ
で
土
を
温
め
て
お

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
種
イ
モ
の
株
間
は
30
㎝
で
す
。
黒
マ
ル
チ

に
カ
ッ
タ
ー
で
切
り
込
み
を
入
れ
、
種
イ
モ

を
土
に
押
し
込
み
、
１
〜
２
㎝
覆
土
し
て
お

き
ま
す
。
種
イ
モ
を
切
り
分
け
て
利
用
し
て

も
構
い
ま
せ
ん
が
、
私
は
切
る
こ
と
は
し
ま

せ
ん
。
ま
る
ご
と
植
え
た
ほ
う
が
自
然
だ
と

も
不
要
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
畝
を
用
意
し
て
い
る
と
き
に
石
こ

ろ
を
見
つ
け
て
も
、
拾
い
出
す
こ
と
は
し
ま

せ
ん
。
野
菜
の
根
が
石
に
当
た
る
と
細
根
が

増
え
、植
物
ホ
ル
モ
ン
が
よ
り
活
性
化
し
て
、

病
虫
害
や
天
候
不
順
に
も
強
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
ダ
イ
コ
ン
で
も
ニ
ン
ジ
ン
で
も

ど
の
野
菜
に
も
共
通
で
す
。
粘
土
質
の
畑
で

は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
売
っ
て
い
る
、
園
芸

用
の
〝
軽
石
〞
を
畝
に
ま
く
の
も
お
す
す
め

で
す
。
水
は
け
の
改
善
に
も
な
り
ま
す
。

思
う
か
ら
で
す
。

　
植
え
終
え
た
ら
、
不
織
布
を
べ
た
掛
け
す

る
か
、
ト
ン
ネ
ル
掛
け
に
し
て
お
く
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
約
３
週
間
で
芽
が
出
て

き
ま
す
が
、
そ
の
頃
に
強
い
霜
に
当
た
る
と

芽
が
枯
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
枯
れ
て
も
次
の
芽
が
出
て
き
て
リ
カ
バ
ー

で
き
ま
す
が
、
そ
の
分
、
生
長
が
遅
れ
ま
す
。

せ
っ
か
く
出
た
最
初
の
芽
を
大
事
に
育
て
た

い
の
で
、
防
寒
対
策
を
講
じ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
４
月
に
入
っ
た
ら
不
織
布
は
外
し
て
、

い
よ
い
よ
垂
直
仕
立
て
栽
培
を
始
め
ま
す
。

１株に１本ずつ支柱を立て、茎を縛って垂直誘引を
続けます。株間 30㎝、条間 30㎝の千鳥植えで２
列に植えています。通常栽培で２列植えする場合、
条間はもう少し広めにしますが、垂直仕立て栽培で
は、枝葉が広がらずに風通しもよく密植が可能です。

①
畝
の
準
備

②
種
イ
モ
を
植
え
る

③
定
植
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
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収
穫
は
６
月
下
旬
〜
７
月
上
旬

　
６
月
下
旬
〜
７
月
上
旬
に
試
し
掘
り
を

し
、
イ
モ
の
太
り
具
合
を
確
認
し
て
収
穫
を

し
ま
す
。
好
天
が
続
い
て
土
が
乾
き
気
味
の

時
に
収
穫
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
ヒ
モ
を
ほ
ど
い
て
支
柱
を
抜
き
、

地
上
部
を
刈
り
取
っ
て
片
付
け
ま
す
。

　
マ
ル
チ
を
は
ぐ
と
土
の
表
面
に
イ
モ
が
見

え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。
取
り
残
し
が
な
い
よ

う
に
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

　
写
真
は
、
千
葉
県
の
菜
園
家
、
太
田
登
美

子
さ
ん
が
昨
年
行
っ
た
垂
直
仕
立
て
栽
培
と

通
常
栽
培
の
比
較
栽
培
で
す
。

　
垂
直
仕
立
て
栽
培
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ほ
う

が
、
大
き
な
イ
モ
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
が
一

目
瞭
然
。
太
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
垂
直
仕
立

て
栽
培
の
イ
モ
は
食
感
が
な
め
ら
か
で
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
ら
し
い
コ
ク
の
あ
る
味
を
楽
し

め
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
イ
モ
が
デ
ン
プ
ン
を
た
っ

ぷ
り
と
蓄
え
て
肥
大
で
き
た
の
は
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
体
内
で
あ
ら
ゆ
る
植
物
ホ
ル
モ
ン

が
、
生
育
期
間
を
通
し
て
高
レ
ベ
ル
で
バ
ラ

ン
ス
よ
く
活
性
化
し
て
い
た
こ
と
の
あ
ら
わ

れ
で
す
。

太田登美子さんの垂直仕立て栽培実践例で
す。支柱を立てずに、４本の茎を麻ヒモで縛っ
て、株を垂直に自立させる方法をとりました。

太田さんはタワラマゼランで比較栽培を行いました。垂直仕立て栽培は、イモ数は少ないですが、大
きなイモがそろっています。味や食感が優れていること、また、収穫時に腐ったイモがなかったそう
で、その点も併せて65ページで紹介した中川優さんの栽培実験と共通しています。

垂直仕立てを試したら
大きなイモが採れ

通常栽培のイモよりもなめらか

実 践

垂直
仕立て

通常
栽培
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野
菜
談
議
が
止
ま
ら
な
い
！

葉
物
野
菜
の
花
芽
を
楽
し
み
た
い

第

17
回

構
成
・
文
●
来
栖
彩
子

　写
真
●
編
集
部
、毛
呂
健
一
、竹
内
孝
功

畑
で
も
食
卓
で
も
大
活
躍
で
欠
か
せ
な
い
ネ
ギ
。

秋
に
植
え
た
葉
物
か
ら
春
を
引
き
出
す
花
芽
野
菜
。

そ
れ
ぞ
れ
に
秘
め
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。

す
ぐ
に
で
も
試
し
て
み
た
く
な
る
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

今
回
の
お
題

と
、
約
10
日
で
き
れ
い
に
発
芽
し
ま
す
。

竹
内
　
発
芽
が
そ
ろ
う
の
は
、
毛
呂
さ
ん
の

て
い
ね
い
な
作
業
の
た
ま
も
の
。
苗
床
は
ネ

ギ
が
草
負
け
し
や
す
い
の
が
難
点
で
す
が
、

年
間
を
通
し
て
畝
を
使
い
回
し
、
使
っ
て
い

な
い
畝
は
黒
マ
ル
チ
で
養
生
し
て
お
く
な
ど
、

毛
呂
さ
ん
の
畑
で
は
草
が
生
え
る
隙
が
な
く

ネ
ギ
に
最
適
で
す
ね
。

毛
呂
　
た
し
か
に
草
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
発
芽
後
は
こ
ま
め
に
草
を
抜
き
、

ネ
ギ
は
混
み
合
っ
た
と
こ
ろ
を
間
引
き
な
が

ら
苗
を
徐
々
に
太
ら
せ
て
い
き
ま
す
。
５
月

初
旬
ま
で
は
細
か
い
穴
が
あ
い
た
ビ
ニ
ー
ル

の
ト
ン
ネ
ル
を
掛
け
、
ト
ン
ネ
ル
を
外
し
た

後
は
、
土
が
乾
い
て
き
た
ら
水
や
り
。
葉
が

苗
は
太
め
の
鉛
筆
サ
イ
ズ

毛
呂
陽
子
さ
ん
（
以
下
、
毛
呂
）　
私
の
ネ

ギ
づ
く
り
は
、
３
月
の
彼
岸
〜
４
月
上
旬
に

畑
の
一
角
に
用
意
し
た
苗
床
に
タ
ネ
を
ま
く

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
畑
の
土
は
粘
土

質
で
や
や
重
い
た
め
、
苗
床
に
は
市
販
の
タ

ネ
ま
き
培
土
を
少
し
混
ぜ
て
軽
く
し
ま
す
。

竹
内
孝
功
さ
ん
（
以
下
、
竹
内
）　
い
い
ア

イ
デ
ア
で
す
ね
。
そ
こ
に
ス
ジ
ま
き
す
る
の

で
す
ね
。

毛
呂
　
は
い
。
条
間
15
〜
20
㎝
で
ま
き
ス
ジ

を
つ
け
、
タ
ネ
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
て
い

ね
い
に
ま
き
ま
す
。
軽
く
覆
土
し
、
鎮
圧
し

た
ら
上
か
ら
も
み
殻
く
ん
炭
を
か
け
て
お
く

㎝
、
鉛
筆
よ
り
や
や
太
い
く
ら
い
に
育
て
て

い
ま
す
が
、
苗
床
で
株
間
が
詰
ま
り
す
ぎ
で

は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

竹
内
　
鉛
筆
の
太
さ
、
い
い
で
す
ね
。
太
く

し
た
ほ
う
が
定
植
後
に
草
負
け
せ
ず
、
初
期

生
育
も
よ
く
な
り
ま
す
。

倒
れ
て
い
た
ら
ネ
キ
リ
ム
シ
が
い
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
ネ
ギ
の
根
元
の
土
を
指
で
掘

り
、
早
め
に
見
つ
け
て
取
り
除
き
ま
す
。

竹
内
　
き
め
細
か
な
お
手
入
れ
で
す
。
よ
い

苗
が
で
き
る
で
し
ょ
う
ね
。

毛
呂
　
６
月
中
旬
の
定
植
ま
で
に
、
草
丈
30
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ティック社）が全国書店で好評
発売中。

毛呂陽子さん

たけうちあつのり●自給自足
Life代表。長野を拠点に菜園教
室「自然菜園スクール」を開催。
植え合わせの相性やローテーシ
ョンを考えた作付けを研究・実
践し、野菜づくりの楽しさを広
く伝えている。ブティック・ム
ック『野菜がよく育つ コンパニ
オンプランツの極意』（ブティッ
ク社）が好評発売中。

竹内孝功さん

話す人

ネ
ギ
と
春
の
花
芽
野
菜

ネ
ギ
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ね
。
垂
直
に
掘
っ
た
溝
で
は
苗
が
倒
れ
や
す

く
、
活
着
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
毛
呂
さ
ん

の
畝
の
向
き
は
南
北
畝
で
す
ね
？

毛
呂
　
は
い
。

竹
内
　
ネ
ギ
の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
ネ
ギ
は
太
陽
が
好
き
。
畝

の
中
心
に
向
か
っ
て
両
側
か
ら
倒
す
植
え
方

は
よ
い
植
え
方
で
す
ね
。
ま
ん
べ
ん
な
く
日

が
当
た
っ
て
、
ネ
ギ
は
数
日
で
立
ち
上
が
っ

て
き
ま
す
し
、
土
寄
せ
も
し
や
す
い
で
す
。

東
西
畝
な
ら
ば
、
太
陽
と
反
対
方
向
、
つ
ま

り
北
側
に
苗
を
傾
け
る
向
き
で
植
え
る
と
日

が
よ
く
当
た
り
、
ネ
ギ
は
よ
ろ
こ
び
ま
す
。

　
も
み
殻
と
ワ
ラ
で
根
元
に
空
気
層
を
つ
く

っ
た
う
え
に
、
覆
土
は
軽
め
。
ネ
ギ
の
根
は

酸
素
要
求
量
が
多
い
で
す
か
ら
、
好
適
な
環

境
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
分
の
管
理
も
さ
す

が
。
毛
呂
さ
ん
の
畑
の
す
ぐ
隣
は
田
ん
ぼ
で

す
。
上
げ
床
畝
で
高
畝
に
し
て
、
水
や
り
は

せ
ず
、
ち
ょ
う
ど
い
い
乾
燥
具
合
だ
と
思
い

ま
す
。
ネ
ギ
は
乾
燥
に
は
強
い
で
す
が
、
水

気
に
弱
い
。
む
や
み
に
水
や
り
し
て
根
腐
れ

し
な
い
よ
う
注
意
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

分
岐
点
を
埋
め
な
い
よ
う
注
意
す
る

毛
呂
　
苗
が
起
き
上
が
っ
て
き
た
ら
、
溝
に

土
を
落
と
し
な
が
ら
土
寄
せ
を
始
め
ま
す
。

　
株
間
は
ど
の
育
苗
段
階
で
も
、
そ
の
ネ
ギ

の
太
さ
の
１
〜
２
本
分
の
株
間
を
空
け
て
お

く
と
よ
く
、
健
全
に
太
く
な
り
ま
す
。
株
間

が
狭
い
と
生
長
が
遅
れ
、
開
き
す
ぎ
る
と
土

が
乾
燥
し
て
生
育
が
遅
れ
ま
す
。
毛
呂
さ
ん

は
う
ま
く
調
整
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

毛
呂
　
よ
か
っ
た
。
安
心
し
ま
し
た
。

竹
内
　
定
植
す
る
際
、
苗
を
〝
太
さ
〞
に
よ

っ
て
大
、
中
、
小
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
同

じ
大
き
さ
の
苗
を
〝
同
級
生
植
え
〞
す
る
と

よ
い
で
す
。
バ
ラ
バ
ラ
に
混
ぜ
て
植
え
る
と

小
さ
い
苗
が
負
け
て
し
ま
う
た
め
、
同
じ
ペ

ー
ス
で
育
つ
仲
間
同
士
で
植
え
ま
す
。

Ｖ
字
の
溝
に
斜
め
に
植
え
る

毛
呂
　
定
植
は
６
月
中
旬
。「
上
げ
床
畝
」

に
深
さ
20
㎝
程
度
の
Ｖ
字
の
溝
を
２
本
掘
っ

て
２
列
に
植
え
ま
す
。
条
間
は
20
㎝
で
す
。

溝
の
底
に
も
み
殻
を
２
㎝
ほ
ど
敷
き
、
苗
を

株
間
５
㎝
で
１
本
ず
つ
溝
の
側
面
に
寝
か
し

て
並
べ
ま
す
が
、
私
は
、
２
列
の
ネ
ギ
の
苗

が
そ
れ
ぞ
れ
畝
の
中
心
に
向
か
っ
て
倒
れ
る

よ
う
に
並
べ
ま
す
。
苗
を
並
び
終
え
た
ら
、

根
元
に
も
み
殻
と
稲
ワ
ラ
を
少
し
敷
い
て
、

土
を
２
〜
３
㎝
ほ
ど
パ
ラ
パ
ラ
と
ま
く
程
度

に
軽
く
覆
土
し
ま
す
。
水
や
り
は
し
ま
せ
ん
。

竹
内
　
Ｖ
字
溝
へ
の
斜
め
植
え
、
い
い
で
す

2

2

1

1

毛呂
さん

竹内
さん

1竹内さんの畑ではネギを秋
まき栽培。９月中下旬、セル
トレイにタネまき。市販の育
苗培土を使うと草の心配なく
発芽がそろう。セルトレイを
苗床に半埋設して育苗中。 2

畑に定植するまでの間、別の
場所に植えて養生する。ワラ
マルチをたっぷり敷くとよい。

1苗は鉛筆よりやや太め。太いほうが草負けせ
ず、初期生育がよい。 2２列の苗を畝の中心に
向かって倒して植える。畝の両側から土寄せも
しやすい。写真は春にタネをまいた一本ネギ。

ネ
ギ
の
生
長
に
必
須
の
三
要
素

太
陽
、
水
は
け
、
酸
素
を
確
保
す
る
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の
代
わ
り
に
も
み
殻
を
利
用
。
軟
白
部
分
を

長
く
す
る
た
め
に
、
上
げ
床
畝
の
内
側
に
波

板
を
立
て
て
壁
を
高
く
し
、
分
岐
点
に
合
わ

せ
て
も
み
殻
を
積
み
増
し
ま
す
。

竹
内
　
も
み
殻
で
遮
光
し
て
軟
白
栽
培
を
し

て
い
る
の
で
す
ね
。
も
み
殻
は
軽
く
て
扱
い

や
す
く
、
雑
草
も
生
え
て
き
ま
せ
ん
ね
。

毛
呂
　
収
穫
は
11
月
上
旬
か
ら
翌
年
２
月
頃

ま
で
。
直
径
２
・
５
㎝
く
ら
い
に
太
っ
た
も

の
か
ら
食
べ
る
分
を
抜
き
ま
す
。
ス
ッ
と
抜

け
て
収
穫
も
ラ
ク
。
ツ
ヤ
ツ
ヤ
で
真
っ
白
な

部
分
が
50
〜
60
㎝
に
も
伸
び
ま
し
た
。

畑
も
食
卓
も
ネ
ギ
パ
ラ
ダ
イ
ス

毛
呂

　
私
は
、
畑
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
ネ
ギ

を
植
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー

に
小
ネ
ギ
を
植
え
て
キ
ッ
チ
ン
の
近
く
に
置

い
て
お
く
と
、
す
ぐ
に
使
え
て
便
利
で
す
。

竹
内

　
ネ
ギ
は
畑
で
も
食
卓
で
も
万
能
で
す
。

植
え
替
え
も
容
易
で
す
し
、
定
植
時
に
省
か

れ
て
し
ま
う
ク
ズ
ネ
ギ
苗
だ
っ
て
コ
ン
パ
ニ

オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
と
し
て
使
え
ま
す
。
畑
で
ど

ん
ど
ん
活
用
し
た
い
で
す
ね
。

毛
呂

　
昨
年
は
、
竹
内
さ
ん
が
推
奨
す
る
ネ

ギ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
混
植
を
試
し
ま
し
た
。

ネ
ギ
は
「
九く

条
太ふ
と

」
で
す
。
畝
の
中
央
に
１

列
九
条
太
を
育
て
て
お
き
、
両
脇
に
春
ジ
ャ

ガ
を
定
植
。
４
月
初
旬
、
大
き
く
広
が
っ
た

ネ
ギ
の
葉
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
日
陰
に
な
り
す

ぎ
て
い
る
気
が
し
て
、
根
元
を
15
㎝
ほ
ど
残

し
て
刈
り
取
り
収
穫
し
ま
し
た
。
40
日
ほ
ど

で
ネ
ギ
は
立
派
に
復
活
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
順

調
に
育
ち
、
収
量
も
前
年
ま
で
と
同
様
に
あ

り
、
な
に
よ
り
今
ま
で
で
い
ち
ば
ん
肌
の
き

れ
い
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
採
れ
ま
し
た
。

竹
内
　
よ
か
っ
た
で
す
。
ネ
ギ
の
効
果
で
す

ね
。
途
中
で
ネ
ギ
を
刈
り
取
り
収
穫
し
た
の

も
、
よ
い
加
減
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
毛
呂

さ
ん
の
対
応
は
い
つ
も
適
切
。
す
ご
い
で
す
。

葉
が
分
岐
し
て
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
埋
め

な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら
、
生
長
に
合
わ
せ

て
少
し
ず
つ
土
を
か
け
ま
す
。

竹
内
　
苗
の
起
き
上
が
り
が
活
着
の
目
安
で

す
。
分
岐
点
か
ら
酸
素
を
吸
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
埋
め
な
い
よ
う
、
土
寄
せ
は
分
岐
点
の

１
㎝
下
ま
で
に
す
る
と
安
心
で
す
。

毛
呂
　
わ
か
り
ま
し
た
。
９
月
に
入
る
頃
、

溝
が
埋
ま
る
く
ら
い
ま
で
生
長
し
た
ら
、
土

土
の
代
わ
り
に
も
み
殻
を
寄
せ
て

ツ
ヤ
ツ
ヤ
の
軟
白
ネ
ギ
を
つ
く
る

毛呂
さん

九条太ネギの干しネギ苗づくり
ジャガイモと混植した九条太ネギ（73ページ参照）を干しネギにする。
ジャガイモ収穫後、ネギは畝に残して７月下旬に掘り上げ、２～
３週間ほど軒下に吊るして干したものを苗として再利用。干すこ
とで発根がよくなり生長も早く、短期間で収穫できる。病気にも
強い。分げつで簡単に株を増やせるので積極的に活用したい。

長
ネ
ギ
の
も
み
殻
軟
白
栽
培

波
板
の
中
に
も
み
殻
を
高
く
積
み
増
し
て
い
く
こ
と
で
、

白
い
部
分
が
長
く
て
や
わ
ら
か
い
軟
白
ネ
ギ
が
で
き
る
。

丸
焼
き
に
す
る
と
甘
く
て
ト
ロ
ト
ロ
で
絶
品
。
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ネギ＋ホウレンソウ→
ネギ＋ジャガイモの混植栽培
1ネギとホウレンソウはそれぞれ違う性質の窒素
を好み、互いにバランスを取って窒素過多による
病虫害を予防。ホウレンソウの生育が促進され、
味も抜群によくなる。 2ネギが土壌の未熟な有機
物を分解。ジャガイモの肌がきれいになる。ネギ
が半日陰をつくって暑さ対策にもなる。

右上から時計回りにコマ
ツナ、チンゲンサイ、冬
華、ブロッコリー、紫ブ
ロッコリー。同じ“花芽”
といっても、見た目の色
や形状もさまざま。苦味、
辛味、甘味などそれぞれ
の味わいにも幅がある。
畑でつまんで試食して、
食べ方を考えるのも楽し
みのひとつ。

の
タ
ネ
を
ま
い
て
混
植
栽
培
を
し
ま
す
。

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
収
穫
後
も
ネ
ギ
は
残
し

た
ま
ま
、
２
月
下
旬
に
黒
マ
ル
チ
を
は
ず
し

て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
定
植
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収

穫
後
、
７
月
下
旬
に
ネ
ギ
を
掘
り
上
げ
て
干

し
ネ
ギ
苗
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
混
植
栽
培

に
利
用
で
き
ま
す
。

　
毛
呂
さ
ん
が
実
践
す
る
、
ネ
ギ
を
中
心
に

回
す
混
植
リ
レ
ー
栽
培
で
す
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
お
い
し
く
な
り
、
ネ
ギ

は
葉
を
カ
ッ
ト
し
て
適
宜
収
穫
で
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
植
え
る
畝
の
セ

ン
タ
ー
に
ネ
ギ（
九
条
太
の
干
し
ネ
ギ
苗
）を

植
え
て
お
き
、
11
月
上
旬
に
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

2

1

ポ
イ
ン
ト

ネ
ギ
を
中
心
に
回
す
混
植
リ
レ
ー

畝
の
端
に
株
を
残
し
て
花
芽
を
待
つ

毛
呂

　
秋
冬
に
収
穫
す
る
コ
マ
ツ
ナ
、
ハ
ク

サ
イ
、チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
な
ど
の
葉
物
野
菜
は
、

畝
の
端
の
ほ
う
に
数
株
残
し
て
お
い
て
、
毎

年
、
春
一
番
に
芽
吹
く
花
芽
を
収
穫
し
て
楽

し
み
ま
す
。

竹
内

　
畝
の
端
に
花
芽
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
ん

で
す
ね
。
管
理
も
収
穫
も
し
や
す
そ
う
で
す
。

毛
呂

　
は
い
。
端
な
ら
ば
、
畝
を
使
い
回
し

て
い
く
う
え
で
邪
魔
に
も
な
り
ま
せ
ん
し
。

竹
内

　
そ
れ
に
し
て
も
、
野
菜
の
端
境
期
に

花
芽
が
出
て
く
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
。

毛
呂

　
は
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜
に
よ
っ
て

花
芽
の
味
わ
い
が
違
っ
て
楽
し
い
で
す
。
ま

た
、
私
の
地
域
は
昔
か
ら
漬
物
屋
さ
ん
が
菜

の
花
漬
け
を
つ
く
っ
て
い
て
、
ナ
バ
ナ
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。

竹
内

　
菜
の
花
漬
け
、
お
い
し
そ
う
で
す
。

毛
呂

　
私
も
ナ
バ
ナ
の
「
冬と
う

華か

」（
タ
キ
イ
種

苗
）
を
育
て
て
菜
の
花
漬
け
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
菜
の
花
漬
け
は
塩
、
酒
、
み
り
ん
で

春
の
花
芽
野
菜

秋
植
え
の
葉
物
野
菜
の
花
芽
と

栽
培
品
種
の
ナ
バ
ナ
を
育
て
る
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に
管
理
し
て
い
ま
す
か
。

毛
呂
　
11
月
に
入
る
と
気
温
が
か
な
り
下
が

る
の
で
白
寒
冷
紗
を
掛
け
、
11
月
中
下
旬
か

ら
本
格
的
に
寒
く
な
っ
て
き
た
ら
、
さ
ら
に

上
か
ら
不
織
布
を
か
ぶ
せ
て
い
ま
す
。

竹
内
　
凍
害
が
心
配
な
地
域
で
は
被
覆
資
材

が
役
立
ち
ま
す
ね
。
た
だ
、
掛
け
っ
ぱ
な
し

に
し
て
い
る
と
春
先
に
早
々
と
花
が
咲
い
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
中
間
地
、
暖
地
な
ど
温
か
い
地
域
で
は
、

被
覆
資
材
を
利
用
せ
ず
に
、
自
然
に
ま
か
せ

て
花
芽
を
収
穫
で
き
ま
す
が
、
ヒ
ヨ
ド
リ
な

ど
の
鳥
に
は
注
意
し
ま
す
。
食
べ
物
が
少
な

い
冬
季
、
つ
い
ば
ま
れ
て
丸
裸
に
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
防
鳥
ネ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

側
枝
を
伸
ば
し
て
長
期
収
穫

毛
呂
　
冬
華
は
11
月
末
く
ら
い
に
草
丈
30
㎝

に
育
っ
た
ら
、
頂
点
に
つ
く
最
初
の
つ
ぼ
み

を
早
め
に
切
り
落
と
し
て
収
穫
し
、
側
枝
を

伸
ば
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
12
〜
15
㎝
伸

び
た
花
茎
を
つ
ぼ
み
が
開
く
前
の
や
わ
ら
か

い
う
ち
に
こ
ま
め
に
摘
み
な
が
ら
、
春
先
ま

で
長
く
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

竹
内
　
私
は
「
の
ら
ぼ
う
菜
」（
固
定
種
）
が

お
す
す
め
。
側
枝
が
多
く
出
る
タ
イ
プ
で
、

家
庭
菜
園
で
も
人
気
が
あ
り
ま
す
ね
。
の
ら

ぼ
う
菜
は
、１
株
だ
け
で
も
タ
ネ
採
り
で
き
、

他
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
野
菜
と
交
雑
し
な
い
た

め
、
簡
単
に
自
家
採
種
で
き
ま
す
。

毛
呂

　
お
い
し
い
花
芽
を
長
く
収
穫
し
た
い

で
す
ね
。

竹
内

　
の
ら
ぼ
う
菜
は
主
茎
を
早
い
う
ち
に

長
め
に
切
っ
て
摘
芯
収
穫
す
る
と
い
い
で
す

よ
。
側
枝
の
数
が
減
る
分
、
一
つ
ひ
と
つ
の

側
枝
が
太
く
育
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
後
の

花
芽
の
収
穫
も
、
茎
に
葉
を
２
枚
残
し
て
花

芽
部
分
を
長
め
に
摘
み
ま
す
。
摘
む
た
び
に

い
い
花
芽
が
あ
と
を
追
っ
て
出
て
き
ま
す
。

漬
け
て
お
く
だ
け
で
簡
単
に
つ
く
れ
、
特
有

の
ク
セ
や
渋
味
が
な
く
、
苦
味
も
穏
や
か
。

茎
の
部
分
が
や
わ
ら
か
く
、
甘
く
て
お
い
し

い
で
す
。
冬
華
は
秋
ま
き
し
て
、
年
内
か
ら

春
先
く
ら
い
ま
で
収
穫
で
き
ま
す
。
近
隣
の

家
庭
菜
園
で
も
、
冬
華
を
育
て
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。

竹
内
　
毛
呂
さ
ん
は
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て

冬
華
や
花
芽
野
菜
コ
ー
ナ
ー
を
ど
ん
な
ふ
う

不
織
布
を
う
ま
く
調
整
し
な
が
ら

ト
ウ
立
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

毛呂
さん

冬華を垂直仕立て栽培
比較的浅いところに根を張るため倒れないよう、ヒモを張って
垂直仕立てにする。畝の両端から途中、数か所に支柱を立て、
10～20㎝高さのところにヒモを張り、列の外側に広がった葉
をヒモで支えるようにする。年内にできるだけ株を大きく育て
るため、１～２回土寄せして根張りを促す。

春先はネットで鳥害を防ぐ
毛呂さんイチオシのハクサイの花芽。春先になるとヒヨドリな
どが花芽をねらってくる。花芽が出る前に鳥害にあうこともあ
るので要注意。防鳥ネット、防虫ネット、寒冷紗などで対策する。

ナバナ「冬華」のからし
和え。冬華はナバナ特
有の苦味が少なく食べ
やすい。おひたしやゴ
マ和えでも。菜の花漬
けは塩、酒、みりんで
漬けるだけ。
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家
庭
菜
園
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

幅
が
広
が
る
花
芽
の
楽
し
み
方

春
ま
き
で
も
う
一
作
、
す
ぐ
に
収
穫

竹
内
　
葉
物
野
菜
の
タ
ネ
を
、
春
先
に
畑
に

ま
く
と
葉
が
出
た
と
思
う
と
す
ぐ
に
ト
ウ
立

ち
し
て
花
芽
が
つ
き
ま
す
。
小
さ
く
て
一
度

刈
り
取
っ
た
ら
終
わ
り
で
す
が
、
葉
と
花
芽

を
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。
タ
ネ
ま
き
は
梅
の

満
開
か
ら
桜
が
咲
く
頃
ま
で
に
。

毛
呂
　
い
い
で
す
ね
。
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

竹
内
　
マ
ル
チ
を
片
付
け
て
い
な
い
空
き
畝

な
ど
に
、
余
り
ダ
ネ
を
ま
い
て
試
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ふ
つ
う
、
葉
物
野
菜

の
ト
ウ
立
ち
は
〝
失
敗
〞
な
の
で
す
が
、
家

庭
菜
園
で
は
失
敗
が
成
功
に
も
な
り
、
楽
し

め
る
の
が
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　
長
期
収
穫
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
花
芽
が
あ
る

分
だ
け
残
さ
ず
に
摘
む
こ
と
。
摘
め
ば
こ
れ

か
ら
芽
が
出
て
く
る
と
こ
ろ
に
養
分
が
回
り
、

収
量
が
増
え
ま
す
。
私
の
畑
で
は
摘
む
だ
け

摘
ん
で
、
食
べ
切
れ
な
い
分
は
、
草
マ
ル
チ

と
し
て
使
っ
て
い
る
く
ら
い
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
花
芽
を
食
べ
比
べ
る

毛
呂

　
ハ
ク
サ
イ
は
や
わ
ら
か
く
て
甘
く
、

私
の
い
ち
ば
ん
の
お
気
に
入
り
。
チ
ン
ゲ
ン

サ
イ
は
、
ミ
ニ
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
よ
う
な
形

で
出
た
葉
に
花
芽
が
つ
い
て
か
わ
い
い
で
す
。

竹
内

　
私
は
タ
ア
サ
イ
の
花
芽
が
大
好
き
。

青
臭
さ
や
辛
さ
は
な
く
、
う
ま
味
が
強
く
て

コ
ク
が
あ
り
ま
す
。
ミ
ズ
ナ
、
ミ
ブ
ナ
の
花

芽
は
少
し
ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
味
が
あ
り
、
サ

ラ
ダ
に
入
れ
て
も
お
い
し
い
で
す
。

毛
呂

　
ル
ッ
コ
ラ
の
花
芽
は
ゴ
マ
の
味
が
し

て
お
い
し
く
、
タ
ネ
採
り
も
し
ま
し
た
。

竹
内

　
ケ
ー
ル
も
お
す
す
め
で
す
。
花
芽
は

小
さ
な
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
よ
う
な
感
じ
。
ト

ウ
立
ち
の
時
期
が
遅
い
の
で
、
ほ
か
の
花
芽

が
終
わ
っ
た
頃
に
ケ
ー
ル
の
花
芽
が
楽
し
め

ま
す
。
ト
ウ
立
ち
前
は
葉
を
摘
み
採
っ
て
食

べ
ま
す
。

毛
呂
　
ケ
ー
ル
の
花
芽
も
食
べ
ら
れ
る
と
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
育
て
て
み
ま
す
。

タアサイ、ミズナ、ミブナは９月上
中旬、セルトレイにタネまき。霜が
降りる前までに葉２～３枚に育苗。
直まきよりタネまき時期を遅くでき、
株も大きくなり花芽も増える。

2

3 1

竹内
さん

1 ミブナ（写真上）、チンゲ
ンサイ（写真下）のナバナ。
ナバナは株が大きくしっかり
育っていると、越冬して翌春
にやわらかく太い花芽が多く
出てくる。生長点にアブラム
シが集まるのは窒素過多。 2

竹内さんお気に入りのタアサ
イのナバナ。濃厚な味わい。
3のらぼう菜のナバナ。側枝
が多く出て花芽が長期収穫で
きる。交雑せず、１株だけで
タネ採りできる。
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改正種苗法について：農林水産省が「登録品種」として認めた農作物のタネや苗は、開発者の知的財産権の保護のため、その独占
的販売権が25年（樹木の場合は30年）認められます。つまり、登録品種の種苗を増やして販売、譲渡することは原則禁止。ただし、
家庭菜園での自家消費を目的とした採種は禁じられていません。

栽培・監修●竹内孝功　撮影●加藤熊三　イラスト●小堀文彦　構成●編集部

おいしい野菜を収穫しながら、良質なタネも採って残したい！
そんなちょっと欲張りな家庭菜園を成功させるためには、
野菜ごとにコツがあります。タネ採り上手な人は、栽培も名人級。
野菜もタネもしっかり採れる、一石二鳥のテクニックを伝授します。

家庭菜園のための
野菜のタネ採り教室

アズキ第18 回

タネ採り
上手は

栽培名人！

種皮がアズキ色のものだけではなく、黒アズキ、白アズキなど地域によって個性豊かなアズキがある。
地域の風土に合った在来種が育てやすい。各地の在来種

極上アズキとして有名な「丹
たん

波
ば

大
だい

納
な

言
ごん

小
あ

豆
ずき

」など、晩生種で大粒になるものが多い。色が濃く、煮
炊きしても割れにくくておいしい。しかし、栽培期間が長いため、虫害やカビが発生しやすく、難
易度はやや高め。

大
だい

納
な

言
ごん

小
あ

豆
ずき

収穫までの期間が短く、草姿はコンパクト。比較的小粒で収量が少なめになるが、栽培しやすい。早
わ

生
せ

小
あ

豆
ずき

アズキのタネを採るならこの品種がおすすめ！

虫
食
い
と
カ
ビ
が
大
敵
！

適
正
な
時
期
に
ま
い
て
育
て
る
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シートの上に広げて１週間ほど天日に干した
あと、晴れた日に踏んで脱穀。フルイなどで
ごみを選別します。また、吸水しやすいダイ
ズと違って、アズキは水洗い可能。バケツの
水に沈めて“アズキ洗い”をすると、軽いご
みが浮くので取り除けます。タネとして保存
するものは、さらに天日に当てて１週間ほど
干して徹底的に乾燥。手選別できれいなもの
だけをより分け、ペットボトルで脱気保存し
ます。⇒81ページ

大納言系統に多い晩生品種など、早生品種以
外は本葉６枚目を手でつまんで摘芯。摘芯し
ないと、“ツルボケ”して実がつかなくなり
やすいほか、風通しが悪くてカビの発生や、
害虫を招きやすくなります。摘芯することで、
ほぼ確実に実らせることができます。また、
開花中に乾燥すると、マメがつかなくなるの
で注意。10日に１回程度、“ストチュウ水”（81
ページ）をかけると虫よけ効果も。
⇒78～79ページ

アズキの花はいっせいに咲かず、１か月以上
かけてバラバラと開花を続けるので、マメが
できるタイミングもバラバラ。放っておくと
最初にできたマメが雨に当たり、カビや虫害
で傷みます。またはサヤが弾け、マメが落ち
てしまうことも。そのため、黄色～茶色にな
ったサヤを１本ずつハサミで切ってまず２回
ほど収穫。３回目の最終収穫では、株ごと刈
り採って、天日に干してよく乾燥させます。
⇒79ページ

アズキは夏アズキと、秋アズキに大きく分け
られます。早生品種に多い夏アズキは４月～
５月上旬にタネをまいて８月～９月上旬に収
穫。中生・晩生品種に多い秋アズキは日が短
くなると開花が始まる性質をもつため、６月
～７月にタネをまき、９月下旬～11月上中
旬に収穫します。秋アズキを早まきすると、
茎葉ばかり茂ってサヤがつかない“ツルボケ”
になってしまうので注意。
⇒80ページ

〝
ア
ズ
キ
洗
い
〞を
し
て
、徹
底
的
に
乾
燥
さ
せ
る

アズキのタネ採りのポイント

水洗いＯＫ！
脱気してペットボトル保存

早生品種以外は、
本葉６枚目を摘芯する4

ポイント

2
ポイント

３回に分けて収穫し、
カビさせない！

品種によって
タネまき時期が異なる3

ポイント

1
ポイント
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ア
ズ
キ
の
収
量
を
上
げ
る
コ
ツ
は
、 〝
土

寄
せ
〞
！
　
本
葉
２
〜
３
枚
の
と
き
に
、

初し
ょ

生せ
い

葉よ
う

の
す
ぐ
下
ま
で
株
元
に
土
を
盛

り
、
さ
ら
に
４
〜
５
枚
に
な
っ
た
ら
、
初

生
葉
を
完
全
に
埋
め
ま
す
。

　
土
寄
せ
を
し
て
育
て
る
と
、
土
中
に
埋

ま
っ
た
茎
か
ら
〝
不ふ

定て
い

根こ
ん

〞
が
出
て
、
根

量
が
増
え
る
た
め
、
養
水
分
を
吸
収
す
る

力
が
ア
ッ
プ
。
根
張
り
が
よ
く
な
る
の
で
、

株
の
重
さ
で
倒
れ
、
サ
ヤ
が
地
面
に
触
れ

て
カ
ビ
が
生
え
る
の
も
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、

マ
メ
科
の
ア
ズ
キ
の
根
に
は
微
生
物
の
根こ
ん

粒り
ゅ
う

菌き
ん

が
増
え
、
空
気
中
の
窒
素
を
供
給

し
て
生
育
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。
ち
な
み

に
不
耕
起
の
畑
で
は
、
土
寄
せ
の
代
わ
り

に
、
刈
り
草
を
株
元
に
重
ね
て
い
く
と
同

じ
効
果
が
得
ら
れ
、保
湿
に
も
な
り
ま
す
。

ア
ズ
キ
は
１
か
月
以
上
も
か
け
て
次
々
と

開
花
し
ま
す
。
順
次
、
茶
色
く
な
っ
た
サ

ヤ
は
早
め
に
１
本
ず
つ
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て

収
穫
し
て
い
く
こ
と
で
、
脱
粒
や
カ
ビ
な

ど
で
傷
む
こ
と
を
避
け
ら
れ
ま
す
。

１回目の土寄せ

２回目の土寄せ初生葉

マメ科の根につく小さなコブ
に、根粒菌が共生。窒素を供
給してくれる。とくに地表に
近い不定根にたくさんつく。

埋まった茎から不定根が出
て、養水分を吸う力がアップ。

本葉６枚目を手でつまんで摘芯
すると、実つきがよくなる。た
だし、早生品種は摘芯禁止！

ア
ズ
キ
の

ボ

ツ
タ
ネ
採
り
の

土寄せによって
根量が増えて

生育がグンとよくなり、
株の重さで

倒れるのも防ぐ！

ポ イ ン ト

1

3

5 枚目

 枚目

 枚目

 4枚目

2枚目
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開花後、30～40日でサ
ヤが緑色から黄色、褐色
に変わってくる。

土寄せしたところに
不定根が増え、根粒
菌が多くつく。

小さなコブの中に、
マメ科の根に共生す
る根粒菌がいる。

８月～９月、長期にわたって黄色い
花がバラバラと開花し、順次実って
サヤがつく。

熟したものから、３回に分けて収穫。１回目、
２回目は黄色～褐色になったサヤを１本ずつ
採り、最終的には株元から刈り採って収穫す
る。ただし、早生はいっせい収穫でＯＫ。

家庭菜園のための野菜のタネ採り教室

８月～９月の開花、結実期は、
虫害や水不足による収量減少に
なりやすい。とくに乾燥すると
サヤにマメが入らなくなる。５
～７日に１回、ストチュウ水（81
ページ）をたっぷりかけよう。

開花期は水切れに注意！

ア
ズ
キ
は
の
ん
び
り
、バ
ラ
バ
ラ
と
開
花
す
る
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品種ごとの適正なまき時期を守ることが
とくに重要！　人気の高い大納言系統な
どの秋アズキは、６月中旬～７月中旬、
地温がしっかり上がってからタネをまく。
早まきすると茎葉ばかりが繁茂する“ツ
ルボケ”になり、花がつかないので注意。
また、養分過多でも実がつかなくなるた
め、元肥は入れず、もみ殻くん炭をすき
込んでおく（下参照）。

開花期に乾燥するとマメが入らなくなる
ので、5～7日に１度、夕方にストチュ
ウ水のシャワーを上からたっぷりとかける。
ミネラルなどを吸収して、生育促進にな
る。また、アズキはカメムシなどの害虫
被害にとてもあいやすいが、“ストチュ
ウ水”（左ページ）をかけると虫よけ効果
もある。

初生葉の次に出る本葉が２～３枚になっ
たら、弱そうなものを間引いて、１か所
２～３本立ちにする。同時に、初生葉の
すぐ下まで株元に土を盛る。本葉４～５
枚になったらさらに土寄せをして、初生
葉を完全に埋める（78ページイラスト）。
根量と根粒菌が増え、がっちりとした倒
れづらい株に生育する。

サヤが実ってからも、黄色い花が咲き続ける。

不耕起栽培の場合は、土寄せの代わりに刈り
草を株元にこんもりと盛る。 株間30㎝で、３～４粒ずつタ

ネをまく。夕方にまくと、マメ
をねらう鳥に見つからない。

タネまき後も、もみ殻くん炭をのせる。

もみ殻くん炭

本葉６枚のときに摘芯する（78ページイラ
スト）。ただし、早生品種は摘芯すると、
逆に生育が悪くなるのでしない。

肥沃地でも痩せ地でも、もみ殻くん炭を１㎡あ
たり１ℓ程度すき込んでおくと、水はけ、水も
ちがよくなり、リン酸を供給してくれる土壌微
生物の菌根菌が働きやすくなる。さらにタネま
き後も、覆土したあとにもみ殻くん炭をのせる
と、黒色が光を吸収して地温が上昇し、発芽が
そろいやすい。

摘芯した
６枚目の葉

①
適
正
な
時
期
に
タ
ネ
を
ま
く

目
指
せ
！
ア
ズ
キ
の
タ
ネ
採
り
名
人

ア
ズ
キ
の
タ
ネ
を
採
る
ま
で

②
間
引
き
と
土
寄
せ

③
開
花
期
は
し
っ
か
り
保
湿

元肥は入れず、
もみ殻くん炭で土づくり

早生以外は摘芯する
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開花後、30～40日程度でサヤが黄褐色になっ
てくる。午前中の朝露がなくなった頃を見計ら
い、色が変わったサヤを１本ずつハサミで切っ
て収穫する。昼すぎには乾燥し、サヤに触れた
とたんパチパチと弾けてマメが落ちてしまうの
で注意！　夕方は湿り気を帯びてくるので、収
穫後にカビやすくなる。最終的には株に残った
サヤの２割ぐらいが黄色くなったら、株元から
刈り採る。

黄褐色になったサヤを１本ずつ収穫。

最後は株ごと刈り採って収穫。

発芽率を維持したまま２～３年保存できる。

晴れた日の10～14時に、茎葉つきのまま踏ん
で脱穀する。石や泥がついていない靴で踏むか、
シートを重ねてその上から踏む。脱穀したら、
フルイにかけてタネとサヤを分ける。さらに高
いところからタライなどに落とすと、細かいご
みを風で飛ばせる。後日水洗いして、浮いてき
た軽いごみや未熟豆を取り除く。

開花している間は、5～7日に１度の“ストチュウ水”
のシャワーで生育を応援。しばらく雨が降らないと
きは、よりたっぷりとかける。

収穫後はすぐにシー
トの上に広げ、雨の
当たらない場所で１
週間ほど天日乾燥さ
せる。下になった部
分が蒸れないよう、２～３日ごとに天地返しを
して、まんべんなく乾燥させる。やがてサヤが
茶色くなり、茎葉の養分がマメに行き届く。

ペットボトルにアズキを８～９割入れて、フタ
を緩めに締めておく。１週間～１か月ほど、立
てたままの状態で置いておくと、タネの呼吸に
よって出る二酸化炭素が下から充満。これでフ
タをしっかり締めれば脱気が完了。虫の卵が入
っていても孵化できず、タネが休眠して長期保
存できる。

アズキは吸水しづらいので、短時間なら水洗い
できる。何回か水を交換して洗い、浮いてきた
ごみを流す。水が透明になり、ごみが浮いてこ
なくなったらザルに引きあげ、直射日光が当た
る場所に広げて一気に乾かす。さらに１週間、
よく天日乾燥させる。

家庭菜園のための野菜のタネ採り教室

⑦
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
脱
気
保
存

⑤
乾
燥

⑥
脱
穀
と
調
整

アズキは水洗いOK

④
収
穫

●原液のつくり方：醸造酢、焼酎、木酢液（竹酢液
でもＯＫ）を同量ずつ混ぜる。原液はペットボトル
に入れて保管。
●使い方：水で300倍に薄めて野菜に散布。ペット
ボトルのキャップ３杯の原液を７ℓの水に混ぜると
約300倍になる。

※焼酎は、安価なアルコール度数20度のものよ
り25度がおすすめ。

ストチュウ水のつくり方

開花期に“ストチュウ水”が効く！
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自家採種を長く続けている、
おいしい固定種野菜のタネが編集部に集まりました。
“育ててタネをつなぎたい”と
希望する読者のみなさんにお譲りします。
巻末のアンケート用紙に
希望の記号（A～K）を記入してご応募ください！

今
号
の
別
冊
付
録
「
菜
園
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
９
月
の
写
真

は
、
田
村
さ
ん
の
畑
で
育
っ
て
い
る
ベ
ル
ピ
ー
マ
ン
。
鈴

な
り
に
実
る
ベ
ル
ピ
ー
マ
ン
は
見
た
目
も
美
し
い
！

5
名様に

各

自然栽培農家、
ベテラン菜園家たちが
自家採種を続ける
野菜のタネをお譲りします！

A

無農薬、無肥料で固定種野菜を栽培している、神奈川県の「わ
んぱく自然農園たむそん」のベルピーマン。育て方はピーマ
ンと同じで、ベルのようなユニークな形のピーマンが鈴なり
に実ります。「草マルチを厚く敷いて、無肥料栽培で育てて
みてください。実は甘くてジューシー。生のまま食べるのが
いちばんおいしいと思います」と、田村吾郎さん。

田村吾郎さんのベルピーマン

大募集
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1 中間地では４月に種イモを苗床に伏
せ込んで不織布のトンネルでカバー。苗
採りは６月から始めます。 2「水はけの
いい畝を用意してサツマイモをおいしく
育ててください」と照沼さん。

応募者多数の場合は抽選になります（各５名様）。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。なお、発芽テストをしていないタネもありますのでご了承ください。

京都・山科地区の在来種で、皮が薄
くて流通に向かず、ほぼ地元で消費
される幻のナス。プランター栽培の
達人、東京都の安藤康夫さんの自家
採種17年目のタネです。「数種類の
ナスを育てていますが、山科ナスは
最高のおいしさ」と安藤さん。

無肥料、無農薬の自然栽培を実践する、埼玉県の明石農園（38ペー
ジ参照）の地這いキュウリです。節成りではなく枝成りタイプ。地
面に這わせることも、支柱を立ててネットを張り上に伸ばして育て
ることもできます。暑さに強く、樹が疲れにくいのが特徴。伸び伸
びとツルを伸ばして丈夫に育ち、長期間収穫できます。「採り遅れ
て大きくなったキュウリも、皮をむいて炒めて食べるとおいしいです」
と明石さん。頻繁に畑に通えないという方にもおすすめです。
44ページでも紹介しています。

B

D 照沼勝浩さんは茨城県で200年以上続く農家の20代目です。イネ
科緑肥と海藻化石の天然ミネラル（本誌11月冬号で紹介）で土づく
りをし、サツマイモを無農薬で栽培。生産販売する干しイモは大人
気です。今回、照沼さんが苗採りに使う「べにはるか」の種イモを、
特別に本誌読者に分けていただきました。種イモの発送は４月。そ
れまでは照沼さんが種イモをしっかり保管管理してくれます。

照沼勝浩さんのべにはるか（種イモ）

安藤康夫さんの山
や ま

科
し な

ナス

明石誠一さんのときわ地
じ

這
ば

いキュウリ

C
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埼玉県の実験畑で自家採種３年目のオクラ、スターオブデイビ
ッド（ダビデの星、イスラエル原産の固定種オクラ）です。自
然栽培農家、関野幸生さんからいただいたタネをつないでいま
す。コロンとした重量感のある角オクラで、胴切りすると断面
は星形。肉厚でモチッとした食感、食べごたえがあり、香りも
よいです。この夏、編集部の実験畑では「サヤごとまき」をして、
オクラの障壁をつくりました（本誌11月冬号で紹介）。

本誌連載でおなじみ、長野県の竹内孝功さんが自家採種を
続ける善光寺キュウリです。竹内さんは自然菜園による自
給ライフを提案し、多岐にわたる野菜のタネ採りを実践し
ています。「長野県の在来種で、実が短く太いのが特徴。
加熱調理に向きますが、皮が薄く肉質が緻密で生でもおい
しく味わえます。ここ数年の暑い夏を乗り越えてつないで
きたタネですから、猛暑にめげずに育つと思います」と竹
内さん。

静岡県の菜園家、中野みどり
さんが長年タネをつないでい
るラッカセイ。「おおまさり、
千葉半立、黒ラッカセイなど
も育てていますが、このラッ
カセイは味が濃くて気に入っ
ています。品種名はもはやわ
かりませんが。秋から春にか
けてイネ科の緑肥を育てて地
力を上げ、無農薬で栽培して
います」と中野さん。編集部
でも中野さんのラッカセイを
育てています。うまいです。

埼玉県の山川理さん（22ページ参照）は、家庭菜園向きの野菜を育
成する育種家。イチゴやスイカをはじめ数々あるオリジナル品種の
中から、今回、天神ピーマンのタネを譲っていただきました。一般
には売られていない貴重なタネです。「肉厚で高糖度。ジューシーさ
が特徴のおいしいピーマンです。盛夏には収量が落ちるものの、涼
しくなると再びなり始め、秋深くまで収穫が続きます」と山川さん。

山川 理さんの天
て ん

神
じ ん

ピーマン

編集部の実験畑 スターオブデイビッド

竹内孝功さんの
善
ぜ ん

光
こ う

寺
じ

キュウリ

中野みどりさんの
ラッカセイ

『手のひらで、はじめる自然菜園プランターづくり』～
「オーガニックサラダバーをはじめてみませんか？」と
題し、手のひらサイズの底面給水プランターで、土詰
め、タネまきを体験。自然菜園プランターづくりを学
ぶワークショップです。つくったプランターは持ち帰
りできます。講師は竹内孝功さん。●場所：東京ミッ
ドタウン日比谷B１地下広場　●日時：2025年１月
17日～19日の３日間（1日３回）　●料金：5,500円
（１プランター）　●参加人数：各回10名限定
https://www.hibiya.tokyo-midtown.com/
shokutoikiru/workshop/detail_001.html

ミッドタウン日比谷イベント2025で
竹内孝功さんがワークショップを開催

E

F

H

G
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愛媛県の菜園家、三並清継さんからはウリ類のタネ
３種。すっきりした甘さで人気のマクワウリ（タイ
ガーメロン、ニューメロン）、食感が楽しい錦糸瓜（そ
うめんカボチャ）です。三並さんは昨年まで本誌で“超”
減肥の有機栽培を連載。「マイエンザやタンニン鉄
を利用。マクワウリも錦糸瓜も、少肥の有機栽培で
おいしくなります」と、三並さん。※写真は編集部
の屋上菜園で育つニューメロンです。

千葉県の菜園家、太田登美子さんが育てている固定
種ミニトマトです。ワーンはタイ語で「甘い」の意
味です。「数年前、野口種苗研究所でタネを購入し、
以来、タネ採りを続けています。ワーンミニトマト
は甘味がとても強いミニトマト。直径３㎝くらいの
実が果房にずらりとつきます。雨よけなしでよく育
ち、おいしい実がたくさん採れるのでおすすめ。お
裾分けするとよろこばれますよ」と太田さん。

関野幸生さんが講師を務める、実践的な無肥料自然栽培講座です。固
定種・在来種の自家採種を基本に、農薬や肥料に頼らず、自然や土の
力を生かした無肥料自然栽培の基本を実習で学んでいく実践講座です。
●期間：2025年3月～2026年2月（原則として毎月第１と第３日
曜日）　●全23回　●定員30名　●畑の場所：埼玉県富士見市　●
受講料：66,000円（指導料、タネ・苗、農具・資材使用料、保険料込）
※はじめて自由学校連続講座を受講される方は別途入学金10,000円
が必要となります。収穫物、タネを持ち帰れます。

畝
立
て
、タ
ネ
ま
き
、苗
の
植
え
つ
け
、野
菜
の

世
話
、
収
穫
か
ら
自
家
採
種
ま
で
、
畑
で
の
実

践
を
通
し
て
自
然
栽
培
の
基
本
を
学
び
ま
す
。

応募者多数の場合は抽選になります（各５名様）。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。なお、発芽テストをしていないタネもありますのでご了承ください。

埼玉県の自然栽培農家、関野幸生さん
が自家採種を続けている、アロイトマ
トのタネ。アロイはタイ語で「おいしい」
の意味です。露地栽培で育てやすい、
糖度、酸味、うま味のバランスがよい
大玉トマトです。「無肥料自然栽培で
つないできたタネですから、無肥料、
もしくは少肥の有機栽培でよく育ちま
す。おいしい実からタネを採って、ぜ
ひつないでください」と関野さん。

関野さんの実践講座申し込み受け付け中！
〈たね〉からはじまる無肥料自然栽培2025

☎03-5209-3455　office@parc-jp.org
https://www.parcfs.org/2025-tanePARC 自 由 学 校

I
J

K

関野幸生さんの
アロイトマト

三並清継さんのウリ類３種セット
タイガーメロン、ニューメロン、錦糸瓜（きんしうり）

太田登美子さんのワーンミニトマト
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埼
玉
県
北
本
市
の
読
者
の
家
庭
菜
園
に
通

い
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
早
ま
き
栽
培
を
試
み

ま
し
た
。
ね
ら
い
は
害
虫
対
策
で
す
。

　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食
い
荒
ら
す
害
虫
〝
ア

ワ
ノ
メ
イ
ガ
〞
被
害
の
ピ
ー
ク
は
真
夏
。
そ

の
前
に
収
穫
を
済
ま
せ
て
し
ま
お
う
と
い
う

〝
肩
透
か
し
〞作
戦
で
す
。

　
肥
料
は
最
小
限
を
心
が
け
、
３
月
10
日
に

構成●編集部　撮影●編集部

３
月
ま
き
で
害
虫
被
害
を
か
わ
す
！

編
集
部
の
実
験
畑

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
早
ま
き
栽
培

3

4 2

1

トウモロコシは“おおもの”（ナント
種苗）を育てました。馬力があって
１株から２果採りも楽しめます。

❷溝底にタネを３粒まき
黒マルチを張ってから２週間後、３月10日に
トウモロコシのタネをまきました。まき方は、
株間30㎝、条間60㎝の２条まきです。まず、
マルチに穴をあけ、拳をギュッと押しつけて深
さ７～８㎝の溝をつくります。底にトウモロコ
シのタネを３粒置き、土を２㎝ほどかけたら、
拳で押してしっかり鎮圧します。発芽適温は25
～30度なので、溝底にまくことで少しでも温
度を上げて、トウモロコシの発芽を促すのがね
らいです。水やりはしません。

❶ひっくり返し畝づくり
1 ガッテン農法の三浦伸章さんが推奨する“ひ
っくり返し畝”をつくります。まず、畝を立て
る場所に米ぬかをうっすらとまきました。理由は、
畑にしてからまだ２年目で土がかたく、十分に
土が肥えていないと判断したため。 2 ショベル
を約45度の角度で深く挿します。 3 ショベル
の持ち手を押し下げて、テコの原理で土を起こ
します。4 土を塊のままゴロンと反転させます。
土の塊をなるべく崩さないのが、ひっくり返し
畝づくりのポイントです。畝１本分の土をひっ
くり返したら、表面をならして平らにして、黒
マルチを張って土を温めておきます。

ビニールトンネルで
保温して発芽を促す
タネをまき終えたらすぐにビニール
トンネルを掛けて保温に努めます。
一般的なまき時期よりも１か月以上
フライングしているため、保温なし
では発芽がそろいません。畝に不織
布をべた掛けしたうえでビニールト
ンネルを掛ければ、保温効果はさら
にアップします。

P O I N T
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６月９日、４月まきの畝の様子。エ
ダマメが小さいままで、混植効果は
得られず。その後、トウモロコシに
押され、エダマメは収穫も不調に。

❻ずらしまきで連続栽培
４月10日、トウモロコシを追いまき。黒マルチの畝に、一般的なタネのまき方をし、不織布
のべた掛けで発芽を促します。また、畝の際にエダマメをまいてアワノメイガ忌避をねらいま
したが、エダマメの育ちがゆっくりすぎて目立たなかったせいか、混植効果は薄くアワノメイ
ガ被害を防ぎ切れませんでした。次回はエダマメを先行して育てておくか、ツルありインゲン
を混植してトウモロコシに巻きつかせる作戦で、アワノメイガを抑えようと思います。

❸間引きと追肥
４月上旬、本葉３枚の頃に株元を切り間引
きをし、１か所に１本を残します。植え穴
にひと握りの米ぬかをまいて軽く土をかけ、
追肥をしておきます。トンネルはまだ掛け
たままですが、暖かい日が増えてきたので、
風が通るように裾を少しあけておきます。
トンネルを撤去したのは４月下旬です。

❹摘芯と人工授粉
５月25日、アワノメイガ被害を減らすね
らいで、雄穂（ゆうすい）を摘芯。アワノ
メイガの成虫は雄穂にひかれて飛来するか
らです。周囲の株の雌穂（しすい）のヒゲに、
摘んだ雄穂をパタパタとはたいて人工授粉
をしておきます。なお、遅れて出てくる雌
穂の授粉用に、数本の雄穂は摘まずに残し
ておきました。

❺１株２果採り！
６月14日から収穫をスタート。穂をつか
んでみて実が充実していそうなものからも
ぎ取って収穫します。アワノメイガのピー
クよりも早い時期に収穫のタイミングを持
ってきたおかげで、被害はゼロではありま
せんでしたが、きれいな実がたくさん採れ
て満足のいく結果。なお、“おおもの”は
１株２果採りをしても十分に大きな実が採
れます。編集部では定番の品種です。

３月10日まき４月10日まき
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本連載を監修する竹内孝功さんが、
プランターの上達術をオンラインで伝授！
気になる疑問を直接質問もできます！

１
年
間
、
絶
え
間
な
く
連
続
栽
培
を
続
け
る

「
ぐ
る
ぐ
る
自
然
菜
園
プ
ラ
ン
タ
ー
」。
相
性

の
い
い
野
菜
同
士
を
リ
レ
ー
栽
培
で
育
て
な

が
ら
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
中
で
土
づ
く
り
も
進

め
て
い
く
た
め
、
土
を
捨
て
ず
に
繰
り
返
し

て
栽
培
を
続
け
ら
れ
ま
す
。

第
18
回
の
主
役
は
、ゴ
ボ
ウ
！

　
プ
ラ
ン
タ
ー

の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
、
短
型
ゴ
ボ
ウ
が
な

ん
と
最
大
10
本
も
収
穫
可
能
な
驚
き
の
プ
ラ

ン
で
す
。

写
真
●
加
藤
熊
三

　イ
ラ
ス
ト
●
小
堀
文
彦

　構
成
●
編
集
部

　

無
農
薬
で
よ
く
育
つ
！

　繰
り
返
し
栽
培
で
き
る
！

第

18
回

掘
り
た
て
ゴ
ボ
ウ
の
香
り
と
味
わ
い
を

プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
で
楽
し
め
る
！

畑の土壌を再現し、相性のい
い野菜を繰り返し育てること
によって、栽培を永続的に続
けられるプランターです。野
菜を連続栽培しながら、“土
を疲弊させずに育てる”こと
がテーマです。
⇒詳しいプランターのつくり
方は95ページ～

「ぐるぐる自然菜園
プランター」とは

プ
ラ
ン
タ
ー
で
楽
し
む

ぐ
る
ぐ
る
自
然
菜
園

たけうちあつのり

竹内孝功さん

栽培・監修

■自然菜園スクール
http://www.shizensaien.net/

オンラインセミナー

『自然菜園プランター』など開講中！

毎月開催中！

本連載をまとめた『プラ
ンターで育てる ぐるぐ
る自然菜園』が発売され
ました！

絶賛発売中!

短型ゴボウが
なんと10本も
収穫可能
ですよ～！
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掘
り
た
て
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
香
り
と
や
わ

ら
か
さ
が
魅
力
の
ゴ
ボ
ウ
。
し
か
し
、
一
般

的
な
品
種
は
深
さ
90
㎝
の
耕
土
が
必
要
と
さ

れ
、
水
は
け
が
悪
い
と
根
腐
れ
し
や
す
い
な

ど
、
畑
で
は
や
や
難
易
度
が
高
め
の
野
菜
で

す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
な
ん
と
プ
ラ
ン
タ
ー
で

「
短
型
ゴ
ボ
ウ
」
を
育
て
る
プ
ラ
ン
！
　
見

た
目
は
小
さ
く
て
も
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
香
り

と
豊
か
な
味
わ
い
は
掘
り
た
て
ゴ
ボ
ウ
な
ら

で
は
。
相
性
の
よ
い
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
混
植

す
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
養
分
を
分
け
合
っ

て
よ
り
お
い
し
く
、
健
全
に
育
ち
ま
す
。
お

も
に
関
西
地
方
で
親
し
ま
れ
、
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
と
し
た
茎
を
楽
し
む
春
野
菜
の
「
葉
ゴ
ボ

ウ
」
を
育
て
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　
た
だ
し
、
気
を
つ
け
た
い
の
が
連
作
障

害
。
ゴ
ボ
ウ
は
地
力
が
高
い
場
所
を
好
む
う

え
、
一
般
的
に
５
〜
６
年
は
同
じ
場
所
で
育

て
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
連
作

障
害
が
出
や
す
く
、
無
農
薬
栽
培
が
難
し
い

か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
リ
レ
ー
栽
培
も
ひ
と

工
夫
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
ゴ
ボ
ウ
の
収
穫
後

は
、
エ
ダ
マ
メ
を
育
て
る
こ
と
で
土
の
環
境

を
活
性
化
し
た
あ
と
、
根
深
ネ
ギ
の
効
果
で

土
を
消
毒
。
翌
年
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
ゴ
ボ

ウ
の
場
所
を
入
れ
替
え
て
、
再
び
栽
培
で
き

ま
す
。 短た

ん

型け
い

ゴ
ボ
ウ
と
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
が
お
互
い
に
生
長
促
進
！

１つのプランターで
これだけ楽しめます

秋冬 夏

梅の花の開花を目安に、ゴボウとホウレンソウのタネをまく。中央に段ボールを埋
めて「壁」をつくり、土を入れて、一段高くなった場所で短型ゴボウを育てるのが
ポイント。お互いに養分をうまく分け合い、えぐみのない、おいしい野菜に育つ。

短型ゴボウ（葉ゴボウでもＯＫ）／ホウレンソウ

春

ホウレンソウ、ゴボウの順に収穫したあと、６月中旬に
エダマメのタネをまく。遅まきにすることで、コンパク
トな株になるが、害虫のカメムシ被害を抑えられる。ま
た、エダマメの根に共生する根粒菌が空気中の窒素を取
り込み、土を豊かにする。

エダマメ
エダマメの収穫後、根深ネギを土寄せし
ながら春まで育てる。根深ネギの根から
分泌される有機酸が、土に残った有機物
を分解し、抗生物質が土を消毒してリフ
レッシュ。ゴボウの連作障害を防ぐ。

根深ネギ



２月中旬～３月初旬 ｜ タネをまく

90

プランター（95ページ）の中央に段ボール（高さ15㎝）２枚を埋
めて「壁」をつくる。壁の内側に土を５～６㎝入れ、短型ゴボ
ウのタネを２㎝間隔で２粒ずつまく。低い場所にはホウレンソ
ウを２㎝間隔でまく。短型ゴボウの大きい葉が直射日光をほど
よく遮り、ホウレンソウのトウ立ちを抑える。ゴボウ、ホウレ
ンソウともにトウ立ちしづらい春まき用の品種を選ぼう。

短型ゴボウ&ホウレンソウの
“驚異の連作プランター”の手順

ぐるぐる自然菜園プランター

くん炭腐葉土……腐葉土２：もみ殻くん炭１
オリジナル培土…野菜用培養土＋バットグアノ５％（容積比）

用語解説

もみ殻くん炭

オリジナル培土

もみ殻くん炭１：オリジナル培土１（上参照）を混ぜ
たものでタネを覆土。根腐れを防ぎ、地温が高まりや
すくなるほか、ホウレンソウも短型ゴボウもアルカリ
性のもみ殻くん炭を好むので、育ちがよくなる。ホウ
レンソウは厚さ1㎝、好光性種子の短型ゴボウは5㎜
と浅めに覆土を。

覆土のテクニック

30
㎝

60㎝

段
ボ
ー
ル
を
埋

め
て
「
壁
」
を

つ
く
る
。

1

「
壁
」
の
内
側
に
土
を
入
れ

る
。
ゴ
ボ
ウ
を
一
段
高
い
場

所
に
ま
く
こ
と
で
、
根
が
伸

び
る
ス
ペ
ー
ス
が
増
え
る
。

2

ホウレンソウのタネは、発芽率が低め。そこでタネ
まきの前日から、ボウルに水を張ってタネを浸けてお
く。24時間のうちに２～３回、新しい水に取り替える。
濁っていた水が透明になったらＯＫ。タネが半乾きの
状態でまくと90%以上発芽する。

ホウレンソウの発芽率アップ作戦

※種子の果皮を取り除き、裸状にした「ネーキッド種子」など、発芽
しやすいように加工されているタネはそのまままく。

２～３回水を取り替
え、24時間タネを水
に浸ける。

1タネをキッチンペーパー
に包み、半乾きのうち
にまく。

2
寒いときは不織布を掛け
ると、発芽がスムーズ。

ホウレンソウが
発芽！

2㎝
ホウレンソウ 短型ゴボウ段ボール

2㎝
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短型ゴボウは本葉２～３枚で４～５㎝、６～８枚で10㎝間隔に
なるように、１か所２本を同時に抜いて間引く。間引き菜は葉ゴ
ボウとして、茎をきんぴらやおひたしで楽しめる。ホウレンソウ
は本葉が３枚以上になったら、葉が触れ合ったところから間引き
収穫。大きくなったものは、ハサミの刃を土に少し潜らせて根か
ら切って収穫する。

タネまきから20～30日、ホウレンソウが本葉５～６
枚になったら、内側の列の収穫を終わらせ、そこに８
粒の発酵油かす（中粒）を半埋めにして追肥する。

プランターで楽しむぐるぐる自然菜園

３月～ ｜ 間引き収穫スタート

3月 ｜ 1回目の追肥

“カル酢入りストチュウ水”で
おいしくなる

水やりは表面が乾いたらたっぷりと。底面給水プラ
ンターでは、春なら週 1回程度の水やりで大丈夫。
ホウレンソウの間引きを開始したら、水の代わりに“カ
ル酢入りストチュウ水”を上からかけると、好物のカ
ルシウムをはじめミネラルを吸収しておいしく育つ。

材　　料

［ストチュウ水］醸造酢、焼酎、木酢液（81ページ）
［カル酢］卵の殻（１個分）、醸造酢（100～150 ㎖）

つくり方

❶ ストチュウ水の材料を同量ずつ混ぜる。

❷ 別の容器でカル酢をつくる。容器に細かく砕いた卵
の殻と醸造酢を入れて、一晩置けば完成。

❸ 水７ℓに対してストチュウ水の原液をペットボトルの
キャップ２杯（１杯は７㎖）、カル酢を同キャップ１
杯混ぜて、葉の上からジョウロで散布する。

※カル酢はジョウロのハス口が詰まるのを防ぐため、使
う前に茶こしなどでこして使う。

30
㎝

60㎝

まきスジをつけて、右ページの配置
図のようにタネをまく。1もみ殻くん炭１：オリジナル培土１

で覆土し、水をかける。2新聞紙をのせて、さらに水をかける。
これでしばらく土が乾かず、発芽し
やすい。新聞紙は３日目で外す。

3

発芽が
そろった！

発酵
油かす

ホウレンソウの間引き。
サラダでもおいしい。

短型ゴボウは１か所の２
本を同時に抜く。

ホウレンソウ追肥

★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★

10㎝
短型ゴボウ段ボール
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ホウレンソウを全部収穫したら、ホウレンソウの外側の列
があった場所に発酵油かす（中粒）を８粒、半埋めにして
追肥。ホウレンソウがあった場所に“オリジナル培土”を
５～６㎝足して全体をほぼ平らにし、全面を“くん炭腐葉土”
（90ページ上）で覆う。

２回目の追肥から２週間後、ホウレンソウ跡地に６粒の発酵油
かす（中粒）を半埋めにして追肥（下図参照）。その後、短型ゴ
ボウの葉色が薄く、養分が足りないようなら、短型ゴボウの間
引き収穫をした跡地に発酵油かす（中粒）を半埋めにして適宜
追肥する。

表面の“くん炭腐葉土”を少しどけて、短型ゴボウの直径が1
円玉以上になったら本収穫。収穫30分前に水やりをしておき、
１か所２本セットでまっすぐ上に引き抜く。等間隔に残して
収穫すると、残されたものが均等に大きくなる。

３月下旬～５月上旬 ｜ 2回目の追肥と土入れ

４月～５月 ｜ ３回目の追肥６月上旬～中旬 ｜ 収穫

ホウレンソウを
全収穫！

掘りたて
ゴボウは香りが
鮮烈！

追肥、土入れ後は水をたっぷり
かける。

追肥後は水やりを必ずセットで。

土を足して段差をなくし、“く
ん炭腐葉土”で覆う。

収穫30分前にたっぷり
水やりを。土がやわらか
くなって抜きやすい。

30
㎝

60㎝

30
㎝

60㎝

追肥

追肥

★ ★ ★ ★

★ ★ ★

★ ★ ★ ★

★ ★ ★

短型ゴボウ
10㎝

段ボール

短型ゴボウ段ボール
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短型ゴボウを育てた場所の段ボールを取り出し、表面を平
らにならす。エダマメを極早生品種なら株間20㎝で３か
所に１か所３粒ずつまく（下図参照）。中生・晩生品種な
らスペースが広めになるよう、株間を30㎝で２か所にまく。
発芽後、間引いてしっかりしたものを１か所２本ずつ残し
て、そのまま育てる。

エダマメの本葉が２～３枚出たら、双葉の次に出る初生葉（１枚葉）の
下まで“オリジナル培土”を入れ、“くん炭腐葉土”（90ページ上）で表面
を覆っておく。くん炭腐葉土のマルチによって、不定根が発達し、ほど
よく保湿されて菌根菌や根粒菌が働き、微生物による窒素やリン酸の供
給がうまくいく。また、株元に養分と空気の層ができて生育がよくなる。

地上部をハサミで切って収穫。エダマメのおいしさ
は鮮度が命。収穫したらその場で葉を落として、す
ぐにゆでて食べるのが最高においしい。

開花期に乾燥したら、夕方涼しくな
ってから水やりをする。夕立のよう
に上からたっぷりと。

６月中旬 ｜ エダマメのタネをまく

６月下旬～７月 ｜ 土を足す９月 ｜ エダマメ収穫

30
㎝

60㎝

中生・晩生品種の場合は、株間
30㎝で２か所にまき、本葉５
～６枚で摘芯する。

エ
ダ
マ
メ
を
１
つ

の
穴
に
３
粒
ず
つ

ま
く
。

1

土
の
代
わ
り
に
も
み
殻
く
ん
炭

を
か
け
、
グ
ー
で
押
さ
え
て
鎮

圧
。
水
を
か
け
る
。

2

土入れをする。1“くん炭腐葉土”で
覆う。2

開花期は水切れに注意

ポイント

20㎝
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ネギが未熟有機物を分解し、根に共
生する微生物が抗生物質を分泌して
土を消毒。ネギをしっかり育てるこ
とで、春までに土がリフレッシュする。

プランター上部のＡ層（左ページ参
照）の半分に当たる５～７㎝の土を
取り出し、中央の横一列をへこませ、
全体にたっぷり水をかける。溝にネ
ギの苗を並べ、取り出した土の一部
を根が隠れる程度に薄くのせる。ネ
ギを植えたところに “くん炭腐葉土”
（90ページ上）をのせ、発酵油かす（粉）
80ｇをスジ状にまく。後ろ側も同
じように土を溝に入れ、くん炭腐葉
土をのせ、発酵油かす（粉）40ｇを
スジ状にまく。

２週間後、新しい根が出てネギの葉が立ってきたら、ビニール袋に入れてお
いた古い土を、ネギの葉の付け根の下１㎝が埋まるくらいかけ、“くん炭腐葉土”
をのせる。さらに、ネギの前後に発酵油かす（粉）30gをそれぞれスジ状にまく。
その後、葉色が薄くなり、弱ってきたら発酵油かす（粉）10gをスジ状にまい
て追肥する。

10月 ｜ 根深ネギの苗を植える

10月～11月上旬 ｜ 土、“くん炭腐葉土”、発酵油かすを重ねる

ネギが土をリフレッシュ

12月～１月、３～４月、寒さで甘くなった根深ネギを収穫。使う分だけ掘
り出して利用する。収穫後は土を平らにならし、短型ゴボウとホウレンソ
ウの場所を入れ替えて90ページからの栽培が再び可能。

〝
く
ん
炭
腐
葉
土
〞、
発
酵
油
か
す
を
重
ね
て
い
く
。

ポイント

太いものと細いものが隣り合わせに
ならないよう、太さをそろえて、ネ
ギが２本入る間隔で並べて植える。

1

“くん炭腐葉土”をのせ、発酵油か
す（粉）をスジ状にまく。3

根が隠れるくらい土をかけて手で押
さえる。2

数日後、葉が起き上がったら、奥側
も同じようにする。4

土と根をしっかり密着させる
ことで発根を促す。余った土
はビニール袋に入れておき、
後日の土入れに使う。

古い根を
手でちぎってから
植えると、
新しい根が
出やすい。

ポイント



95

※2022年７月号より、バットグアノの分量を改訂しました。

ぐるぐる自然菜園
プランターのつくり方

理想的な熟畑にそっくり！ “３層構造の土”をプランターで再現する
水はけがよく、かつ水持ちもよい、地
力の高い“熟畑”の３層構造の土を再現

したプランターです。びっく
りするほど簡単においしく、
元気な野菜が育ちます。

“上の土は細かく、下はゴロゴロ粗い”
という熟畑の土壌構造を再現。

※バットグアノは貴重な資材なので、2022年７月号より分量を見直しました。

バットグアノはコウモリのふんが化石化した、天然の有機質肥料です。植物が根
から分泌する根酸によって溶ける「く溶性リン酸」（２％クエン酸溶液に溶けるリ
ン酸）を豊富に含み、多めに施しても濃度傷害を起こさず、においもほとんどあ
りません。土を捨てずに使い続ける「ぐるぐるプランター」では、このバットグア
ノを贅沢に使用しています。

バットグアノについて

※ゼオライト、バーミキュライト、もみ殻くん炭が入っていない
野菜用培土の場合、各ひと握りずつ足すとよい。

■プランター…土容量32ℓの底面給水タイプ
■野菜用の培土（『金の土』を使用）…約21ℓ

■赤玉土（大粒）…２ℓ　　■赤玉土（中粒）…３ℓ
■“くん炭腐葉土”…３ℓ（腐葉土２〔２ℓ〕：もみ殻くん炭１〔１ℓ〕を混ぜたもの）
■ゼオライト…約300ｇ
■バットグアノ（粒状でも粉でもよい）…約1.5㎏
■発酵油かす（粉）…80ｇ

最初に用意するもの

ＪＥＪアステージ株式会社　
TEL：0256-35-7800　https://jej-astage.co.jp

『ハンディプランター スマート菜園600』
底面に水と空気の層ができる「底面給水プランター」

竹内さん愛用のプランター

空気

B

水

水 水

C

D1 D2

B
C

A

D1

D2

熟畑腐植層。発酵油かすを中央にスジ
状にまき（Ｄ１）、その上を“くん炭腐
葉土”とゼオライトでカバー（Ｄ２）。

D1

D2

熟畑腐植層（じゅくばたふしょくそう）
D１ ： 発酵油かす…少々
Ｄ2 ： “くん炭腐葉土”（腐葉土２：もみ殻くん炭１）…少々
  ゼオライト…少々

B 作土層下部（中間の層） ■オリジナル培土（野菜用培土にバットグアノ約５％［※容積比］を混ぜる）…１　■赤玉土（中粒）…１

C ゴロゴロの粗い層 ■赤玉土（大粒）…１　■“くん炭腐葉土”（腐葉土２：もみ殻くん炭１）…１　■ゼオライト…ひと握り

底面に空気と水がある！ ポ イ ン ト

A 作土層上部（細かい土の層） ■オリジナル培土（野菜用培土にバットグアノ約５％［※容積比］を混ぜる）

ここを拡大
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家
庭
菜
園
向
き
の
有
機
苗

接
木
プ
ラ
グ
苗
セ
ッ
ト
と

実
生
ポ
ッ
ト
苗
セ
ッ
ト

　
昨
年
発
売
さ
れ
て
注
目
を
集
め
た
、
自
然

農
法
国
際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
自

然
農
法
セ
ン
タ
ー
）の
有
機
苗
セ
ッ
ト「
接
木

プ
ラ
グ
苗
セ
ッ
ト
」に
続
き
、今
年
か
ら
は「
実

生
ポ
ッ
ト
苗
セ
ッ
ト
」
が
発
売
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
苗
は
い
ず
れ
も
、
自
然
農

法
セ
ン
タ
ー
の
タ
ネ
を
使
用
し
、
化
学
肥
料

と
農
薬
を
使
わ
ず
に
育
て
た
、
大
変
貴
重
な

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
適
合
の
苗
で
す
。

　
自
然
農
法
セ
ン
タ
ー
の
タ
ネ
は
有
機
農
業

を
前
提
と
し
て
育
成
・
採
種
さ
れ
て
お
り
、

生
育
旺
盛
、
雑
草
や
病
虫
害
、
異
常
気
象
な

ど
の
ス
ト
レ
ス
に
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
少

肥
の
有
機
栽
培
、
自
然
農
法
を
志
向
す
る
家

庭
菜
園
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　
完
熟
堆
肥
、
少
量
の
ボ
カ
シ
肥
料
、
草
マ

ル
チ
な
ど
で
、
ま
た
、
肥
え
た
畑
な
ら
無
肥

料
栽
培
で
も
十
分
な
生
育
が
確
保
さ
れ
、
お

い
し
い
収
穫
が
見
込
め
ま
す
。
ま
た
、
タ
ネ

採
り
も
容
易
で
、
よ
い
タ
ネ
を
残
せ
ま
す
。

みどりのゆびの

案 内 板
家庭菜園がもっと楽しく、
もっと上手になるグッズを
紹介します！

構
成
●
編
集
部

化
学
肥
料・農
薬
不
使
用
、夏
野
菜
苗
の
予
約
受
け
付
け
が
ス
タ
ー
ト
！

自
然
農
法
セ
ン
タ
ー
の
タ
ネ
か
ら
育
て
た 

有
機
苗
セ
ッ
ト

自
然
農
法
国
際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
が
、
２
種
類
の
家
庭
菜
園
向
き
有
機
苗
セ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
。

数
量
限
定
販
売
で
、
注
文
は
12
月
２
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
お
早
め
に
！

プレゼント希望の方は、はがきに、希望する
セット名、氏名、郵便番号、住所、電話番号、
「野菜だよりで見た」、カタログ等をご希
望の方はその旨を明記してご応募く
ださい。●締め切りは１月31日（消
印有効）。●苗のお届けは、接木
プラグ苗セットは５月16日頃、
実生ポット苗セットは５月12日
頃。●当選者には２月10日まで
に連絡します。

■応募はがきの送り先
〒390-1401　長野県松本市波田5632-1
自然農法国際研究開発センター　担当：石河

接木プラグ苗セット＆
実生ポット苗セットを各１名様に！読者プレゼント

届いたらすぐに植えられる！
うれしい“栽培ガイド”つき
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人気５品種にマクワウリを加
えた６品種、実生ポット苗24
苗セットです。
１苗あたり605円。
●14,520円（税込、送料無料）
●受け取りは４月、５月のい
ずれかを選びます。

　
新
た
に
発
売
さ
れ
た
の
は
、
ポ
ッ
ト
苗
の

セ
ッ
ト
。
プ
ラ
グ
苗
同
様
、
い
ず
れ
も
自
然

農
法
セ
ン
タ
ー
の
タ
ネ
か
ら
育
て
た
苗
で
す

が
、
こ
ち
ら
は
、
接
木
を
し
て
い
な
い
〝
実

生
苗
〞で
す
。
ポ
ッ
ト
の
サ
イ
ズ
は
三
寸（
９

㎝
）で
、
簡
単
に
植
え
ら
れ
ま
す
。

　
内
容
は
、
上
記
の
人
気
夏
野
菜
５
品
種
に

マ
ク
ワ
ウ
リ
（
ナ
シ
ウ
リ
・
自
農
系
）
を
加

え
た
６
品
種
×
各
４
苗
ず
つ
。
計
24
苗
の
家

庭
菜
園
向
き
セ
ッ
ト
で
す
。

　
１
枚
の
ト
レ
イ
に
50
本
の
接
木
プ
ラ
グ
苗

を
詰
め
合
わ
せ
た
セ
ッ
ト
。
届
い
た
ら
す
ぐ

に
植
え
ら
れ
ま
す
。
苗
数
が
多
い
の
で
、
仲

間
と
シ
ェ
ア
す
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　
内
容
は
、
中
玉
ト
マ
ト
（
カ
ロ
フ
ル
）、

ミ
ニ
ト
マ
ト
（
チ
ャ
コ
）、
キ
ュ
ウ
リ
（
バ
テ

シ
ラ
ズ
３
号
）、
ナ
ス
（
黒く
ろ

小こ

町ま
ち

）、
ピ
ー
マ

ン（
信し
ん

州
み
ど
り
）の
５
品
種
で
す
。

１
枚

１枚の50穴プラグトレイに、５品種各10苗を詰め合わせたセット。病気に強い接木苗です。
１苗あたり462円。●価格：23,100円（税込、送料無料）●苗の受け取りは４月22日～５月16日、
８回ある受け取り日の中から選べます。詳しくはホームページで。

接木プラグ苗５品種×10苗

実み

生し
ょ
う

ポ
ッ
ト
苗
セ
ッ
ト（
６
品
種
×
４
苗
）

新
発
売

接つ

ぎ

木き

プ
ラ
グ
苗
セ
ッ
ト（
５
品
種
×
10
苗
）

自然農法センターのタネから育てた有機苗

バテシラズ３号 黒小町
ミニトマト中玉トマトキュウリ ナス ピーマン

チャコ 信州みどりカロフル

大
人
気

●ＵＲＬ：https://www.infrc.or.jp
●ファクス：0263-92-6808
●メール：seed@infrc.or.jp

どちらの苗セットも数量限定販売です。購入希望の方は早
めに申し込みをするのがおすすめです。
自然農法センターのホームページ内の注文フォームから注
文するか、申込書（ＰＤＦ）を印刷してファクスかメールで
も注文できます。注文締め切りは２月末日。

数量限定販売のため早めの申し込みを！
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冬
こ
そ〝
過
乾
燥
〞に
注
意
！

　

適
度
な
水
や
り
で
助
け
る

　
ま
も
な
く
厳
寒
期
。
露
地
の
野
菜
は
生

長
を
止
め
て
根
を
張
り
、
じ
っ
と
寒
さ
に
耐

え
る
試
練
の
時
期
で
す
。

　
一
見
、
畑
の
野
菜
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
た
め
、「
冬
は
水
や
り
し
な
く
て

よ
い
の
で
は
」と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。し
か
し
、

も
ち
ろ
ん
生
命
活
動
を
止
め
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
根
は
し
っ
か
り
生
き
て
い
て
、

少
し
ず
つ
水
を
吸
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
時
期
に
気
を
つ
け
た
い
の
が
、

〝
過
乾
燥
〞。
冬
は
雨
が
少
な
い
た
め
、
水

不
足
を
放
っ
て
お
く
と
、
冬
の
間
に
枯
死
、

あ
る
い
は
春
か
ら
の
生
育
不
良
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
冬
の
水
や
り
は「
晴
れ
た
日
の

暖
か
い
昼
間
」が
鉄
則
で
す
！
　
早
朝
や
夕

方
の
水
や
り
は
気
温
が
低
く
、
凍
害
を
招

く
の
で
禁
物
。
２
週
間
雨
が
降
ら
ず
、
乾

燥
し
て
い
た
ら
水
や
り
を
し
ま
す
。
こ
の

時
期
、
と
く
に
ニ
ン
ニ
ク
や
タ
マ
ネ
ギ
が

し
っ
か
り
水
を
吸
え
る
と
、
春
か
ら
の
球
の

肥
大
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
水
の
代
わ

り
に
ス
ト
チ
ュ
ウ
水（
81
ペ
ー
ジ
）を
使
う
と
、

鳥
獣
害
予
防
に
な
る
ほ
か
、
ミ
ネ
ラ
ル
を

吸
収
し
て
よ
り
健
全
な
生
育
を
助
け
ま
す
。

水
や
り
つ
い
で
に

　
　
　
　
　

畑
の
見
回
り
を

　
冬
、
水
や
り
を
す
る
た
め
に
畑
に
行
く

と
、
多
く
の
重
要
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
霜
に
当
た
っ
て
根
が
浮
き
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
株
。
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
露
出
し
た
根
が
乾
燥
し
て
枯
れ
て

し
ま
う
た
め
、
手
で
押
さ
え
て
埋
め
戻
し

ま
し
ょ
う
。

　
も
し
も
イ
チ
ゴ
の
花
が
早
咲
き
し
て
し

ま
っ
た
ら
、冬
は
結
実
し
な
い
の
で
摘
花
。

ラ
ン
ナ
ー
（
ほ
ふ
く
茎
。
細
い
ツ
ル
の
よ

う
な
茎
）
も
出
て
い
た
ら
切
り
、
冬
の
間

に
養
分
を
消
費
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
ヒ
ヨ
ド
リ
や
カ
ラ
ス
な
ど
の

鳥
獣
害
も
早
期
発
見
す
る
こ
と
で
、
ネ
ッ

ト
を
張
る
な
ど
の
対
策
を
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
冬
こ
そ
使
い
こ
な
し
た
い
の
が
、

被
覆
資
材
で
す
。
不
織
布
は
保
温
と
保
湿

効
果
が
あ
り
、
タ
ネ
ま
き
の
遅
れ
な
ど
で

小
さ
い
野
菜
の
生
育
促
進
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
霜
や
強
風
を
防
い
で
現
状
を
維
持

し
た
い
場
合
は
、
防
虫
ネ
ッ
ト
や
寒
冷
紗

の
ト
ン
ネ
ル
を
。
左
ペ
ー
ジ
で
被
覆
資
材

の
使
い
分
け
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

※自然ごよみは、地域やその年によっても変わります。ここでは一般地の例をご紹介するので、畑の近くの自然を観察し、参考にしてください。

監
修
／
竹
内
孝
功

　撮
影
／
加
藤
熊
三

第

28
回

自
然
ご
よ
み 

新

自
然
が
教
え
て
く
れ
る
〝
の
ら
仕
事
〞

〝
の
ら
仕
事
〞
と
は
、〝
野
を
良
く
〞
し
、
多
様
な
生
物
と
と
も
に
作
物
が
よ
く

育
つ
よ
う
に
す
る
仕
事
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
越
冬
野
菜
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
」。
冬
の
葉
菜
類
ほ
か
、
ニ
ン
ニ
ク
や
タ
マ
ネ
ギ
、
エ
ン
ド
ウ
、
イ
チ
ゴ
な

ど
厳
寒
期
を
春
ま
で
元
気
に
乗
り
切
ら
せ
る
コ
ツ
を
お
伝
え
し
ま
す
！

12月

1月

波板トタンでつくった高畝に植え、ワラで被覆したイチゴ。
相性のいいニンニクと混植。

越
冬
野
菜
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
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※もみ殻の注意点
くず米が混ざっていると、スズメやカラスが食べに来てしまう。心配な場合は、もみ殻くん炭を混ぜる、またはストチュウ水（81ページ）をかけ
て、炭のにおいをつけておくと鳥獣被害を減らせる。

12月

● 新月（12月１日）

・土壌診断を依頼するなら、この時期に。事前にホ
ームセンターなどで採土の方法などを聞いてお
こう。結果が出るまで１～２か月かかる。

● 満月（12月15日）

霜柱が立つ
・霜柱が本格的に立つ前に、ホウレンソウ、シュン
ギクなどの葉物野菜は不織布をべた掛けにする。

・エンドウ、ソラマメ、春キャベツなどは、ワラや
もみ殻くん炭で株元を覆う。

・ダイコンは土寄せし、ハクサイは縛っておく。ネ
ギやタマネギはワラを重ねるか、不織布べた掛け。

・麦踏みを年内１回、年明け１～２回。踏むことで
霜柱を防ぎ、根張りをよくする。

● 新月（12月31日）

１月

● 満月（１月14日）

・２週間雨が降らず、乾燥していたら、晴れた昼間にスト 
チュウ水で水やり。

・霜柱で浮いた株を見つけたら、手で押さえて埋め戻す。
・ジャガイモの種イモを太陽に当てて緑化させ、催芽する。
・梅の開花までにタネや資材を調達する。

大寒（１月20日）
二十四節気の最後の季節。もっとも寒さが厳しくなる。

梅の開花　
ヒバリの初鳴き

・梅の花が咲いたら、堆肥や元肥を入れて耕し、土づくり
開始。

・春の育苗開始。

スイセン、タンポポ開花

・暖かい昼間にホウレンソウを収穫。葉物野菜はトウが
立つ前に収穫して食べる。

● 新月（１月29日）

2024年 12月～ 2025年１月　自然ごよみと“のら仕事”

被覆資材の使い分け

不織布 ホウレンソウやのらぼう菜などにべた掛けしておくと、保温と保湿効果で、土の乾燥を防ぎ、凍害
を防ぐ。まだ小さい野菜の生育促進をしたい場合は、トンネルの被覆資材として使うと効果的。

防虫ネット
寒冷紗

これらは“網戸”のようなイメージの被覆資材。トンネル被覆して使うと、強風や強い霜による被害
を防ぐことができる。保温効果はほとんどないので、生育促進ではなく現状維持に効果的。ムク
ドリなどの食害も防げる。ホウレンソウなど冬の葉菜に。

もみ殻
もみ殻くん炭
ワラ

土が露出しないように覆っておくと、乾燥や霜害を防ぎ、雑草を抑えられる。黒マルチの穴の被覆
材としてもおすすめ。もみ殻くん炭は、黒色が光と熱を吸収するため、保温効果が高い。ニンニ
ク、タマネギ、イチゴ、エンドウ、ソラマメなどに。

タマネギの畝を
ワラで保温。

越冬野菜を
守る！
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第4回

　
寒
さ
が
増
す
に
つ
れ
て
、
グ
グ
ッ

と
甘
く
な
る
ハ
ク
サ
イ
。
低
温
で

凍
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
ハ
ク
サ

イ
自
身
が
糖
分
を
蓄
え
て
お
い
し
く

な
る
季
節
で
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス

か
ら
体
を
守
っ
て
く
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
な
ど
の
栄
養
価
も
豊
富
で
す
。

　
そ
ん
な
冬
の
ハ
ク
サ
イ
の
栄
養
価

を
発
酵
に
よ
り
い
っ
そ
う
高
め
て
味

わ
え
る
の
が
、
漬
物
で
す
。
と
く
に

たけうちゆうこ●1978年、静岡市生まれ。管理栄養士。
有機の里として知られる埼玉県小川町下里集落にある
「霜里農場」で研修後、カフェなどで調理を担当。現在
は、自然菜園スクールを開講する夫の竹内孝功さんと
自給自足Ｌｉｆｅを運営し、自給的な暮らしを実践中。
自家菜園で採れた小麦や野菜を使ったお菓子やランチ
が好評。

レシピ制作・監修　　竹内裕子さん

野
菜
た
っ
ぷ
り

極
う
ま
保
存
術

結球しなかった
ハクサイもおいしく！

［材料］（つくりやすい量）
ハクサイ…1/4玉
ニラまたはネギ（みじん切り）…大さじ３
ニンジン（せん切り）…２㎝分　
ショウガ（すりおろし）…大さじ1/2
ニンニク（すりおろし）…大さじ1/2
コチュジャン…大さじ１
リンゴ（すりおろし）…1/4個
塩…小さじ２（白菜の重さの２％）
ゴマ油…少々

［つくり方］
① ハクサイは３㎝角に刻んでビニール袋に
入れ、塩を加えて全体を混ぜる。袋の空
気を抜いて口を縛り、２時間ほど置いた
あと、出てきた水分を手で絞る。
② ニラまたはネギ、ニンジン、ショウガ、
ニンニク、コチュジャン、リンゴを入れ
て混ぜ、仕上げにゴマ油をかける。

拝
見
！

農
家
さ
ん
の
台
所

残念ながら結球しな
かったハクサイも、
このレシピでおいし
くいただけます。食
べ切れなかったハク
サイは、春になると
トウが立ち、菜の花
が咲きます。これが
とても甘くておいしいので、ぜひ楽しんで。

風
味
豊
か
で
う
ま
味
た
っ
ぷ
り
の
キ

ム
チ
は
、
疲
労
回
復
に
も
効
果
的
な

健
康
食
品
。
「
本
格
的
な
キ
ム
チ
を

漬
け
る
な
ん
て
無
理
！
」
と
思
わ
れ

そ
う
で
す
が
、
今
回
ご
紹
介
す
る

「
刻
み
ハ
ク
サ
イ
の
即
席
キ
ム
チ
」

な
ら
、
と
て
も
簡
単
。
最
初
に
刻
ん

だ
ハ
ク
サ
イ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
、
塩
に
漬
け
る
こ
と
で
、
水
分
が

出
て
味
が
し
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

ニ
ン
ニ
ク
な
ど
の
香
辛
野
菜
と
ピ
リ

辛
の
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
、
す
り
お
ろ
し

た
リ
ン
ゴ
の
や
さ
し
い
甘
さ
が
、
豊

か
な
風
味
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
。

日
数
が
経
ち
、
乳
酸
発
酵
が
進
ん
で

酸
味
が
出
て
き
た
ら
、
チ
ャ
ー
ハ
ン

や
鍋
に
ぜ
ひ
！

刻
み
ハ
ク
サ
イ
の

即
席
キ
ム
チ

本
格
キ
ム
チ
に
負
け
な
い
お
い
し
さ
！
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韓国の発酵調味料、
コチュジャンで
本格の味わい！

畑
の
ハ
ク
サ
イ
で
つ
く
る

風
味
豊
か
な
冬
の
味
覚
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こ
の
夏
の
猛
暑
で

元
気
な
の
は
草
だ
け
⁉

　
こ
の
夏
は
大
変
な
暑
さ
で
危
険
を

感
じ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
家
族
か
ら
は
「
趣
味
に
命
を
懸
け

る
な
！
」
と
言
わ
れ
た
り
、
刈
る
の

が
間
に
合
わ
ず
草
が
伸
び
放
題
に

な
っ
た
り
と
、
異
常
気
象
に
悩
ま
さ

れ
る
毎
日
で
し
た
。
い
ち
ば
ん
元
気

な
の
は
草
で
し
た
。

マ
コ
ト
さ
ん（
69
歳
）

兵
庫
県
／
菜
園
歴
４
年

編

こ
の
夏
は
記
録
的
な
暑
さ
で
し

た
。
編
集
部
の
実
験
畑
で
も
除
草
が

大
変
で
し
た
。「
草
が
小
さ
な
う
ち

に
こ
ま
め
に
除
草
を
す
れ
ば
よ
い
」

と
、わ
か
っ
て
い
て
も
難
し
い
で
す
ね
。

雨
不
足
が
原
因
？

畑
で
虫
た
ち
が
運
動
会

　
今
年
は
虫
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

雨
が
降
ら
な
か
っ
た
せ
い
か
、
バ
ッ

タ
が
ス
イ
カ
の
ツ
ル
の
先
を
切
っ
て

汁
を
吸
い
、
ツ
ル
が
た
く
さ
ん
切
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ウ
リ
は
虫
が
多
く
、
毎
日
見
回
り

し
て
捕
ま
え
ま
し
た
が
追
い
つ
き
ま

せ
ん
。

　
ト
ウ
ガ
ラ
シ
や
パ
プ
リ
カ
は
カ
メ

ム
シ
が
運
動
会
し
て
い
ま
す
。
割
り

箸
で
捕
ま
え
る
の
で
す
が
、
隠
れ
る

の
が
上
手
。

　
お
ま
け
に
日
照
り
で
カ
ボ
チ
ャ
が

日
焼
け
。
で
も
、
め
げ
ず
に
野
菜
づ

く
り
を
楽
し
み
ま
す
。

井
上
佐
代
子
さ
ん（
68
歳
）

鳥
取
県
／
菜
園
歴
？
年

編

近
年
、
全
国
的
に
カ
メ
ム
シ
が
大

発
生
し
て
い
ま
す
。
対
策
の
基
本
は

駆
除
で
す
が
、
肥
料
を
与
え
す
ぎ
る

と
カ
メ
ム
シ
が
増
え
る
の
で
ご
用
心
。

新
し
い
環
境
で

野
菜
づ
く
り
を
本
格
ス
タ
ー
ト

　
私
は
以
前
、
広
島
県
の
山
に
囲
ま

れ
た
土
地
で
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
こ
は
獣
害
が
多
く
、

作
物
を
つ
く
っ
て
も
防
獣
ネ
ッ
ト
な

し
で
は
シ
カ
や
タ
ヌ
キ
に
食
べ
ら
れ

て
し
ま
う
よ
う
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
２
年
前
に
島
根
県
に
移
住
し
、
ま

た
１
か
ら
家
庭
菜
園
を
始
め
ま
し

た
。
獣
害
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

虫
が
つ
き
や
す
い
、
海
風
が
強
い
、

土
質
が
サ
ラ
サ
ラ
と
細
か
い
な
ど
、

以
前
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
環
境
と

な
り
ま
し
た
。

　
コ
ツ
コ
ツ
と
畑
の
石
拾
い
な
ど
か

ら
始
め
、
よ
う
や
く
作
物
を
つ
く
れ

る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
夏
か
ら
本
格

的
に
野
菜
づ
く
り
を
楽
し
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
防
虫
や
水
や
り
に

気
を
配
り
、
大
玉
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ

リ
、
オ
ク
ラ
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
が
収

穫
で
き
、
少
し
ず
つ
軌
道
に
乗
っ
て

き
た
な
と
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ラ
ワ
ー
さ
ん（
37
歳
）

島
根
県
／
菜
園
歴
10
年

編

努
力
が
実
り
ま
し
た
ね
！
　
畑

の
様
子
や
野
菜
の
写
真
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
も
利
用
い
た
だ

け
ま
す（
１
０
９
ペ
ー
ジ
参
照
）。

イラスト●hachiii

冬の寒さに当たって甘味を増し、グッとおいしくなる冬野菜。
そんな冬野菜の収穫は、畑しごとの楽しみのひとつです。
収穫したハクサイやホウレンソウなどを鍋にして、春からど
んな野菜を育てるか、菜園計画を立てるのも楽しいですね。

野菜づくりを楽しむみなさんと一緒につくるページです。

お便り、待ってます。

みんなの
野菜だより
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６
株
か
ら
１
６
６
個
の

ス
イ
カ
の
収
穫
に
成
功
！ 

　
毎
年
ス
イ
カ
は
赤
小
玉
３
株
と
黄

小
玉
３
株
の
計
６
株
を
植
え
て
い
ま

す
。
例
年
１
０
０
個
く
ら
い
収
穫
で

き
ま
す
。
今
ま
で
の
最
高
記
録
は

１
０
９
個
で
し
た
が
、こ
の
夏
、な
ん

と
１
６
６
個
を
収
穫
で
き
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
収
穫
す
る
コ
ツ
は
丈
夫

な
株
づ
く
り
と
、
摘
芯
を
し
て
〝
孫

ヅ
ル
〞
に
実
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
、

肥
料
切
れ
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
で
す
。

た
く
さ
ん
実
が
つ
い
て
も
、
差
し
上

げ
た
み
な
さ
ん
か
ら
「
甘
く
て
お
い

し
い
」と
言
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

内
山
貞
男
さ
ん（
77
歳
）

新
潟
県
／
菜
園
歴
13
年

編

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。新
記
録
が
出
ま
し
た
ね
！

小
玉
ス
イ
カ「
ピ
ノ
・
ガ
ー
ル
」

を
収
穫
で
き
ま
し
た
！

　
本
誌
の
タ
ネ
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
い
た

だ
い
た
小
玉
ス
イ
カ「
ピ
ノ・ガ
ー
ル
」

（
ナ
ン
ト
種
苗
）
の
タ
ネ
を
ま
き
、

収
穫
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　
ピ
ノ
・
ガ
ー
ル
の
苗
は
４
株
つ
く

り
、
庭
の
畑
に
３
株
、
別
の
畑
に
１

株
植
え
ま
し
た
。
ツ
ル
が
元
気
で
伸

び
る
伸
び
る
！

　
ツ
ル
は
ス
イ
カ
畝

の
奥
の
ネ
ッ
ト
に
登
り
、
手
前
に
あ

る
イ
チ
ゴ
の
カ
ラ
ス
よ
け
ト
ン
ネ
ル

の
上
に
も
登
っ
て
実
を
つ
け
ま
し
た
。

　
大
き
く
育
っ
た
ス
イ
カ
に
は
赤
い

ネ
ッ
ト
の
袋
を
か
ぶ
せ
て
防
鳥
対
策
。

カ
ラ
ス
も
気
づ
か
な
い
よ
う
で
す
。

　
７
月
下
旬
頃
か
ら
、
収
穫
の
期
待

で
毎
日
ワ
ク
ワ
ク
。
つ
い
に
ス
イ
カ

を
収
穫
し
、
包
丁
を
入
れ
る
と
「
パ

シ
ッ
」
と
い
い
音
！
　
甘
く
て
シ
ャ

リ
シ
ャ
リ
食
感
が
お
い
し
く
、
家
族

か
ら
も
好
評
で
し
た
。
タ
ネ
も
小
さ

い
の
で
気
に
な
ら
ず
、
完
食
し
ま
し

た
。
ス
イ
カ
の
収
穫
は
気
分
が
上
が

り
ま
す
ね
。

黒
田
亮
子
さ
ん（
63
歳
）

三
重
県
／
菜
園
歴
16
年

編

今
年
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
で
も

ピ
ノ
・
ガ
ー
ル
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

38
個
の
ス
イ
カ
が
実
る

立
体
栽
培
は
圧
巻
の
光
景

　
こ
の
夏
、
小
玉
ス
イ
カ
「
ピ
ノ
・

ガ
ー
ル
」（
ナ
ン
ト
種
苗
）
を
２
株
植

苗
を
６
株
植
え
、
摘
芯
を
し
て
元
気

な
子
ヅ
ル
を
４
本
伸
ば
し
、
あ
と
は

ほ
ぼ
放
任
で
す
。
ト
ウ
ガ
ン
の
ツ
ル

は
ど
ん
ど
ん
棚
の
上
に
這
い
上
が
り
、

夏
に
な
る
と
勝
手
に
受
粉
し
、
次
々

に
実
を
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
心
配
だ
っ
た
の
は
実
の
重
さ
で
、

ツ
ル
や
棚
の
ネ
ッ
ト
が
切
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

脚
立
で
支
え
た
り
、
布
製
の
手
づ
く

り
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
包
ん
だ
り
す
る
こ

と
で
問
題
な
く
育
ち
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
９
月
末
ま
で
に
な
ん
と

15
個
の
実
を
収
穫
！
　
思
い
が
け
ず

う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
伸
び
て
い
く

ツ
ル
や
大
き
く
生
長
す
る
実
を
家
の

窓
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
、

空
中
に
実
る
の
で
実
が
き
れ
い
な
姿

に
な
る
こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
、
豪

雨
が
あ
っ
て
も
水
の
被
害
を
受
け
る

心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

か
っ
ぱ
し
ゃ
い
で
る
さ
ん（
65
歳
）

静
岡
県
／
菜
園
歴
７
年

編

ス
イ
カ
、
カ
ボ
チ
ャ
の
立
体
栽
培

も
お
す
す
め
。
ト
ウ
ガ
ン
同
様
、
き

れ
い
な
実
を
収
穫
で
き
ま
す
。

え
ま
し
た
。
最
終
的
に
53
個
の
収
穫

が
あ
り
、
同
僚
、
友
人
、
知
人
に
お

す
そ
分
け
し
ま
し
た
。

　
栽
培
で
き
る
面
積
が
少
な
か
っ
た

の
で
、
立
体
栽
培
で
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
で
吊
る
す
こ
と
に
。
い
ち
ど
に
38

個
の
ス
イ
カ
が
実
っ
た
光
景
は
見
事

で
し
た
。

乙
女
さ
ん（
78
歳
）

埼
玉
県
／
菜
園
歴
４
年

編

38
個
も
の
ス
イ
カ
が
実
る
立
体

栽
培
は
周
囲
か
ら
注
目
を
集
め
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
見
て
み
た
い
で
す
。

ト
ウ
ガ
ン
の
立
体
栽
培
は

い
い
こ
と
ず
く
め

　
今
夏
は
ト
ウ
ガ
ン
の
立
体
栽
培
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
地
面

に
這
わ
せ
て
い
た
の
で
、
ツ
ル
が
畑

を
自
由
に
這
い
回
り
、
ほ
か
の
野
菜

の
邪
魔
を
し
て
世
話
を
す
る
の
が
大

変
だ
っ
た
の
と
、
立
体
栽
培
な
ら
２

倍
の
広
さ
が
使
え
る
の
で
は
、
と
考

え
た
か
ら
で
す
。

　
２
坪
ほ
ど
の
場
所
に
ト
ウ
ガ
ン
の

山
本
光
顕
さ
ん（
82
歳
）／
兵
庫
県
／
菜
園
歴
19
年

厳
冬
に
　
ハ
チ
マ
キ
似
合
う
　
ハ
ク
サ
イ
か
な

1 プレゼントで当選したピノ・ガール。
2 育苗ポットにタネをまいて苗づくり。
3 畝の奥のネットにもツルが登って実を
つけた。 4 タネが小さく、甘くておい
しいと家族からも好評。 5 約1.７㎏の
ピノ・ガールを収穫！

１日でこれだけ収穫！ 内山さんの畑で。

24

13

5
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猛
暑
で
実
が
つ
か
な
い
ナ
ス

強
剪
定
で
リ
カ
バ
リ
ー

　
私
の
住
む
福
岡
県
で
は
７
月
17
日

か
ら
45
日
間
、
雨
が
一
滴
も
降
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
猛
暑
で
キ
ュ
ウ
リ
10
株
は
早
々
に

枯
れ
、
暑
さ
に
強
い
は
ず
の
ナ
ス
も

実
が
つ
か
な
く
な
り
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ

も
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ナ
ス
を
７
月
28
日
に
強
剪
定
し
た

と
こ
ろ
、
９
月
末
か
ら
週
に
20
本
収

穫
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
ナ
ス
は「
Ｐ
Ｃ
筑ち
く

陽よ
う
」

（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
庄
屋や

大お
お

長な
が
」（
タ

キ
イ
種
苗
）、「
肥ひ

後ご

大だ
い

名
長な
が
な
す
」、

「
と
ろ
ー
り
旨う
ま
な
す
」（
ト
キ
タ
種
苗
）

を
、
そ
れ
ぞ
れ
２
株
ず
つ
栽
培
し
ま

し
た
。

ス
ギ
ち
ゃ
ん
さ
ん（
69
歳
）

福
岡
県
／
菜
園
歴
15
年

編

４
品
種
と
も
お
い
し
い
ナ
ス
で

す
ね
。
長
ナ
ス
系
は
暑
さ
に
強
い
よ

う
で
す
。編
集
部
の
実
験
畑
で
は「
ペ

ン
な
す
」（
ト
キ
タ
種
苗
）
が
夏
バ
テ

知
ら
ず
で
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

手
づ
く
り
肥
料
＆
自
然
農
薬
で

害
虫
が
減
っ
て
き
た

　
本
誌
で〝
道
法
流 

垂
直
仕
立
て
栽

培
〞
を
知
り
、
さ
っ
そ
く
本
を
購
入

し
ま
し
た
。
今
年
は
す
べ
て
垂
直
仕

立
て
栽
培
で
野
菜
を
育
て
て
い
ま

す
。
残
念
だ
っ
た
の
は
、
夏
が
暑
す

ぎ
て
花
が
咲
い
て
も
落
ち
て
し
ま
っ

た
こ
と
で
す
。
８
月
後
半
、
涼
し
く

な
る
の
を
待
っ
て
、
実
が
つ
く
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
野
菜
づ
く
り
初
心
者
の
頃

は
、
化
学
肥
料
を
使
う
↓
害
虫
が
つ

く
↓
農
薬
を
使
う
、
の
繰
り
返
し
で

し
た
。
手
づ
く
り
の
肥
料
や
自
然
農

薬
に
替
え
て
か
ら
、
少
し
で
す
が
害

虫
の
量
が
減
っ
た
と
思
い
ま
す
。
害

虫
を
完
全
に
は
減
ら
せ
な
い
で
す
が
、

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
岡
亮
子
さ
ん（
54
歳
）

東
京
都
／
菜
園
歴
４
年

編

酢
や
ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
を
利
用

し
て
〝
自
然
農
薬
〞
を
手
づ
く
り
す

る
人
は
多
い
で
す
。
経
験
上
、
肥
料

の
量
を
減
ら
す
と
、
野
菜
に
害
虫
が

つ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
の
う
え

で
自
然
農
薬
を
利
用
す
る
と
よ
く
、

害
虫
防
除
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

遮
光
ア
イ
テ
ム
で

日
差
し
と
熱
を
遮
断
！

　
こ
の
夏
の
猛
暑
に
と
う
と
う
耐
え

き
れ
ず
、
新
し
く
〝
日
よ
け
帽
子
〞

と
〝
背
負
い
日
よ
け
〞
を
購
入
し
、

重
宝
し
て
い
ま
す
。

　
い
ち
ば
ん
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
は
、

背
負
い
日
よ
け
で
す
。
は
じ
め
て
着

用
し
た
時
、
そ
れ
ま
で
背
中
に
感
じ

て
い
た
太
陽
光
の
熱
が
一
瞬
に
し
て

遮
断
さ
れ
た
の
で
す
！
　
暑
さ
の
中

で
の
作
業
が
本
当
に
ラ
ク
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
の
暑
さ
は
何
だ
っ

た
の
⁉
　
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
そ
ん
な
殺
人
級
の
猛
暑
だ
っ
た
の

で
、
自
宅
に
昔
か
ら
あ
っ
た
ワ
ラ
を

今
年
は
不
作
だ
っ
た
け
れ
ど

来
年
は
豊
作
を
目
指
し
ま
す

　
今
年
は
エ
ダ
マ
メ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
ピ
ー
マ
ン
が
不
作
と
な
り
ま
し

た
…
…
。
ピ
ー
マ
ン
は
花
が
咲
く
の

に
実
が
つ
か
ず
、
オ
ク
ラ
は
葉
ば
か

り
で
花
が
咲
か
ず
１
個
も
実
が
つ
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
オ
ク
ラ
は
毎
年
た
く
さ
ん
で
き
る

の
に
。
６
月
５
日
に
タ
ネ
を
ま
い
た

の
が
遅
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
エ
ダ
マ
メ
、
ラ
ッ
カ
セ
イ
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
オ
ク
ラ
は
、
タ
ネ
を
ま

い
て
か
ら
実
に
な
る
ま
で
の
過
程
が

お
も
し
ろ
く
、
毎
回
タ
ネ
ま
き
か
ら

育
て
て
い
ま
す
。

　
来
年
は
頑
張
り
ま
す
！

シ
ロ
く
ん
さ
ん（
64
歳
）

愛
知
県
／
菜
園
歴
５
年

編

高
温
と
乾
燥
が
不
作
の
大
き
な

原
因
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
24
ペ
ー
ジ

か
ら
夏
野
菜
の
タ
ネ
の
ま
き
方
を
紹

介
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
。

オ
ク
ラ
の
タ
ネ
ま
き
時
期
は
問
題
な

い
と
思
い
ま
す
。

す
べ
て
持
ち
出
し
、
各
野
菜
の
マ
ル

チ
の
上
に
敷
い
て
暑
さ
対
策
を
し
ま

し
た
。

　
ト
マ
ト
に
は
早
く
か
ら
遮
光
ネ
ッ

ト
を
掛
け
た
お
か
げ
か
、
十
分
な
収

穫
量
で
し
た
。
ナ
ス
も
９
月
後
半
も

収
穫
が
続
い
て
い
ま
す
。

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
さ
ん（
61
歳
）

岐
阜
県
／
菜
園
歴
26
年

編

毎
年
の
猛
暑
続
き
で
、
人
も
野

菜
も
暑
さ
対
策
が
必
須
。
１
１
０
ペ

ー
ジ
で
、〝
遮
光
日
よ
け
付
き
帽
子
〞

と
〝
遮
光
背
負
い
日
よ
け
〞
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
考
に
。

1 トットちゃんさんが使用している“日よけ帽子”
と“背負い日よけ”。着用してすぐに効果を実感。
2 夏野菜を収穫。マルチの上にワラを敷いて、
長期間ナスの栽培を楽しめた。

菰
田
耕
一
さ
ん（
72
歳
）／
東
京
都
／
菜
園
歴
58
年

無
事
退
職

　
野
菜
づ
く
り
に

　
助
け
ら
れ

2

1

萩
原
敏
幸
さ
ん（
71
歳
）／
静
岡
県
／
菜
園
歴
11
年

エ
サ
台
へ

　「
野
菜
ダ
メ
よ
」
の

　
お
手
紙
を

冬
の
あ
い
だ
の

　
鳥
さ
ん
た
ち
に
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畑
で
採
れ
た
タ
ネ
を

人
に
譲
る
の
は
ダ
メ
で
す
か
？

　
自
分
の
畑
で
採
れ
た
野
菜
の
タ
ネ

を
人
に
譲
る
の
は
、
し
て
は
い
け
な

い
行
為
な
の
で
し
ょ
う
か
。
最
近
不

安
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
ま
ち
ゃ
ん
さ
ん（
70
歳
）

福
岡
県
／
菜
園
歴
28
年

編

タ
ネ
は
み
ん
な
の
も
の
。
お
い

し
い
野
菜
を
育
て
た
ら
タ
ネ
を
残
し
、

菜
園
仲
間
と
交
換
し
て
楽
し
み
た
い

も
の
で
す
。「〝
タ
ネ
を
つ
な
ぐ
人
〞

大
募
集
」（
82
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
も
、

ど
う
ぞ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

掘
り
残
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が

思
い
が
け
ず
豊
作
に

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
育
ち
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
皮
肉
な
こ
と
に
、
以
前
栽
培
し
た

と
き
に
掘
り
残
し
て
い
た
ジ
ャ
ガ
イ

モ
が
勝
手
に
育
っ
て
い
て
、
放
っ
て

お
い
た
の
で
す
が
、
土
を
掘
り
起
こ

し
た
と
こ
ろ
大
き
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が

た
く
さ
ん
採
れ
ま
し
た
。
手
を
掛
け

た
つ
も
り
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ほ
う
が

小
粒
で
し
た（
笑
）。

Ａ
ｉ
さ
ん（
44
歳
）

千
葉
県
／
菜
園
歴
８
年

編

ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
限
ら
ず
、
自
然
生

え
の
野
菜
は
よ
く
育
ち
ま
す
ね
。

〝
ハ
ト
は
マ
メ
好
き
〞を

実
感
し
た
出
来
事

　
昨
年
と
同
じ
畝
に
ア
ズ
キ
を
育
て

よ
う
と
思
い
、
連
作
障
害
予
防
の
た

め
緑
肥
の
ソ
ル
ゴ
ー
を
育
て
た
あ
と

に
、
ア
ズ
キ
の
タ
ネ
を
ま
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ソ
ル
ゴ
ー
の
タ
ネ
ま

き
を
し
て
も
芽
が
出
ま
せ
ん
。
ま
き

直
し
た
も
の
の
、
や
は
り
芽
が
出
ま

せ
ん
。
お
か
し
い
な
と
思
っ
て
い
る

う
ち
に
ア
ズ
キ
の
タ
ネ
ま
き
の
時
期

に
な
っ
た
の
で
、
し
か
た
な
く
タ
ネ

ま
き
を
し
た
の
で
す
が
、
ア
ズ
キ
も

や
は
り
芽
が
出
ま
せ
ん
。

　
も
し
や
…
…
こ
の
畝
、
呪
わ
れ
て

る
？
　
不
審
に
思
い
土
を
掘
り
返
す

と
、
ア
ズ
キ
の
タ
ネ
が
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。虫
か
鳥
の
仕
業
か
と
思
い
、

網
目
の
粗
い
防
獣
ネ
ッ
ト
の
ト
ン
ネ

ル
を
設
置
し
て
み
る
こ
と
に
。
　

　
功
を
奏
し
た
の
か
、
や
っ
と
ア
ズ

キ
が
発
芽
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
や
は
り
所
ど
こ
ろ
欠
株
が
出

ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
の
ど
こ
か
に
隙
間
が

あ
っ
た
の
か
な
と
考
え
な
が
ら
タ
ネ

を
ま
き
直
し
し
た
あ
る
日
の
夕
方
、

犯
人
が
捕
ま
り
ま
し
た
。

　
な
ん
と
、
防
獣
ト
ン
ネ
ル
の
中
に

ど
こ
か
ら
入
っ
た
の
か
ハ
ト
が
い
た

の
で
す
！
　
し
か
も
自
ら
入
っ
た
の

に
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
バ
サ

バ
サ
と
羽
を
広
げ
て
焦
っ
て
い
る
様

子
。
そ
の
ま
ま
ト
ン
ネ
ル
の
端
ま
で

追
い
詰
め
る
と
、
必
死
の
形
相
を
防

獣
ネ
ッ
ト
の
網
目
に
め
り
込
ま
せ
て

何
と
か
逃
げ
ら
れ
な
い
も
の
か
と
も

が
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ハ
ト

は
自
力
で
脱
走
。

　
怖
い
目
に
あ
っ
た
か
ら
、
た
ぶ
ん

も
う
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ハ
ト
が
マ
メ
好
き
な
の
は
歌
だ
け
じ

ゃ
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

あ
き
ち
ゃ
ん
さ
ん（
40
歳
）

兵
庫
県
／
菜
園
歴
４
年

編

あ
き
ち
ゃ
ん
さ
ん
が
ア
ズ
キ
を
ま

い
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
ハ
ト
た
ち
は

遠
く
か
ら
見
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か（
笑
）。
と
も
あ
れ
ア
ズ
キ

が
発
芽
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

楽
し
い
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
で

子
ど
も
の
笑
顔
に
ほ
っ
こ
り

　
家
庭
菜
園
初
心
者
で
、
は
じ
め
て

サ
ツ
マ
イ
モ
を
植
え
ま
し
た
。
収
穫

の
と
き
、
小
学
生
の
息
子
の
友
達
や

近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
き

て
、
み
ん
な
で
イ
モ
掘
り
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
１
人
で
畑
の
手
入
れ

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
人
数
で
の

畑
し
ご
と
は
楽
し
い
で
す
ね
。

　
帰
り
に
子
ど
も
た
ち
に
収
穫
し
た

サ
ツ
マ
イ
モ
を
持
た
せ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
て
心
が
温
か

く
な
り
ま
し
た
。

み
そ
さ
ん（
41
歳
）

福
島
県
／
菜
園
歴
１
年

編

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
は
、
子
ど
も

も
大
人
も
み
ん
な
で
作
業
で
き
て
楽

し
い
で
す
よ
ね
。
焼
き
イ
モ
大
会
な

ど
も
盛
り
上
が
り
そ
う
で
す
。

畑
の
除
草
を
し
た
ら

カ
ボ
チ
ャ
が
出
現
！

　
こ
の
夏
は
と
て
も
暑
く
、
シ
ャ
ツ

が
汗
で
絞
れ
る
ほ
ど
。
暑
さ
で
カ
ボ

チ
ャ
の
収
穫
が
思
う
よ
う
に
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
　

　
雑
草
の
生
長
も
早
く
、
も
う
草
ボ

ウ
ボ
ウ
。
カ
ボ
チ
ャ
に
は
毎
年
、
灰

を
ま
い
た
り
、
う
ど
ん
こ
病
予
防
を

し
た
り
す
る
の
で
す
が
、
雑
草
で
畑

の
中
が
見
え
づ
ら
く
、
お
世
話
で
き

ず
に
い
た
の
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か

な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
草
抜
き
を
始
め
る
と

大
・
中
・
小
の
カ
ボ
チ
ャ
が
ゴ
ロ
ゴ

ロ
と
出
て
き
ま
し
た
。
毎
年
、
食
べ

て
お
い
し
か
っ
た
タ
ネ
を
ま
く
よ
う

に
し
て
い
る
の
で
、
白
い
も
の
、
丸

い
も
の
、
平
た
い
も
の
、
大
き
い
も

の
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
カ
ボ
チ
ャ
が

出
て
き
て
お
も
し
ろ
い
で
す
。

　
孫
も
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
畑
楽
し
ん

で
る
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
よ

く
見
て
い
る
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

ハ
ク
さ
ん（
71
歳
）

徳
島
県
／
菜
園
歴
15
年

編

ど
ん
な
カ
ボ
チ
ャ
が
出
て
く
る
の

か
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
の
除
草
作
業
、

ま
る
で
宝
探
し
の
よ
う
で
す
。
野
菜

づ
く
り
を
楽
し
む
ハ
ク
さ
ん
の
様
子

を
お
孫
さ
ん
は
し
っ
か
り
見
て
い
る

の
で
す
ね
。

吉
川
い
ち
子
さ
ん（
72
歳
）／
栃
木
県
／
菜
園
歴
15
年

健
康
の
た
め
　
は
じ
め
た
野
菜
づ
く
り
　

腰
痛
め
る（
泣
）
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芽
に
つ
く
実
を
ひ
と
つ
採
っ
た
ら
わ

き
芽
も
切
る
〝
側
枝
１
果
採
り
〞
を

し
な
が
ら
育
て
ま
し
た
。

　
ナ
ス
は
草
丈
１
ｍ
50
㎝
ほ
ど
に
生

長
し
ま
し
た
。
11
月
初
旬
現
在
、
ナ

ス
も
ピ
ー
マ
ン
も
ま
だ
実
を
つ
け
て

い
ま
す
。

　
私
の
畑
は
海
に
近
く
風
が
強
い
か

ら
な
の
か
、
今
ま
で
ナ
ス
に
傷
が
つ

く
こ
と
が
多
く
、
害
虫
被
害
も
あ
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
垂
直
仕
立
て
栽

培
を
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
は
じ
め
て

き
れ
い
な
肌
の
ナ
ス
を
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　
収
穫
し
た
ナ
ス
は
、
焼
き
ナ
ス
や

揚
げ
び
た
し
な
ど
に
し
て
家
族
で
お

い
し
く
い
た
だ
き
、
孫
も
よ
く
食
べ

て
く
れ
ま
し
た
。

桑
野
千
惠
子
さ
ん（
71
歳
）

山
口
県
／
菜
園
歴
６
年

編

き
れ
い
な
ナ
ス
が
収
穫
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
垂
直
仕
立
て
栽
培
で

野
菜
が
病
害
虫
に
強
く
な
っ
た
と
い

う
レ
ポ
ー
ト
が
多
数
届
い
て
い
ま
す
。

ガ
ス
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
で

ア
ブ
ラ
ム
シ
忌
避
に
成
功

　
オ
ク
ラ
の
苗
の
定
植
時
に
、
生
育

初
期
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
対
策
と
し
て
ア

ル
ミ
箔
の
ガ
ス
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
で
株

元
を
マ
ル
チ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
　

　
２
〜
３
年
前
か
ら
こ
の
方
法
で
ア

ブ
ラ
ム
シ
忌
避
に
成
功
し
て
い
ま

す
。
ガ
ス
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
は
１
０
０
円

シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
畝
の
中
央
に
は
、
オ
ク
ラ

の
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
を
兼
ね

て
ラ
ッ
カ
セ
イ
を
混
植
し
ま
し
た
。

お
か
げ
で
、
オ
ク
ラ
は
10
月
頃
ま
で

収
穫
で
き
、
引
き
抜
い
た
時
の
根
は

コ
ブ
の
な
い
き
れ
い
な
根
で
し
た
。

の
ぶ
り
ん
さ
ん
（
58
歳
）

大
阪
府
／
菜
園
歴
14
年

編

ナ
イ
ス
ア
イ
デ
ア
！
　
苗
の
株
元

を
す
っ
ぽ
り
と
囲
う
よ
う
な
、
ち
ょ

う
ど
い
い
サ
イ
ズ
の
穴
が
あ
い
て
い

て
使
い
勝
手
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

手
づ
く
り
納
豆
ス
プ
レ
ー
が

病
害
虫
対
策
に
有
効

　
市
民
農
園
で
12
年
野
菜
づ
く
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら

自
宅
の
庭
で
野
菜
を
つ
く
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
市
民
農
園
ほ
ど
は
収

穫
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

ら
、
１
株
の
苗
で
ゴ
ー
ヤ
は
38
本
、

ピ
ー
マ
ン
は
１
０
８
個
収
穫
。
ま
だ

ま
だ
採
れ
そ
う
で
す
。
植
物
の
生
長

は
す
ご
い
で
す
ね
！

　

　
ま
た
、
な
る
べ
く
有
機
質
の
肥
料

を
使
っ
て
、
お
財
布
に
も
無
理
の
な

い
野
菜
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

「
Ｅ
Ｍ
ス
ト
チ
ュ
ウ
」
や
「
納
豆
ス

エ
ン
バ
ク
の
麦
間
栽
培
で

サ
ツ
マ
イ
モ
大
成
功

　
今
年
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
「
べ
に
は
る

か
」
を
植
え
て
い
る
畝
の
北
側
に
エ

ン
バ
ク
の
タ
ネ
を
播
種
し
ま
し
た
。

　
エ
ン
バ
ク
の
刈
り
取
り
は
８
月
に

行
い
、
秋
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
試
し
掘

り
を
し
た
と
こ
ろ
、
よ
く
肥
え
た
イ

モ
に
育
っ
て
い
て
、
ホ
ク
ホ
ク
と
し

て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

藤
田
正
雄
さ
ん
（
81
歳
）

岐
阜
県
／
菜
園
歴
15
年

編

エ
ン
バ
ク
が
余
分
な
肥
料
を
吸
っ

て
く
れ
た
こ
と
、
水
は
け
を
改
善
し

て
く
れ
た
こ
と
な
ど
が
、
サ
ツ
マ
イ

モ
に
好
影
響
を
与
え
た
の
で
は
。
エ

ン
バ
ク
に
は
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
減
ら
す

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

シ
カ
ク
マ
メ
が
日
よ
け
に
な
り

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
が
長
続
き

　
夏
の
猛
暑
が
毎
年
続
い
て
い
ま

す
。
あ
ま
り
に
暑
い
と
ト
マ
ト
が
採

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
昨

年
た
ま
た
ま
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
畝
の

南
側
に
支
柱
を
立
て
て
シ
カ
ク
マ
メ

を
育
て
た
と
こ
ろ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は

真
夏
に
な
っ
て
も
収
穫
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
年
も
別
の
場
所
で
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
畝
の
南
側
に
シ
カ
ク

マ
メ
を
植
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
他
の
場
所
に
植
え
た

ミ
ニ
ト
マ
ト
が
す
べ
て
枯
れ
て
し 

ま
っ
た
頃
で
も
、
こ
ち
ら
の
ミ
ニ
ト
マ

ト
だ
け
は
収
穫
が
長
く
続
き
ま
し

た
。
シ
カ
ク
マ
メ
が
日
差
し
を
や
わ
ら

げ
て
く
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

澤
田 

光
さ
ん
（
72
歳
）

埼
玉
県
／
菜
園
歴
12
年

編

野
菜
の
配
置
を
工
夫
す
る
こ
と

で
猛
暑
を
し
の
い
だ
好
例
で
す
ね
。

垂
直
仕
立
て
栽
培
で

き
れ
い
な
ナ
ス
が
豊
作

　
今
年
の
夏
は
垂
直
仕
立
て
栽
培
で

ナ
ス
と
ピ
ー
マ
ン
が
大
豊
作
で
し
た
。

垂
直
誘
引
に
は
、
自
宅
に
あ
っ
た
１

㎝
幅
の
布
ヒ
モ
を
利
用
。
朝
夕
の
水

や
り
も
し
っ
か
り
と
や
り
、『
野
菜

だ
よ
り
』
で
学
ん
だ
よ
う
に
、
わ
き

こ
う
し
て
成
功
！ 

私
の
工
夫

真
似
し
た
く
な
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
栽
培
法
や

害
虫
や
病
気
対
策
、獣
害・鳥
害
対
策
の
工
夫
な
ど
、

み
な
さ
ん
の
う
れ
し
い
成
功
談
や
自
慢
話
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

1 のぶりんさんの畑の様子。ガスレンジシートでオクラをマルチング
してアブラムシ対策。畝の中央にはラッカセイを混植。 2 その後、ラ
ッカセイがオクラの畝の表面を覆って、マルチ代わりになる。

12
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プ
レ
ー
」
な
ど
手
づ
く
り
発
酵
液
で

野
菜
を
育
て
る
と
、
野
菜
が
お
い
し

く
な
る
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
納
豆
ス
プ
レ
ー
は
Ｙｏ
ｕ
Ｔｕ
ｂｅ 

を
参
考
に
つ
く
っ
て
み
ま
し
た
。
つ

く
り
方
は
、
水
の
入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
少
量
の
上
白
糖
と
納
豆
１
粒

を
入
れ
て
振
っ
て
混
ぜ
る
だ
け
で

す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を

緩
く
閉
め
て
お
き
、
と
き
ど
き
中
の

ガ
ス
を
抜
き
ま
す
。
真
夏
は
直
射
日

光
が
当
た
ら
な
い
暖
か
い
場
所
に
置

い
て
発
酵
さ
せ
ま
す
。
車
の
中
な
ど

に
置
い
て
お
く
の
も
お
す
す
め
で

す
。
暖
か
い
時
期
な
ら
２
〜
３
日
で

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
完
成
し
た
液
を
ス
プ
レ
ー
ボ
ト
ル

に
入
れ
、
水
で
約
２
倍
に
薄
め
た
も

の
を
２
日
に
１
回
く
ら
い
の
頻
度
で

散
布
し
ま
し
た
。
う
ど
ん
こ
病
も
出

る
こ
と
な
く
、
ウ
リ
ハ
ム
シ
に
も
葉

を
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
サ
ト
イ
モ
の
葉
裏
に
も
散
布
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
つ
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

り
ゅ
う
の
マ
マ
さ
ん
（
55
歳
）

東
京
都
／
菜
園
歴
20
年

編

納
豆
ス
プ
レ
ー
は
、
身
近
な
材
料

を
使
っ
て
手
軽
に
つ
く
れ
る
の
が
魅

力
で
す
。
土
壌
散
布
し
た
り
、
ボ
カ

シ
肥
料
づ
く
り
で
は
発
酵
促
進
に
利

用
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
使
い
道
が

あ
り
そ
う
で
す
。

ニ
ー
ム
オ
イ
ル
希
釈
水
を

散
布
し
た
ら
カ
メ
ム
シ
が
減
少

　
ピ
ー
マ
ン
や
ト
ウ
ガ
ラ
シ
に
大
量

発
生
す
る
カ
メ
ム
シ
対
策
と
し
て
、

　
大
興
貿
易
が
販
売
す
る
ニ
ー
ム
オ

イ
ル
を
水
で
１
０
０
倍
〜
２
０
０
倍

程
度
に
希
釈
し
た
も
の
を
散
布
し
た

と
こ
ろ
、カ
メ
ム
シ
の
大
量
発
生
を
何

と
か
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ニ
ー
ム
オ
イ
ル
を
散
布
す

る
前
に
ゴ
ム
手
袋
を
は
め
て
、
葉
の
裏

側
や
茎
に
つ
い
て
い
る
カ
メ
ム
シ
を
払

い
落
と
し
、
地
面
に
落
ち
た
カ
メ
ム
シ

を
退
治
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
葉
裏
も

含
め
て
全
体
に
ニ
ー
ム
オ
イ
ル
希
釈

液
を
た
っ
ぷ
り
散
布
し
ま
す
。

　
散
布
し
て
も
１
週
間
後
に
は
ま
た

カ
メ
ム
シ
が
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
も
週
に
１
回
ほ
ど
散
布
を
繰
り

返
し
た
と
こ
ろ
、
カ
メ
ム
シ
の
数
が

徐
々
に
減
っ
て
い
き
、
散
布
前
に
比
べ

る
と
明
ら
か
に
減
少
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
葉
裏
に
産
み
つ
け
ら
れ
た

カ
メ
ム
シ
の
卵
は
見
つ
け
次
第
処
分

す
る
な
ど
し
て
対
処
し
て
い
ま
す
。

に
ん
じ
ゃ
く
ん
さ
ん（
65
歳
）

大
阪
府
／
菜
園
歴
25
年

編

カ
メ
ム
シ
に
嫌
が
ら
せ
を
し
て

い
づ
ら
く
さ
せ
る
作
戦
で
す
ね
。
以

前
、
木
酢
液
の
５
０
０
倍
希
釈
液
を

散
布
し
て
カ
メ
ム
シ
を
遠
ざ
け
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
根
気
が
必
要
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
多
数
の

ド
ー
ナ
ツ
状
草
マ
ル
チ

　
本
誌
２
０
２
４
年
１
月
号
で
紹
介

さ
れ
て
い
た
、
三
浦
伸
章
さ
ん
の

〝
ド
ー
ナ
ツ
状
草
マ
ル
チ
〞
を
キ
ュ

ウ
リ
栽
培
で
試
し
て
み
ま
し
た
。

　
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
は
２
回
行
い
、
１

度
目
は
５
月
上
旬
、
ハ
ツ
カ
ダ
イ
コ

ン
の
跡
地
に
小
さ
め
の
キ
ュ
ウ
リ
苗

を
定
植
し
ま
し
た
。
２
度
目
は
７
月

下
旬
、
タ
ネ
採
り
用
ダ
イ
コ
ン
の
跡

地
に
直
ま
き
を
し
ま
し
た
。

　
ダ
イ
コ
ン
類
の
跡
地
に
植
え
る

と
、
ウ
リ
ハ
ム
シ
が
本
当
に
少
な
く

な
り
ま
し
た
！

　
５
月
上
旬
に
植
え
た
キ
ュ
ウ
リ
は

写
真
の
よ
う
に
節
間
が
詰
ま
り
、
よ

く
育
ち
ま
し
た
。
収
量
も
比
較
的
あ

り
、
そ
し
て
い
ち
ば
ん
驚
い
た
の

は
、
引
き
抜
く
と
き
に
根
の
張
り
が

と
て
も
よ
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　
２
度
目
の
も
の
は
、
途
中
ま
で
元

気
に
育
っ
て
い
た
も
の
の
、
残
念
な

こ
と
に
途
中
で
ネ
キ
リ
ム
シ
に
か
じ

ら
れ
て
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ド
ー
ナ
ツ
状
に
草
マ
ル
チ
を
厚
め

に
敷
く
こ
と
で
、
日
よ
け
に
な
り
、

土
の
湿
り
気
が
保
た
れ
て
よ
く
発
芽

し
た
よ
う
で
す
。
苗
の
周
り
の
土
が

露
出
し
て
い
て
、
畝
全
体
に
敷
き
詰

め
る
よ
り
も
地
温
が
上
が
り
や
す

く
、
過
湿
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
よ

か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
雨
が
降
ら
な
く
て
も
、
苗
が
根
を 

し
っ
か
り
張
っ
て
い
れ
ば
、
干
ば
つ

に
も
強
い
で
す
し
、
逆
に
大
雨
で
も

蒸
れ
に
く
い
、
と
て
も
よ
い
草
マ
ル

チ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
し
た
。
来
年

は
、
生
長
に
合
わ
せ
て
穴
を
大
き
く

す
る
、
と
い
う
方
法
を
試
し
て
み
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

原
田
朋
斉
さ
ん
（
13
歳
）

神
奈
川
県
／
菜
園
歴
６
年

編

詳
し
い
レ
ポ
ー
ト
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ダ
イ
コ
ン
↓
キ
ュ
ウ

リ
の
リ
レ
ー
栽
培
は
編
集
部
で
も
あ

ら
た
め
て
試
そ
う
と
思
い
ま
す
。

垂
直
仕
立
て
栽
培
を
応
用
！

省
ス
ペ
ー
ス
で
ト
ウ
ガ
ン
栽
培

　
自
宅
の
庭
の
畑
に
、
毎
年
ト
ウ
ガ

ン
が
自
然
生
え
し
ま
す
。
ト
ウ
ガ
ン

は
広
い
畑
で
な
い
と
栽
培
が
難
し
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
今
ま
で
は
生

え
て
き
た
ト
ウ
ガ
ン
は
抜
い
て
い
ま

し
た
。
垂
直
仕
立
て
栽
培
を
知
り
、

ツ
ル
を
束
ね
て
１
つ
に
ま
と
め
て
み

る
の
も
い
い
の
で
は
と
思
い
、
実
践

し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
80
㎝
角
の
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
、
ト

ウ
ガ
ン
の
親
ヅ
ル
と
子
ヅ
ル
を
す
べ

て
束
ね
て
ま
と
め
、
ぐ
る
り
ぐ
る
り

と
ら
せ
ん
状
に
誘
引
し
ま
し
た
。

　
花
が
ど
ん
ど
ん
咲
い
て
小
ぶ
り
の

ト
ウ
ガ
ン
が
８
個
ほ
ど
収
穫
で
き
、

友
人
に
お
裾
分
け
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
方
法
で
ト
ウ

ガ
ン
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
土
節
子
さ
ん
（
75
歳
）

広
島
県
／
菜
園
歴
３
年

編
〝
ぐ
る
ぐ
る
誘
引
〞
は
興
味
深
い

で
す
。
省
ス
ペ
ー
ス
で
の
栽
培
が
可

能
で
、
管
理
も
し
や
す
そ
う
で
す
。

1 ドーナツ状に草マルチを敷いてキュウリを定
植した原田さんの実践。生育は良好だ。 2 三
浦さんが推奨するドーナツ状草マルチの例。

1

2
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1 「葉からし菜」（サカタのタネ）
をまいた。 2 満開のカラシナ。春
にトウ立ちしてぐんぐん伸び、草
丈約２ｍになった。花が終わると
サヤができる。 3 サヤが褐色にな
ったら刈って乾燥させる。「刈り取
りが遅れ、半分くらいサヤがはじ
けてタネが飛んでしまい、反省。
その代わり、こぼれダネからカラ
シナがまた生えてくるのでラッキー」
と、あきちゃんさん。 4 箕（み）
でタネをふるい分ける。

1 酢に浸して２～３日置き、タネがやわらかくなったらミル
で潰す。味は“和がらし”風。ソーセージ、蒸したジャガイモや
ニンジンに合う。肉まんやおでんにも合いそう。 2 味噌、練
りゴマ、甘酒などを合わせた和え衣で、青菜の和え物をつくっ
た。3 和え衣の残りをパン生地で包み、お焼きをつくってみた。

て
、
４
月
に
黄
色
い
花
が
満
開
に
な

り
ま
し
た
。

タ
ネ
の
収
穫
　
６
月
、
全
体
が
枯
れ

て
き
た
ら
刈
り
取
っ
て
収
穫
し
、
束

ね
て
吊
る
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

脱
穀
　
手
で
叩
い
た
り
、揉
ん
だ
り
、

ギ
ュ
ッ
と
押
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

方
法
で
サ
ヤ
か
ら
タ
ネ
を
取
り
出
し

ま
し
た
。

選
別
　
い
ち
ば
ん
大
変
で
、
大
事
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
選
別
作
業
。
フ
ー

フ
ー
と
息
を
吹
き
か
け
た
り
、
う
ち

わ
で
あ
お
い
だ
り
し
て
、
サ
ヤ
や
ご

み
と
タ
ネ
を
ふ
る
い
分
け
ま
す
。

仕
込
む
　
選
別
が
終
わ
っ
た
ら
マ
ス

タ
ー
ド
づ
く
り
。
カ
ラ
シ
ナ
の
タ
ネ
、

塩
、
ハ
チ
ミ
ツ
、
カ
ル
ダ
モ
ン
を
保

存
瓶
に
入
れ
、
リ
ン
ゴ
酢
を
注
ぎ
ま

す
。私
は
塩
麹
も
入
れ
て
み
ま
し
た
。

冷
暗
所
に
置
き
、
リ
ン
ゴ
酢
が
減
っ

た
ら
追
加
し
て
ひ
た
ひ
た
に
し
ま
す
。

私
は
２
〜
３
か
月
で
タ
ネ
が
や
わ
ら

か
く
な
っ
た
ら
ミ
ル
で
タ
ネ
を
潰
し
、

保
存
瓶
に
戻
し
ま
す
。

味
わ
う

　
重
要
な
の
は
〝
熟
成
〞
さ

せ
る
こ
と
。
つ
く
り
た
て
は
失
敗
し

た
か
と
思
う
ほ
ど
辛
く
て
料
理
に
使

い
に
く
い
で
す
が
、
や
が
て
味
が
ま

ろ
や
か
に
な
り
ま
す
。
料
理
で
ち
ょ

こ
ち
ょ
こ
使
い
な
が
ら
味
の
変
化
を

楽
し
み
つ
つ
、
冷
蔵
庫
で
６
か
月
は

熟
成
さ
せ
て
み
た
い
で
す
。

●
材
料

カ
ラ
シ
ナ
の
タ
ネ

リ
ン
ゴ
酢
…
ひ
た
ひ
た
に
浸
か
る
量

塩
…
タ
ネ
の
重
量
の
10
％

ハ
チ
ミ
ツ
…
タ
ネ
の
重
量
の
20
％

あ
れ
ば
、
カ
ル
ダ
モ
ン
な
ど
の
ス
パ

イ
ス
を
少
々
。
塩
麹
は
お
好
み
で
。

た
っ
ぷ
り
つ
く
っ
て

保
存
瓶
で
熟
成
さ
せ
る

　
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
つ
け
る
粒
マ
ス
タ

ー
ド
や
お
で
ん
の
か
ら
し
は
、
カ
ラ

シ
ナ
の
タ
ネ
で
つ
く
り
ま
す
。
兵
庫

県
の
あ
き
ち
ゃ
ん
さ
ん
（
菜
園
歴
４

年
）
か
ら
「
カ
ラ
シ
ナ
を
育
て
て
、

自
家
製
マ
ス
タ
ー
ド
を
つ
く
り
ま
し

た
」
と
、
楽
し
い
写
真
と
レ
ポ
ー
ト

が
届
き
ま
し
た
。
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
●

栽
培

　
秋
に
カ
ラ
シ
ナ
の
タ
ネ
を
ま

い
て
栽
培
を
ス
タ
ー
ト
。
冬
を
越
し

カ
ラ
シ
ナ
を
育
て
て
マ
ス
タ
ー
ド
づ
く
り
！

1

1

2

2

3

3

4

熟
成
さ
せ
て
味
の
変
化
を
楽
し
む



育てた野菜を収穫して、おいしく食べる。これぞ家庭菜園の醍醐味。
たくさん採れた野菜や珍しい野菜の食べ方など、おすすめレシピを教えてください。
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②熱いうちに皮をむき、厚めにスライスする。
③乾燥ネットに１枚ずつサツマイモを並べ、風通しがよく日
当たりのよい場所で天日干しする。
④翌日、サツマイモを裏返し、１～２日天日干しを続ける。
⑤やわらかさが残る半生干しの状態でフリーザーバッグなど
に入れ密閉して、冷蔵庫で１～２日置く。しっとりした干
しイモに仕上がる。なお、保存する場合は冷蔵庫保存がお
すすめ。約半月保存できる。

ゴボウの唐揚げ
ゴボウの唐揚げがおすすめです。ゴボウを長さ５㎝、幅５㎜に
切り、市販の唐揚げ粉をまぶして油で揚げるだけなので簡単に
つくれます。
おいしくつくるコツは、カットしたゴボウの水分をキッチンペ
ーパーでしっかりと取ること。このひと手間で、ゴボウがカラ
ッとおいしく揚がります。
Ｙａｓｓさん（54歳）／大分県／菜園歴６年
編 おやつやおつまみにぴったりですね。ゴボウのうま味と、
サクサクと軽い仕上がりで箸が止まらなくなりそう！

ダイコン餅の磯辺焼き風
ボウルに、すりおろして軽く水気を絞ったダイコン、ピザ用の
チーズ、片栗粉、小麦粉を入れて混ぜ合わせ、丸く形を整えま
す。フライパンに油を入れ熱し、ダイコン餅を両面こんがり焼
き、醤油をからめてから海苔をまいていただきます。
我が家では冷蔵庫に残ったダイコンを活用しています。
リクのばあばさん（64歳）／石川県／菜園歴10年
編 表面はカリっと、中はモチモチとしておいしいダイコン餅。
紅ショウガや干しエビなどを加えてもおいしそうです。

農家さんの味を再現！　しっとり干しイモ
サツマイモ農家の方からいただいた干しイモが驚くほどおいし
くて、その味を再現しようと数年かけて試行錯誤してつくった
レシピです。農家の方からつくり方を伺ったところ、売り物に
する干しイモは保存性の観点から強めに乾燥させているそうで
すが、じつは弱めに乾燥させたほうがおいしいとのこと。
イモの品種はいろいろありますが、個人的には「べにはるか」
がいちばんおいしいと思っています。そして、本誌過去号で山
川理先生が紹介されていたとおり、マルチを使わずに栽培した
ほうが、より甘くできるようです。
収穫したサツマイモは、糖度を上げるため少なくても２か月間
追熟させています。もみ殻を詰めた段ボール箱に入れて保存す
ると傷みにくいです。
菊池修一さん（65歳）／茨城県／菜園歴10年
編 しっとりとやわらかで、おいしそうです。サツマイモをま
るごと干す“丸干し”にする場合は、小さいサツマイモでつく
るのがおすすめです。

（つくり方）
①よく洗ってから皮つきのまま蒸し器に並べ、中火で１時間
加熱して蒸し上げ、火を止めてさらに１時間蒸らす。

「みんなの野菜だより」はみなさんからのお便りや写真でつくるページです。野菜づくりの成功談や失敗談、
アイデア栽培法や畑でのおもしろエピソード、楽しい川柳など、募集しています。畑の写真や採れたて
野菜の写真、菜園仲間とニッコリの写真などもお待ちしています。写真は113ページのアンケート用紙
に同封するか、下記のメールアドレス宛てに送ることもできます。

お待ちして
います！

1 サツマイモを蒸し器に並べ、じっくりと蒸し上げる。ＩＨヒー
ターでタイマーを使うと便利。 2 熱いうちに皮をむいてスライス
する。菊池さんは、ゆで卵用スライサーを利用した自作スライサ
ーを使用している。 3 乾燥ネットにサツマイモを並べて、２～３
日天日干しする。丸干しの場合は５～７日天日干し。夜は室内に
取り込む。 4 しっとりした干しイモが完成。

リクのばあばさん
のレシピを参考に
して、編集部でつ
くったダイコン餅。
焼きたてはもちろ
ん、冷めてもおい
しい。

写真の送り先 yasai@tanemaki-sha. jp みんなの野菜だより担当

13
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※掲載価格は表記のないものに関しては消費税込みです。送料は含みません。商品の規格、価格は掲載後変更になる場合があります。 110

用途に合わせて平刃と縦爪レーキを使い分けできる、中耕作業用
の草刈りレーキです。平刃は畝間や通路に伸びてきた雑草の除草
作業に、縦爪レーキは畝にザクっと挿し込んで土に空気を入れる
中耕作業や集草などにおすすめです。柄に約30㎝間隔で付いて
いるロゴマークは、株間の計測目安としても利用可能。日本製。
●柄長：約1200㎜ ●重量：0.62㎏ ●価格：3,938円（税込み）

スティックタイプのモグラ忌避剤です。原材料はカプサイシン、
パルプ、トウモロコシデンプンとすべて植物性。高濃度カプサイ
シンオイルが地中に溶け出し、嗅覚が敏感なモグラを寄せつけま
せん。スティックは自然分解して土に還るので回収不要です。効
果は約２か月持続。長野県の読者、ｈａａさんは「使用した結果、
今年はモグラ被害がゼロに。一緒に試した妹の畑でもモグラ被害
がなくなりました」と効果を実感。●価格：9,130円（税込み）
●仕様：長さ／約15㎝、直径／約1.5㎝（頭部）、100本（10本入
りの小袋×10）

締め切りは2025年2月3日消印有効。応募多数の場合は抽選を行い
ます。プレゼント商品の発送は、2025年2月中旬以降の予定です。
当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。
※雑誌公正競争規約の定めにより、この懸賞に当選された方は、この号の
他の懸賞に入選できない場合があります。

【問い合わせ】株式会社ヤマショウ
☎ 048-711-6777　 URL  https://www.yamasho-ltd.co.jp

ギラギラのアルミ混生地が夏の暑さと紫外線をカットする、日よ
け付き帽子と背負い日よけです。帽子は取り外し可能なタレ付きで、
首後ろもガード。裏面はメッシュで蒸れにくいのもうれしい点。こ
の夏、セットで着用したという岐阜県の読者、トットちゃんさんは
「着用した瞬間に太陽光が遮断され、畑作業がラクになりました」
とのこと。（104ページで紹介）●価格：オープン価格

113ページのアンケート・応募用紙にご希望のプレゼント記号を
記入の上お送りください。たくさんのご応募をお待ちしています。

当たれ野菜だより
読者プレゼント

【問い合わせ】株式会社国分商会
☎ 048-536-7777　 URL  https://www.kkb-green.com

土に挿すだけでモグラが逃げ出す!

モグラよグッバイ２　100本入り

【問い合わせ】株式会社髙儀　☎ 0256-70-5121
URL  https://product.takagi-plc.co.jp/hata-cycle

ステンレス刃草刈りレーキ
中耕、土寄せ、除草、集草に便利！ A

２名様

B
３名様

強い日差しをシャットアウト！

遮光日よけ付き帽子（YZE-003）
＋遮光背負い日よけ（YZE-005）

1 刃先は平刃と縦爪レーキの兼用タイプ。 2 ヘッドがコンパクトな
ので畝間の除草や中耕作業もラクラク。土寄せや肥料の撹拌など
にも最適で、１本で何通りもの使い方ができるのがうれしい。 3 切
れ味のよい平刃で土の表層を削ると簡単に除草できる。 4 削った
草は縦爪レーキで集める。

モグラやモグラ塚を発
見したら、30～50㎝
間隔であらかじめ棒な
どで地面に穴をあけ、
根元まで打ち込む。

2

1

34

C
２名様
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使用後に土にすき込むと２～３か月で土壌分解される紙製マルチシ
ート。使用後の廃棄処分が不要です。敷設期間の目安は４～６か月
で収穫まで使用でき、雨が降っても破れや強度の心配がありません。
地温が安定し、葉焼けや泥はねによる病気も軽減されます。生分解
性マルチと比べて劣化しにくく長く保管できるのもメリット。表面
はベージュ色、裏面は黒色で、両面どちらでも使用できます。95㎝
×20ｍ、95㎝×200ｍのロールタイプもあります。
●サイズ：幅95㎝×長さ10ｍ
●厚み：0.085㎜
●価格：オープン価格

防水素材のスポンジゴムでつくられた、スニーカーのような軽い
履き心地のワークシューズです。足をぴったりと包み込み、土や
砂の入り込みを防御します。破れやすいつま先や靴底部分が強
化され耐久性も抜群！ サイドファスナー付きで脱ぎ履きしやす
いのも特徴です。※完全防水ではないため、水中での作業では
水が入ってくる恐れがあります。●価格：4,510円（税込み） 
●カラー：ブラック、エンジ、パープル ●サイズ：ＳＳ（22.5～
23.0㎝）、Ｓ（23.5～24.0㎝）、Ｍ（24.5～25.0㎝）、Ｌ（25.5～
26.0㎝）、ＬＬ（26.5～27.0㎝）、３Ｌ（27.5～28.0㎝）
※カラーとサイズを選んで応募してください。

【問い合わせ】株式会社シンセイ
☎ 0247-57-5881　 URL  http://trading-shinsei.co.jp

【問い合わせ】ＪＡ全農Ａコープ株式会社　☎ 078-920-3919
URL   https://www.acoop-east-t.jp/kumix

自然にかえる 紙マルチ

足軽ストロング

使用後は土にすき込んで分解！

「軽くて、ちょい長」のワークシューズ

腕に巻いたバンドに文字が書き込
める、“装着型のメモ”です。シ
リコン素材のバンドにコーティン
グが施してあるため、油性ボール
ペンで書いたあとは消しゴムや指
でこすると簡単に消すことができ、
繰り返し使用できます。●価格：
1,320円（税込み）

【問い合わせ】株式会社コスモテック
☎ 042-526-1411　 URL   https://www.wemo.tokyo

wemo バンドタイプ（白）
いつでもどこでも、書ける！　思い出せる！

E
３名様

1 バンドにセンチメートル表記があり、株間や条間の計測に便利。
2 片手で腕にくるりと巻け、装着が簡単。 3 やることリストを書き
込み、確認しながら作業できる。 4 編集部の畑では、バンドで株
間を測ってエンドウのタネまきを行った。

編集部の屋上菜園では、マクワウリの
立体栽培でグリーンネットを使用。紙
原料なのでツルが巻きつきやすい。

24

3 1

D
５名様

【問い合わせ】横山製網株式会社
☎ 0869-25-0111　 URL  https://yokoyamaseimo.co.jp/

グリーンネット
使用後は畑に埋めて約１か月でスピード分解

ブラック

エンジ

パープル

G
６名様

F
５名様

独自の強化紙を使った環境にやさしいネットです。土中廃棄や焼
却ができるため、ネットとツルの分別作業が不要で栽培後の廃棄
がラクチンです。紙原料のネットですが、収穫までのワンシー 
ズン使用できます。今回、家庭菜園で使いやすい、目合い15㎝、
約1.8ｍ×2.5ｍのカーテンタイプのネットをプレゼントします。別
売りで紙製の結束ヒモもあります。詳しくはホームページを参照
してください。●価格：オープン価格



©株式会社ブティック社　本誌掲載の写真・イラスト・記事などの転載、複
写（コピー・スキャン等）、インターネットでの使用を禁じます。
　アンケート、お便りにご記入いただいた個人情報につきましては、今後の
編集・企画開発に役立てるために使用するもので、それ以外の目的に利用
することはありません。
　万一、乱丁・落丁がありましたらお取り替えいたします。

ブティック社公式Facebook
@boutique.official　「ブティック社」で検索してください。
いいね！をお願いします。

ブティック社公式Ｘ （旧Twitter）
@Boutique_sha　役立つ新刊情報などを随時ツイート。
お気軽にフォローしてください。

野菜だより公式Ｘ （旧Twitter）
@yasaidayori_btq　気まぐれにつぶやいてます！

発 行 人 志村　悟

広 告 阿部浩二 、武田恭輔、中嶋涼子
☎ 03-3234-2083（広告問い合わせ）

発 行 所 株式会社ブティック社
〒 102-8620 東京都千代田区平河町 1-8-3
https://www.boutique-sha.co.jp
☎ 03-3234-2071（編集部直通）
☎ 03-3234-2081（販売部直通）

印 刷 所 TOPPANクロレ株式会社

編 集 人 東宮千鶴

編 集 長

編 集 長

編 集

デ ザ イ ン

校 正

東宮千鶴（株式会社ブティック社）

島田忠重（株式会社たねまき舎）

辻有紀子（株式会社たねまき舎）、美藤優紀子、加藤恭子

来栖彩子、志村真帆子（株式会社ブティック社）

株式会社ディアクティブ、和田充美、牧 陽子（ブティック社）

合同会社文校

※内容は予告なしに変更になる場合があります。

編 集 後 記
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※一部地域で発売日が異なります。

次号予告
３月春号

２月３日（月）発売2025年

【お問い合わせ先】Fujisanカスタマーサポート　☎0570-200-223（平日10：00～17：00）

受付時間：24時間　※年中無休0120-223-223電話

【支払い方法】 コンビニ 銀行振込

Fujisan.co.jp 送料無料です

野菜だより フジサン 検索WEB

【支払い方法】 ATM Edyクレジットカード コンビニ ネットバンキング

野菜だより 2025年1月［新春号］
2024年12月3日発売（通巻37号）家庭菜園誌

みなさま、2025年もどうぞよろしくお願いいたします！　2024年は、
ブティック社の野菜だより担当編集者が変わりまして、新入社員が
加入しました。「若いんだもの、野菜づくりは負けないはず！」な
んて思っていたら、私よりずっと前から家族で野菜づくり楽しんで
いたそうで、全然上でした…。2025年はもっと頑張らないと！（東）

編集部の実験畑では、ガッテン農法の三浦先生に教わった“ひっくり
返し畝”が好調です。味のよいジャガイモとサツマイモが２年続け
て採れています。労力もお金もかからないのもいいところ。さて
今年は、味と食感のなめらかさはそのままに、ジャガイモのサイズ
アップをねらいます。カギは浴光催芽と土寄せです。（島）

「野菜談義が止まらない！」（70ページ）は、コンパニオンプランツと
して欠かせない畑のドクター、ネギ！　そして、野菜の端境期と
なる春先に、うれしい芽吹きを見せてくれる花芽野菜のお話です。
失敗を成功に変える発想で冬菜のポテンシャルが開花します。い
ろいろな種類の花芽を育てて食べ比べしたくなりました。（来）

昨年の大晦日はホームセンターでチューリップの球根を10種類ほど購
入し、お正月に母と一緒に植えました。４月の終わりには色とり
どりの花が咲き「かわいいね」「時間が経つのは早いね」と話してい
たのですが、今年も残りわずか……！　一年あっという間ですね。

2025年のお正月もまた球根を植えます。（志）

プランターにセルトレイを半埋設してタマネギの苗をつくりました。
前回は、利用したセルトレイの底穴が小さく根がセル内で回って
しまいヒョロヒョロ苗に。今回は底穴の大きいセルトレイを用意
してタネまきしたところ、しっかりとした元気な苗に生長しました。
そろそろ定植です。おいしいタマネギが採れますように。（辻）

「春からどんな野菜を育てようかな」、「この栽培法を試してみたい！」
と意欲満々で菜園計画を立てる時期がやって来ましたが、今年は、
まず市民農園とグループ農園の申し込み。２年に１度の募集で、
最近は家庭菜園人気で高倍率とのこと。当たったら、新鮮な野菜
がネズミより先に食べられるよう頑張ります。（美）

自然農の創始者、川口由一さん（故人）が遺された、「冬ダイコン」の
タネを庭の畑にまきました。きれいな若緑色の葉が展開し、その
姿はのびやか、そして凛としておおらか。“妙なる自然のかたち”
に思わず見とれてしまいます。もしかしたらタネには、育てた人
の魂のようなものが宿るのではないかと感じ入ります。（加）

●お届けは、日本国内に限らせていただきます。地域によって発売日が異なる場合があり、
また、輸送状況により発売後のお届けになる場合もあります。●バックナンバーの取り扱
いはございません。●原則として途中でのキャンセルはできません。

木酢液、酢、米ぬか、
焼酎を使いこなす

新・ガッテン農法

定 期 購 読 お 申 し 込 み 方 法

サツマイモ、
サトイモづくり教室

トマト、ナス、キュウリ畝づくりと栽培

過去イチのおいしさを目指す！

病虫害の新処方箋

●“なぜ失敗する？”イモ類よろず相談Ｑ＆Ａ
●はじめてでも安心、栽培の超基本と流れ
●有機栽培、自然栽培農家に教わるイモづくり
●菜園家たちの有機のイモづくりアイデア

別冊付録
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が
家
の
年
間
栽
培
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

タ
ネ
ま
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し
た
日
や
収
穫
期
間
な
ど
を
書
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込
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ば

自
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だ
け
の
栽
培
ス
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ジ
ュ
ー
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が
つ
く
れ
ま
す
。
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年
の
野
菜
づ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
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日
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が
上
下
に
分
割
さ
れ
て
い
て
、
２
つ

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
書
き
込
め
ま
す
。

た
と
え
ば
、
上
段
に
は
畑
し
ご
と
の
予

定
を
、
下
段
に
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
予

定
を
記
入
す
る
な
ど
、
自
由
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
家
族
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
共

有
で
き
る
便
利
な
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
。

畝
づ
く
り
や
タ
ネ
ま
き
な
ど
、
忘
れ
ず
に
行
い
た
い

作
業
を
書
い
て
お
け
る
欄
で
す
。
前
も
っ
て
書
き
込

ん
で
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
畑
し
ご
と
が

効
率
よ
く
進
み
ま
す
。
作
業
が
完
了
し
た
ら
、
左
端

に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
作
業
の
し
忘
れ
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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 忍

※
祝
日
は
2024

年
11
月
時
点
の
官
報
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　
法
令
の
改
正
に
よ
り
、
祝
日
や
祝
日
名
、
休
日
が
変
更
に
な
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※『
野
菜
だ
よ
り
』
の
発
売
日
は
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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ス
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す
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